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5.1 内蔵オプションの種類

@=%>���úµ�ý�ö÷øù,	B�äh0���?����

ポイントポイントポイントポイント
取り付けや取り外しを行う場合に取り外したネジは、取り付け
る時には必ず同じ装置に使用してください。異なる種類のネジ
を使用すると、装置の故障の原因となります。

各種拡張カード�

拡張RAMモジュール�

3.5インチ内蔵オプション�

5インチ内蔵オプション�
90 第 5章 内蔵オプションの取り付け



5

内
蔵
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
り
付
け

警告�
感 電�

• 内蔵オプションの取り付けや取り外しを行う場合は、サー
バ本体および接続している周辺装置の電源を切り、電源
ケーブルをコンセントから抜いたあとに行ってください。
感電の原因となります。

• 電源ユニットは分解しないでください。感電の原因となり
ます。

禁 止�

• 弊社の純正品以外のオプションは取り付けないでください。
故障・火災・感電の原因となります。

• 内部のケーブル類や装置を傷つけたり、加工したりしない
でください。故障・火災・感電の原因となります。

注意�
• 電源を切った直後は、サーバの内部の装置が熱くなってい
ます。内蔵オプションの取り付けや取り外しを行う場合は、
電源を切ったあと 10分程待ってから、作業を始めてくださ
い。

• 内蔵オプションは、基板や半田づけした部分がむきだしに
なっています。これらの部分は、人体に発生する静電気に
よって損傷を受ける場合があります。取り扱う前に、添付
のリストストラップを必ず着用してから作業を行ってくだ
さい。

• 基板表面や半田づけの部分に触れないように、金具の部分
や、基板の縁を持つようにしてください。

• この章で説明している以外の取り付け方や分解を行った場
合は、保証の対象外となります。

• 5インチ内蔵オプションを取り付ける場合には、ケーブル
をはさみ込まないように注意してください。
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5.2 フロントカバー・シャーシカバーの取り外し

��?��)�,#¶>%
X�ø«%ø¶>%�B���D�â��Â����

警告�
感 電�

シャーシカバーの取り外し、取り付けを行うときは、サーバ本
体および周辺装置の電源を切り、電源ケーブルをコンセントか
ら取り外してください。感電の原因となります。

注意�
フロントカバーを取り外して内蔵オプションを取り付ける場合
は、必ず添付のリストスラップを着用してください。
リストストラップは作業が終了するまで外さないでください。
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5.2.1 フロンドカバーの取り外し

■ 取り外し手順

1 フロントドアを開け、フロントカバーとサーバ本体を固定しているネ
ジをゆるめます。
)�,#py	�h�2ij�!

S	p0����  

-�3.1 )�,#py	�h0�-d 

26 �%S0òó0

2 フロントカバーを手前に引き、取り外します。
)�,#¶>%��Àª?=%>

@¹�q�¼ �����)�,

#¶>%	më�Ö��Àª�Q

B������
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3 リストストラップを着用します。
�-#-#q"÷��@=%>�

ãä¼ ������-#-#

q"÷��=%>@¹�K��0

u-Xð A0��mr�s�äh

0u-Xð B0������

A��ø%d	�����X�Â

�X��=%>@¹�u�K��

���B��mr�s�äh�V

�¼��

■ 取り付け手順

)�,#¶>%�B�äh��B����t�mM?Í����

A

B

リストストラップ�
94 第 5章 内蔵オプションの取り付け



5

内
蔵
オ
プ
シ
ョ
ン
の
取
り
付
け

5.2.2 シャーシカバーの取り外し

■ 取り外し手順

1 フロントカバーを取り外し、リストストラップを着用します。
(�5.2.1 )�,p¶>%�B����-d 93 �%S0òó0

2 サーバ本体の前面 4 箇所のネジを取り外します。
B����!S�MV¼M�X�

��ÃÄV�¼��

3 前方にゆっくりとスライドさせ、カバーを上に持ち上げます。
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■ 取り付け手順

. ����¶>%�B�äh��B����t�mM?Í����

. ����¶>%	B�äh0�?��-#-#q"÷��¼M�?V�¼��

. ����¶>%	B�äh0ë��=%>@¹ý$�Ý M$kF¦u�J
�v MN�M��	ÅÆ��V�¼��
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5.3 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し

67 RAM�S�%d��[%-_%p� DIMM-Dual In-Line Memory Modules0-

�"#�B�äh���

67 RAM�S�%d��DIMM1w?¨©¼ ���

■ 取り付ける前に

. 67 RAM�S�%d��-�"#i�M-DIMM-�"# 1d DIMM-

�"# 2d DIMM-�"# 30�.I��V�¼��

. @=%>�Wx?�067 RAM�S�%d�úµ�Ëú������

警告�
感 電�

取り付けや取り外しをするときは、サーバ本体および周辺装置
の電源を切り、電源ケーブルをコンセントから取り外してくだ
さい。感電の原因となります。

注意�
禁 止�

弊社純正の拡張 RAM モジュール以外は取り付けないでくださ
い。故障の原因となる場合があります。

品名（型名）

拡張 RAMモジュール 64MB (GP5-RM64H)

拡張 RAMモジュール 128MB (GP5-RM12H)

拡張 RAMモジュール 256MB (GP5-RM25H)
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■ 取り付け／取り外し手順

1 電源を切り、リストストラップを着用してから、カバーを取り外しま
す。
-�5.2 )�,#¶>%'ø«%ø¶>%�B����-d 92 �%S0òó0

2 カード固定バーを取り外します。
¶%pq�>%�=%>@¹	q�

���0!S	B����¶%pq

�>%	Xð��
�D¥�) 90x

rG¼7�më�Ö��B����

��

3 ビデオカードを取り外します。
67 RAM�S�%d	B�ähFB���	Í�����'�ö¶%p	B

���� ������

'�ö¶%p�!S	B����

'�ö¶%p	B������

4 取り付ける DIMMスロットの、ダミーモジュールを取り外します。
�������	�.I¼ ��0Cy��>%	�����

B�����z%�S�%d��õ���
��V�¼��

カード固定バー�

約90°�

ビデオカード�
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5 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外しをします。
B�äh0����¬,À&#$

l�Ø�'ï?¥�	{M���

DIMM-�"#�U�V�!��

V�¼���>%�|à����

>%�mç�|àM�����}

?f��V�¼��B�����

������.I¼ ��0Cy

��>%	�V��?Í����

6 拡張 RAMモジュールが奥まで完全に挿し込まれたのを確認します。

7 ビデオカードを取り付けます。
'�ö¶%p��AGP-�"#�Å.�~�'ï���

!S?q������'�ö¶%p	��?~�'� ��0�ØBÅÆ��

V�¼��

8 カード固定バーを取り付けます。

9 カバーを取り付けます。
-�5.2 )�,#¶>%'ø«%ø¶>%�B����-d 92 �%S0òó0

レバー�

切り込み�

DIMMスロット1
DIMMスロット2
DIMMスロット3
5.3 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し 99



5.4 内蔵オプションベイへの取り付け

��?��ý�ö÷øù,[b��ý�ö÷øù,�B�ähD	Så����

5.4.1 全体図

ý�ö÷øù,[b���úµ� 2Ëú������iý�ö÷øù,[b�B�

ähQ 0ý�ö÷øù,��IDEÍ"�ý�ö÷øù,-úû�ý� IDEö÷

øù,0�
X� SCSIÍ"�ý�ö÷øù,-úû�ý� SCSIö÷øù,0?��

警告�
感 電�

取り付けるときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、電
源ケーブルをコンセントから取り外してください。感電の原因
となります。

5インチストレージベイ�

3.5インチストレージベイ�
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5.4.2 ストレージベイへの取り付け

■ ストレージベイと内蔵オプション

@=%>��2Ëú�-#�%S[b��f c úµ�ý�ö÷øù,	B�ä

h0���?����

■ ストレージベイと SCSI-ID

-#�%S[b�[bi�	úµ�Â����

3.5b,²-#�%S[b��ê�0ý�v%p��-&��"#��úµ�Â�

X�[b 6�[b 5�[b 4�M�B�äh�V�¼��

ý� SCSIö÷øù,��-#�%S[b�B�äh0�<���Á��
��¶

°�� SCSI-ID�­���V�¼��

ストレージベイ 内蔵オプション

5インチストレージベイ 内蔵 CD-ROMドライブユニット（標準搭載）

内蔵 DATユニット

内蔵光磁気ディスクユニット

内蔵 1/4インチ CRMTユニット

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）

3.5インチストレージベイ 内蔵ハードディスクユニット（IDE）

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）

ベイ1 : CD-ROM

ベイ2 : ID=4,5,6

ベイ3 : ID=4,5,6

ベイ6 : ID=0

ベイ5 : ID=1

ベイ4 : ID=2

［　前　面　］�
5.4 内蔵オプションベイへの取り付け 101



SCSIy�b¬,#�%q¶%pF SCSI¶%p	Wx���v%p��-&	¬­

�0�� SCSI-ID�­�
X�Ì%ªdKL�â�����5.5.4 SCSI¶%pF SCSI

y�b¬,#�%q¶%pF IDEy�b¬,#�%q¶%p��Äd��-d 129 

�%S0	òó��V�¼��

■ IDEケーブル接続時の注意

ý�v%p��-&��"# (IDE)�KL�0 IDEÌ%ªd��úµ��
��K

L��V�¼��

¬!&À���q�q�D	÷qb+� IDE¬!&À�KL��V�¼��

取り付けるベイ SCSI-ID 備考

5インチ
ストレージベイ

ベイ 2 4、5、6のいずれか ベイ 2とベイ 3は異なる
SCSI IDを設定してください。ベイ 3 4、5、6のいずれか

3.5インチ
ストレージベイ

ベイ 4 2

ベイ 5 1

ベイ 6 0

ポイントポイントポイントポイント
内蔵オプションを取り付けたあと、拡張カードなどの付近の基
板と接触しないようにしてください。

ベイ5の内蔵ハードディスク
ユニットに接続

ベイ6の内蔵ハードディスク
ユニットに接続

[内蔵ハードディスクユニット(IDE)1台搭載時]

プライマリIDEコネクタに接続

接続しない

ベイ6の内蔵ハードディスク
ユニットに接続

[内蔵ハードディスクユニット(IDE)２台搭載時]

プライマリIDEコネクタに接続
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5.4.3 内蔵ハードディスクユニットの取り付け

ý�v%p��-&��"#��ý�v%p��-&��"# (IDE)	�ô 2±�


X�ý�v%p��-&��"# (SCSI)	�ô 4± (ý�v%p��-&��"

# (IDE)	�ê�M��� )����ô 4±�?B�äh0���?����

OSb,-#%dÀb÷��ý�v%p��-&��"# (IDE)	a®? 1±�ê�

�����

úµ��ê�0���?�0ý�v%p��-&��"#	Â����

��?��ý�v%p��-&��"#�B�äh²�ÃÄd��­�DE�
X

�mM�â��Â����

注意�
指 示�

• ハードディスクユニットを乱暴に取り扱うと、内部のデー
タが破壊されることがあります。
万が一の事態に備えて、重要なデータは常にバックアップ
をとるようにしてください。また、別のハードディスクユ
ニットにバックアップをとるときは、ファイル単位または
区画単位でバックアップすることをお勧めします。

• 湿気やほこりや浮遊物の少ないところで使用してください。

• 衝撃や振動の加わる場所での使用や保管は避けてください。

• 直射日光のあたる場所や発熱器具のそばには近づけないよ
うにしてください。

• 極端な高温や低温の場所、また温度変化の激しい場所での
使用、保管は避けてください。

• ハードディスクユニットは絶対に分解しないでください。

• 内蔵ハードディスクユニットをぶつけたり、金属質のもの
を接触させたりしないよう十分注意し、取り扱ってくださ
い。

品名（型名） 概要 備考

ハードディスクユニット 20GB

 (GP5-HD2E1)

20.4GB、5,400rpm、IDE

ハードディスクユニット 9GB 

(GP5-HD9G3)

9.1GB、7,200rpm

ハードディスクユニット 9GB

(GP5-HD9G3C)

9.1GB、7,200rpm ベイ 3用

ハードディスクユニット 18GB

 (GP5-HD8G1)

18.2GB、7,200rpm

ハードディスクユニット 18GB

 (GP5-HD8G1C)

18.2GB、7,200rpm ベイ 3用
5.4 内蔵オプションベイへの取り付け 103



■ 内蔵ハードディスク取り付け時の注意事項

［内蔵ハードディスクユニットの搭載条件］

7c�ê�4

�c�êÝ�

�ê�4[b�p�Ta��êM��

［内蔵ハードディスクユニット (SCSI)を取り付けるときの注意］
3.5b,²-#�%S[b�ý�v%p��-&��"#-SCSI)	B�äh0�

���45 SCSI¶%p-GP5-126)F SCSIÌ%ªd-GP5-843)�� ?��

■ 内蔵ハードディスクユニットの設定

ý�v%p��-&��"# (IDE)�
X�ý�v%p��-&��"# (SCSI)��

B�äh0ë�­��� ?��

��?��f�­�DE�â��Så����

［内蔵ハードディスクユニット (IDE)の設定］
ý�v%p��-&��"# (IDE)��úµ�­�	ÅÆ��V�¼��

• +-ÀF-�%ª�­�

+-À%F-�%ª�­���B�äh0[b�Xs��ÅÆ
X�Ö×�0�

 ������

��Á�Â��
��­���V�¼��

搭載可能ベイ 最大搭載台数

ベイ 2 ベイ 3 ベイ 4 ベイ 5 ベイ 6

内蔵ハードディスク
ユニット（IDE）

× × × ○ 2 ○ 1 ２

内蔵ハードディスク
ユニット（SCSI）

× ○ 4 ○ 3 ○ 2 ○ 1 ４

設定内容�ジャンパ設定�

装置後面�

ジャンパ�

IDEケーブルコネクタ�電源コネクタ�
[基板側]

マスタドライブ
（1台目搭載時の設定）�

スレーブドライブ
（2台目搭載時の設定）�

ケーブルセレクト
（設定禁止）

135

246

7

8

9

13579

2468

13579

2468

13579

2468

取り付けるベイ�

ベイ6（*）�

ベイ5（*）�

－�

*：IDEアレイコントローラカードを使用する場合は、
　ベイ6およびベイ5は共に「マスタ」に設定してください。�
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［内蔵ハードディスクユニット (SCSI)の設定］
ö÷øù,�ý�v%p��-&��"# (SCSI)	B�äh0����úµ�

2ij�­�	ÅÆ��V�¼��

• SCSI-ID�­� (�ê[b�Xs�­� )

• �%À×9�­�

B�äh0[b�Xs��SCSI-ID�úµ��
��­���V�¼��

搭載ベイ SCSI-ID 備考

ベイ 3 4、5、6 出荷時設定は SCSI-ID 5

ベイ 4 2

ベイ 5 1

ベイ 6 0

SCSI ID の設定
出荷時設定：
　#5   （GP5-HD9G3C / GP5-HD8G1Cの場合）　
　#15 （GP5-HD9G3 / GP5-HD8G1の場合）�

123456789101211

モータ起動の設定
出荷時設定：オフ（オープン）�

オープン�

（下面）�
（横から見た図）�
5.4 内蔵オプションベイへの取り付け 105



SCSI-ID�­�DE�úµ��
�?��

�%À×9�­�DE�úµ��
�?��

SCSI-ID SCSI-ID設定ピン

ピン番号：4 ピン番号：3 ピン番号：2 ピン番号：1

#0 オープン オープン オープン オープン

#1 ショート オープン オープン オープン

#2 オープン ショート オープン オープン

#3 ショート ショート オープン オープン

#4 オープン オープン ショート オープン

#5 ショート オープン ショート オープン

#6 オープン ショート ショート オープン

#7 ショート ショート ショート オープン

#8 オープン オープン オープン ショート

#9 ショート オープン オープン ショート

#10 オープン ショート オープン ショート

#11 ショート ショート オープン ショート

#12 オープン オープン ショート ショート

#13 ショート オープン ショート ショート

#14 オープン ショート ショート ショート

#15 ショート ショート ショート ショート

モータ起動設定ピン

出荷時設定 オープン

ポイントポイントポイントポイント
モータ製品の起動は、必ず出荷時設定の「オープン」のままと
してください。
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■  取り付け／取り外し手順

ý�v%p��-&��"#��úµ�[b�B�äh0���?����

i��-&[b��B�ähFB����â����Â����

■ 3.5インチストレージベイ (ベイ 4/5/6)への内蔵ハードディスクの取り
付け／取り外し

1 電源を切り、リストストラップを着用してから、カバーを取り外しま
す。
(�5.2 )�,#¶>%'ø«%ø¶>%�B����-d 92 �%S0òó )

2 3.5インチストレージベイを取り外します。
3.5b,²-#�%S[b	q��

��0)�,#��!S 4@
X

� 3.5b,²-#�%S[b��

��!S 1@	B����3.5b,

²-#�%S[b	më�Ö�M

�QB������

��ý�v%p��-&��"#

�B�ähQ ��0����ý

�v%p��-&��"#�KL

¼ ��0Ì%ªdú	B���

��Q�3.5b,²-#�%S[b

	B������

5インチストレージベイ�
（ベイ3）�

3.5インチストレージベイ
（ベイ6：OSインストール�
　タイプ標準搭載）�

3.5インチストレージベイ�
（ベイ5）�

3.5インチストレージベイ�
（ベイ4）�
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3 3.5インチストレージベイに内蔵ハードディスクユニットを取り付けま
す。
3.5b,²-#�%S[b�ý�

v%p��-&��"#	I���

ý�v%p��-&��"#�ãä

¼ ��0!S 4@? 3.5b,²-

#�%S[bC��Qý�v%p

��-&��"#	q���� (�

�?�ý�v%p��-&��"#

(IDE)	b�Så����� )�

M
�=%>@¹-GP52AY1H20�����úµ� 4â�mM�M����

1 3.5インチストレージベイの前面カバーを取り外します。

2 内蔵ハードディスクユニットを装着し、内蔵ハードディスクユ
ニットに添付されているネジ 4本で両側から固定します。

3 基本ディスク専用 SCSIコネクタを取り付けます。

4 3.5インチストレージベイの前面カバーを取り付けます。

前面カバー

内蔵ハード
ディスクユニット基本ディスク

専用SCSIコネクタ
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5 3.5インチストレージベイをサーバ本体に取り付けます。
3.5b,²-#�%S[b	�
�

D¥�f�'ï�)�,#��!S

4@
X� 3.5b,²-#�%S[

b����!S 1@?B�äh�

��

6 内蔵ハードディスクユニットに IDEケーブル、電源ケーブルを接続し
ます。

IDEケーブル�

電源ケーブル�
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注意�
内蔵ハードディスクユニット（SCSI）に接続する Wide SCSI

ケーブルは、ハードディスクユニットに接続後、サーバ本体底
面のクランプで固定してください。

ポイントポイントポイントポイント
取り外しは、上記と逆の手順で行います。

SCSIカード
(GP5-126)

ベイ6

ベイ5

ベイ4

ベイ3

ベイ2

ベイ1

プライマリIDEコネクタ�

クランプ�

クランプで固定�

終端�

Wide SCSI
ケーブル�
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■ 5インチストレージベイ (ベイ 3)への内蔵ハードディスクの取り付け／
取り外し

1 電源を切り、リストストラップを着用してから、カバーを取り外しま
す。
(�5.2 )�,#¶>%'ø«%ø¶>%�B����-d 92 �%S0	òó )

2 5インチストレージベイのブランクパネルを取り外します。
ªq,&(!d�!S 2@	B��

����

B����ªq,&(!d�õ.�

�
����

3 内蔵ハードディスクユニットを取り付けます。
ý�v%p��-&��"#	�


�D�f�'ï�5b,²-#�%

S[b�C�	=%>@¹�ãä�

z�!S 4@	Ws�B�äh�

��
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4 内部 SCSIケーブル／電源ケーブルを接続します。

5 ベイ 3のブランクパネルをフロントカバーから取り外します。
)�,#¶>%�ªq,&(!d

�ý��Qªq,&(!dðn$

l	f������N�70X�

���B������

SCSIケーブル�

電源ケーブル�

フロントカバー（裏面）�

ブランクパネル
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注意�
内蔵ハードディスクユニット（SCSI）に接続する Wide SCSI

ケーブルは、ハードディスクユニットに接続後、サーバ本体底
面のクランプで固定してください。

ポイントポイントポイントポイント
取り外しは、上記と逆の手順で行います。

SCSIカード
(GP5-126)

ベイ6

ベイ5

ベイ4

ベイ3

ベイ2

ベイ1

プライマリIDEコネクタ�

クランプ�

クランプで固定�

終端�

Wide SCSI
ケーブル�
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5.4.4 5インチストレージベイへの内蔵オプションの取り付け／取り外
し

CD-ROMpqbª��"#-ATAPI0��a®�ê¼ �����

@=%>��CD-ROMpqbª��"#ú���úµ� 3Ëú� 5b,²ý�ö÷

øù,	B�äh0���?����

. ý� DAT��"#

. ý�³´µ��-&��"#

. ý� 1/4b,² CRMT��"#

��?��ý� DAT��"#-SCSI)�B�ähD	b�Så����

M
�iý�ö÷øù,�­��	
��ý�ö÷øù,�ãä�BCSåA	ò

ó��V�¼��

■ 取り付ける前に

. 5b,²ý�ö÷øù,��êÚÛ

úµ� 5b,²ý�ö÷øù,��êÚÛ	Â����

. SCSI�y�­��â��

@=%>��SCSIÌ%ªd?�y	­����0���iö÷øù,IJ?

� SCSI�y�­��Ý ?��

注意�
以下の搭載条件以外で搭載した場合、内蔵オプションの温度上
昇によりデータ破壊などが発生します。

5インチ内蔵
オプション

接続インタ
フェース

搭載可能なベイ 注意事項

ベイ 2 ベイ 3

内蔵 DATユニット

GP5-DT301 Narrow SCSI ○ ー SCSIカード
(GP5-126 / GP5-127)が必要。

GP5-DT401 Wide SCSI ○ ○ SCSIカード (GP5-127)が必要。

内蔵光磁気ディスクユニット

GP5-PD237 Narrow SCSI ○ ○ SCSIカード
(GP5-126 / GP5-127)が必要。

内蔵 1/4インチ CRMTユニット

GP5-SL501 Narrow SCSI ○ ○ SCSIカード
(GP5-126 / GP5-127)が必要。

GP5-ML301 Wide SCSI ○ ○ SCSIカード (GP5-127)が必要。

5インチ内蔵オプションは、ベイ 2→ベイ 3の順で取り付けてください。
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. ý� SCSIö÷øù,	B�äh0��

@=%>��ý� SCSIö÷øù,	B�äh0����ö÷øù,� SCSI

¶%p (GP5-126/GP5-127)
X� SCSIÌ%ªd�� ?��ý� SCSIö÷

øù,� SCSI¶%p��KLX	úµ�Â����M
�ý�v%p��-

&��"#� SCSI¶%p��KLDE�â�����5.5.4 SCSI¶%pF SCSI

y�b¬,#�%q¶%pF IDEy�b¬,#�%q¶%p��Äd��-d 

129 �%S0	òó��V�¼��

ベースボード�

図A ：Narrow SCSI装置の接続形態�

ベイ1CD-ROM

SCSIコネクタ（50ピン）�

SCSIケーブル （GP5-841）�

5インチストレージベイ�

終端�

ベイ3
（ID#4/5/6）�

ベイ2
（ID#4/5/6）�

Narrow SCSI装置�

Narrow SCSI装置�

SCSIカード
（GP5-126）�

SCSIコネクタ（68ピン）�

SCSIカード
（GP5-127）�

SCSIケーブル （GP5-840）�

IDEケーブル�

or

ベースボード�

図B ：Wide SCSI装置の接続形態�

ベイ1CD-ROM

SCSIコネクタ（68ピン）�

SCSIケーブル 
（Wide SCSI装置に添付）�

5インチストレージベイ�

終端�

ベイ3
（ID#4/5/6）�

ベイ2
（ID#4/5/6）�

Wide SCSI装置�

Wide SCSI装置�

SCSIカード
（GP5-127）�

SCSIコネクタ（68ピン）�

SCSIカード
（GP5-127）�

IDEケーブル�

SCSIケーブル 
（Wide SCSI装置に添付）�

終端�
5.4 内蔵オプションベイへの取り付け 115



. ¤°Ì%ªd�â��

ý�ö÷øù,KL"��s��0¤°Ì%ªd���¿%#Àb?q���

V�¼��

ベースボード�

図C ：Narrow SCSI装置/Wide SCSI装置の接続形態�

ベイ1CD-ROM

SCSIコネクタ（50ピン）�

SCSIケーブル （GP5-841）�

5インチストレージベイ�

終端�

ベイ3
（ID#4/5/6）�

ベイ2
（ID#4/5/6）�

Wide SCSI装置�

Narrow SCSI装置�

SCSIカード
（GP5-126）�

SCSIコネクタ（68ピン）�

SCSIカード
（GP5-127）�

SCSIケーブル （GP5-840）�

IDEケーブル�

or

SCSIコネクタ（68ピン）�

SCSIカード
（GP5-127）�

終端�

SCSIケーブル （Wide SCSI装置に添付）�

リピートタイ�
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. ý� DAT��"# (GP5-DT301)�ê²�Ì%ªdKL�â��

ý� DAT��"#	�ê�0����SCSIÌ%ªd (GP5-841)��úµ�X

��KL��V�¼��

[SCSIケーブル(GP5-841)]

SCSIカードに接続� コネクタ2：ベイ3

コネクタ1：ベイ2

本SCSIケーブルに内蔵DATユニット(GP5-DT301)を接続する場合は、
必ずコネクタ1を使用してください。�
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■ 取り付け手順

1 内蔵 SCSIオプションの SCSI IDを設定します。
ý�ö÷øù,�ãä�BCSåA	òó��úµ� SCSI-ID	­�����

2 電源を切り、リストストラップを着用してから、カバーを取り外しま
す。
-�5.2 )�,#¶>%'ø«%ø¶>%�B����-d 92 �%S0	òó0

�&#(!d	B������

3 搭載するベイのブランクパネルを取り外します。
ªq,&(!d�!S 2@	B�

�����

B����ªq,&(!d�õ.

��
����

4 内蔵オプションを取り付けます。
�ê�0[b�B�äh�C��

Q=%>@¹�ãä�z�!S 4

@	Ws�B�äh���

取り付けるベイ SCSI ID 備考

ベイ 2 4、5、6のいずれか ベイ 2とベイ 3は異なる SCSI ID

を設定してください。ベイ 3 4、5、6のいずれか
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5 内部 SCSIケーブル／電源ケーブルを接続します。
ý$ SCSIÌ%ªd	B�äh0�

����5.4.2 -#�%S[b��

B�äh�-d 101 �%S0	òó

��V�¼��

6 内蔵オプションを取り付けたベイに該当するブランクパネルをフロン
トカバーから取り外します。
)�,#¶>%�ªq,&(!d

�ý��Qªq,&(!dðn$

l	f������N�70X�

���B������

7 カバーをサーバ本体に取り付けます。

SCSIケーブル�

電源ケーブル�

フロントカバー（裏面）�

ブランクパネル
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■ 取り外し手順

1 取り外す内蔵オプションの電源ケーブルと内部 SCSIケーブルを取り
外します。

2 内蔵オプション両側のネジ 4本を取り外し、ゆっくりと手前に引き出
します。

3 取り外したベイには、ブランクパネルを取り付けます。

ポイントポイントポイントポイント
使用しない 5 インチストレージベイは、ブランクパネルを取り
付けた状態にしておいてください。取り外した状態にしておく
と、サーバ本体内部の冷却気流を適正な状態にできません。
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5.5 拡張カードの取り付け

��?��67¶%p�Ëú�B�äh�mM�
X�i67¶%p�Ä�0�Ä

d��â��Så����

5.5.1 拡張カードの種類

@=%>��PCI-�"#	 4-�"#;<�
��PCI¶%p	�ô 4w�ê?

����

úµ�i-�"#�J	Â����

■ 各スロットの仕様とシステム資源について

. PCI-�"#�É�

� PCI-�"#��PCI�%¶d>-É�-� 2.1<0�®Ê����

��

. 67¶%p�ø-c�f°

67¶%p	B�äh0ë��f�67¶%p�=%>@¹Fg�67¶%p

��ø-c�f°���-¬,)�&#0�M�X��­���V�¼��

�B.1.3 ø-c�f°�3Á�-d 274 �%S0	òó��V�¼��

� I/O�%#yp�-

� ���yp�-

� 0�'ï-IRQ0�[d

� DMA²«!d

PCIスロット1
PCIスロット2
PCIスロット3
PCIスロット4
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■ 搭載可能な拡張カード

@=%>��ê�4M67¶%p	úµ�Â����

［搭載枚数］

搭載カード バス 搭載枚数 備考

SCSIカード GP5-126 PCI 最大 1 内蔵ハードディスク／
内蔵・外付け SCSI装置
接続用

SCSIカード GP5-127 PCI 最大 3

合計最大 3

内蔵・外付け SCSI装置
接続用

IDEアレイコントローラカード PCI 最大 1 内蔵アレイシステム用

SCSIアレイコントローラカード GP5-143 PCI 最大 1 内蔵アレイシステム用

SCSIアレイコントローラカード GP5-145  PCI 最大 1 外付けアレイシステム用

SCSIアレイコントローラカード GP5-146 PCI 最大 1

合計最大 2

外付けアレイシステム用

SCSIアレイコントローラカード
＋ SCSIカード

合計最大 3

LANカード（10BASE-5/2/T） GP5-181 PCI 最大 3

LANカード（1000BASE-SX） GP5-183 PCI 最大 1

LANカード（100BASE-TX） GP5-185 PCI 最大 3

クラスタキット 4 GP5S634 PCI 最大 1

合計最大 3

RS-232Cカード GP5-162 PCI 最大 2 OSが NetWareの場合は
最大 1

通信カード V/X GP5-163 PCI 最大 2

ISDNカード GP5-165 PCI 最大 2

合計最大 3

サーバモニタモジュール GP5-SM103 PCI 最大 1

サーバマネージメントアシスト
ボード

GP5-SMB101 PCI 最大 1

FAXモデムカード FMV-FX532 PCI 最大 1

ISDN接続 G3/G4FAX通信カード GP5-161 PCI 最大 4
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［搭載位置］
i67¶%p���Á�7äTa�M�-�"#	Wx��V�¼��

��Á��
���ê�M���67¶%p�UE�9m��7J�

搭載可能な拡張カード（型名） PCIスロット

1 2 3 4

IDEアレイコントローラカード ① ー ー ー

SCSIカード (GP5-126) ① ② － －

SCSIカード (GP5-127) ① ② ③ －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-143 ) ① ② ③ －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-145) － ① ② －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-146) － ① ② －

サーバモニタモジュール (GP5-SM103) － － － ①

FAXモデムカード (FMV-FX532) ① ② ③ ④

サーバマネージメントアシストボード (GP5-SMB101)

LANカード (GP5-181) ① ② ③ ④

LANカード (GP5-183)

LANカード (GP5-185)

クラスタキット 4(GP5S634)

ISDN接続 G3/G4FAX通信 カード (GP5-161) ① ② ③ ④

RS232Cカード (GP5-162)

通信カード V/X(GP5-163)

ISDNカード (GP5-165)

ー：搭載不可を示す
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［搭載順序］
i67¶%p���Á��3M����s�Wx��V�¼��

M
�OS 	b,-#%d�0v%p��-&��"#	KL�� SCSI¶%p /

SCSIy�b¬,#�%q¶%p��PCI-�"# 1	Wx��V�¼��

. IDEy�b¬,#�%q¶%p	�ê�0��

優先順 搭載拡張カード

1 IDEアレイコントローラカード

2 SCSIカード (GP5-126)

SCSIカード (GP5-127)

3 SCSIアレイコントローラカード (GP5-143 )

SCSIアレイコントローラカード (GP5-146)

SCSIアレイコントローラカード (GP5-145)

4 サーバモニタモジュール (GP5-SM103)

サーバマネージメントアシストボード (GP5-SMB101)

FAXモデムカード (FMV-FX532)

5 LANカード (GP5-183)

LANカード (GP5-185)

LANカード (GP5-181)

クラスタキット 4(GP5S634)

6 ISDN接続 G3/G4FAX通信 カード (GP5-161)

RS232Cカード (GP5-162)

通信カード V/X(GP5-163)

ISDNカード (GP5-165)

優先順位が同じ場合は上のカードを先に搭載してください。
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. IDEy�b¬,#�%q¶%p	�ê�M���

優先順 搭載拡張カード

1 SCSIアレイコントローラカード (GP5-143 )

2 SCSIカード (GP5-126)

SCSIカード (GP5-127)

3 SCSIアレイコントローラカード (GP5-146)

SCSIアレイコントローラカード (GP5-145)

4 サーバモニタモジュール (GP5-SM103)

サーバマネージメントアシストボード (GP5-SMB101)

FAXモデムカード (FMV-FX532)

5 LANカード (GP5-183)

LANカード (GP5-185)

LANカード (GP5-181)

クラスタキット 4(GP5S634)

6 ISDN接続 G3/G4FAX通信 カード (GP5-161)

RS232Cカード (GP5-162)

通信カード V/X(GP5-163)

ISDNカード (GP5-165)

優先順位が同じ場合は上のカードを先に搭載してください。
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5.5.2 拡張カード共通の留意事項

��?��67¶%pD{��Äd��â��Så�������Äd�	
íï

��<�i67¶%pqñ��Äd�	òó��V�¼��

. 67¶%pqñ�ÃÄd��â����67¶%p�ãä�BCSåA�
X

�=%>@¹�ãä¼ ��0ÃÄd�	XV
íïV�¼��

. (q�d�%#�ø�yd�%#� IRQ	¹x�0���?����

(q�d�%#�ø�yd�%#	Wx���M�����BIOSR"#y"

÷�%c��c�?���0�%#	�Disabled���0��?�f� IRQ	

¹x�0���?����

. O@P�� IRQ	Dñ�M���	������

67¶%p�¬­����IRQ�Ý������O@P��Ë�67¶%p�

z? IRQ	Dñ¼7�V�¼��IRQ	Dñ�0���ÃÄ�â����"ü

�0i¶%p��Äd�	òó��V�¼��

. IRQ�Dñ�â��

ö,_%p LAN��g�67¶%p
X�IJ� IRQ	Dñ?��7J�

本サーバで運用開始後に拡張カードの取り付け／取り外しを行った場合は、以下
の順序で、拡張カードに割り当てられているシステム資源をリセットして設定可
能な IRQを設定してください。
（「4.3.15 Advanced Optionsメニュー」（→ 76 ページ）参照）

1 Reset Resource Assignments：Yes

2 PCI IRQ Settings：Manual
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5.5.3 取り付けの手順と注意

��?��67¶%p�B�ähmM�ÃÄd��â��Så����

1 電源を切り、リストストラップを着用してからカバーを取り外します。
-�5.2 )�,#¶>%'ø«%ø¶>%�B����-d 92 �%S0	òó0

2 カード固定バーを取り外します。
¶%pq�>%�=%>@¹	q�

���0!S	B����¶%pq

�>%	Xð��
�D¥�) 90x

rG¼7B������

3 拡張カードを搭載するスロットのダミーカードを取り外します。
B�����z%¶%p�õ���
��V�¼��

警告�
感 電�

取り付けるときは、サーバ本体および周辺装置の電源を切り、電
源ケーブルをコンセントから取り外してください。感電の原因
となります。

注意�
指 示�

拡張カードは静電気の影響を受けやすいので、伝導パッドなど
の上に置くか、取り扱う直前まで梱包袋に入れておいてくださ
い。

カード固定バー�

約90°�
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4 スロットカバーを取り外します。
!S	���-�"#¶>%	B

������

5 拡張カードをコネクタに取り付けます。
67¶%p	¬!&À��s��

�B�äh�mM 3?B����

!S?q�����

6 カード固定バーを取り付けます。

7 カバーを取り付けます。

8 BIOSセットアップユーティリティで、拡張カードに割り当てられてい
るシステム資源をリセットして設定可能な IRQを設定してください。
（「4.3.15 Advanced Optionsメニュー」（→ 76 ページ）参照）

ポイントポイントポイントポイント
• 取り外したスロットカバーは大切に保管しておいてくださ
い。

• 取り外しは、上記と逆の手順で行います。
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5.5.4 SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカード／ IDEアレイコ
ントローラカードの留意事項

��?��SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#�%q¶%pF IDEy�b¬,#�%

q¶%p�Ä�0�Äd��â��Så����M
�67¶%pD{��Äd�

�â�����5.5.2 67¶%pD{��Äd��-d 126 �%S0	òó��V�¼

��

@=%>?Wx?�0 SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#�%q¶%pF IDEy�b

¬,#�%q¶%p	úµ�Â����

■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカード／ IDEアレイコント
ローラカードのスロット搭載条件

SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#�%q¶%pF IDEy�b¬,#�%q¶%p�

�êwTÚÛ	úµ�Â����

■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードご使用時の注意事項

. SCSIy�b¬,#�%q¶%p-GP5-145/GP5-1460	�Wx�����SCSI

y�b¬,#�%q¶%p� BIOS?��Ú�BIOS Option�	�disabled��

­���V�¼��SCSIy�b¬,#�%q¶%p� BIOS×9F­�DE�

â����SCSIy�b¬,#�%q¶%p�ãä�BCSåA	òó��V

�¼��

. SCSI¶%p� GP5-126� GP5-127	�²��ê�0���GP5-126� SCSI 

Select�%c��c�î? GP5-127�­�	Ö×�M�?V�¼��

品名 型名 概要

SCSIカード GP5-126 内蔵・外付け用、Ultra2 Wide SCSI

（LVD/Single End）対応

SCSIカード GP5-127 内蔵・外付け用、Ultra2 Wide SCSI

（LVD/Single End）対応

IDEアレイコントローラカード 内蔵のアレイシステム構築用

SCSIアレイコントローラカード GP5-143 内蔵のアレイシステム構築用

SCSIアレイコントローラカード GP5-145 外付けのアレイシステム構築用

SCSIアレイコントローラカード GP5-146 外付けのアレイシステム構築用

品名（型名） 最大搭載枚数

SCSIカード（GP5-126） 1

SCSIカード（GP5-127） 3

IDEアレイコントローラカード 1

SCSIアレイコントローラカード（GP5-143） 1

SCSIアレイコントローラカード（GP5-145） 1

SCSIアレイコントローラカード（GP5-146） 1

合計最大 3枚
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%s��GP5-126� SCSI Select�%c��c�î?­�	Ö×������

GP5-127� SCSI Select�%c��c�î?­�	ÅÆ��Ö×	Ís�V�¼

��

. SCSI¶%p-GP5-1270��ý���äh	�²��ê�0���?��7

J�

. SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#�%q¶%p���@=%>�=�%#��

�0 SCSIIJ	KL��V�¼��

. eT� SCSI¶%p	�ê����� SCSI Select�%c��c��­�2	Ö

×�0����SCSI Select�%c��c�×9²�,-���%? PCI-�"

#��ê�J	ÅÆ�0���?����

úµ��,-���%2��ê PCI-�"#��JÄL	Â����

. !"#$%& OS	b,-#%d�0ë��SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#

�%q¶%p�¬,)�Â�%øù,������0���� ?��

. SCSIy�b¬,#�%q¶%p�­�-Advanced Functions0�â����Î

�6.1 OS�Ëú�Wx�0pqb>�-d 150 �%S0	òó��V�¼��

. SCSIy�b¬,#�%q¶%p (GP5-143)	Wx�0����=%>@¹�

B�äh0ë� SCSIy�b¬,#�%q¶%p (GP5-143)� JP10�ö%÷,

�­�¼ ��0��	ÅÆ��V�¼��

■ SCSIアレイコントローラカードの IRQについて

. SCSIy�b¬,#�%q¶%p��SCSIy�b¬,#�%q¶%p�z?

IRQ	Dñ?�������SCSIy�b¬,#�%q¶%p�g�67¶%

p� IRQ	Dñ�0���?��7J�

■ ハードディスクアクセスランプ点灯ケーブルについて

. SCSI¶%p (GP5-126) F SCSIy�b¬,#�%q¶%p (GP5-143)F IDEy

�b¬,#�%q¶%p��ý�v%p��-&��"#	KL�����@

=%>�ãä�v%p��-&y&R-q,÷��Ì%ªd	Wx����

. v%p��-&y&R-q,÷��Ì%ªd��OS	b,-#%d�0v%

p��-&��"#	KL�� SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#�%q¶%p

F IDEy�b¬,#�%q¶%p�B�äh�V�¼��

. SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#�%q¶%pF IDEy�b¬,#�%q

¶%p	B�äh0ë��[%-_%p�� CN18�v%p��-&y&R-

q,÷��Ì%ªd	B�äh�V�¼��B�äh"�¶%p� CN18¬!

&À�P��J��0���SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#�%q¶%pF 

IDEy�b¬,#�%q¶%p�B�äh"?��v%p��-&y&R-q

,÷��Ì%ªd�B�äh�VVM����

選択メニュー値 搭載スロット

00:0c PCIスロット 1

00:0d PCIスロット 2

00:0e PCIスロット 3
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. v%p��-&y&R-q,÷��Ì%ªd��SCSI¶%p� J3¬!&À

��SCSIy�b¬,#�%q¶%p (GP5-143)� JP1¬!&À��IDEy�b

¬,#�%q¶%p� LED¬!&À�B�äh�V�¼��[%-_%p�

� CN18¬!&À�B�äh���

[SCSIカードの場合]
SCSIカード�

ハードディスクアクセスランプ点灯ケーブル�

CN18

黒�赤�

J3

赤� 黒�

部品実装面側�

[SCSIアレイコントローラカード(GP5-143)の場合]
SCSIアレイコントローラカード(GP5-143)

ハードディスクアクセスランプ点灯ケーブル�

CN18

黒�赤�
黒�赤�

JP1
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■ SCSIカード／ SCSIアレイコントローラカードを使用した接続形態

SCSI¶%pF SCSIy�b¬,#�%q¶%p	Wx���v%p��-&	¬­

�0�����R~������K��KLÚÛ������?�i��	òó�

�V�¼��

-10 ý�v%p��-&��"#	���0R}

-20 ý�v%p��-&��"#	y�bø-c�¨©��0R~

-30 v%p��-&�«'!"#	����ôþ§ø-c�	¨��0R~

-40 v%p��-&�«'!"#	����ôþ§y�bø-c�	¨��0R~

-50 SCSI�$ö÷øù,	KL�0R~

[IDEアレイコントローラカードの場合]

�

IDEアレイコントローラカード�

ハードディスクアクセスランプ点灯ケーブル�

CN18

黒�赤�

赤�

黒�
LEDコネクタ�

部品実装面側�
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(1)   内蔵ハードディスクユニットを追加する形態

ý�v%p��-&��"#	���0���¨©��úµ� 3{��(À%,�

�����

iø-c�¨©�Ì%ªdKLR~	úµ�Â����

［内蔵ハードディスクユニット (IDE) 1台／内蔵ハードディスクユニット
(SCSI) 3台の場合］

［内蔵ハードディスクユニット (IDE) 2台／内蔵ハードディスクユニット
(SCSI) 2台の場合］

内蔵CD-ROMドライブユニット�

内蔵ハードディスクユニット(SCSI ID=1)

内蔵SCSIオプション／内蔵ハード�
ディスクユニット（SCSI）(SCSI ID=4,5,6)

内蔵SCSIオプション�

SCSIカード
(GP5-126)

ベースボード�

SCSIケーブル
(オプション：GP5-843)

内蔵ハードディスクユニット(SCSI ID=2)

内蔵ハードディスクユニット（IDE）�
（OSインストール）�ベイ6

ベイ5

ベイ4

ベイ3

ベイ2

ベイ1

セカンダリIDEコネクタ�

プライマリIDEコネクタ�

終端�

68ピンコネクタ
（Ultra2 Wide LVD）�

68ピンコネクタ�
（Ultra Wide）�
�

内蔵CD-ROMドライブユニット�

内蔵ハードディスクユニット（IDE）�
（スレーブ）�

内蔵SCSIオプション／内蔵ハード�
ディスクユニット（SCSI）(SCSI ID=4,5,6)

内蔵SCSIオプション�

SCSIカード
(GP5-126)

ベースボード�

SCSIケーブル
(オプション：GP5-843)

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）�
(SCSI ID=2)

内蔵ハードディスクユニット（IDE）�
（マスタ：OSインストール）�ベイ6

ベイ5

ベイ4

ベイ3

ベイ2

ベイ1

終端�

セカンダリIDEコネクタ�

プライマリIDEコネクタ�
8ピンコネクタ
（Ultra2 Wide LVD）�

68ピンコネクタ�
（Ultra Wide）�
�
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［内蔵ハードディスクユニット (SCSI)4台の場合］

内蔵CD-ROMドライブユニット�

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）�
(SCSI ID=1)

内蔵SCSIオプション／内蔵ハード�
ディスクユニット（SCSI）(SCSI ID=4,5,6)

内蔵SCSIオプション�

SCSIカード
(GP5-126)

ベースボード�

SCSIケーブル
(オプション：GP5-843)

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）�
(SCSI ID=2)

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）�
(SCSI ID=0)ベイ6

ベイ5

ベイ4

ベイ3

ベイ2

ベイ1

終端�

セカンダリIDEコネクタ�

プライマリIDEコネクタ�
68ピンコネクタ
（Ultra2 Wide LVD）�

68ピンコネクタ�
（Ultra Wide）�
�
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（2）内蔵ハードディスクユニットをアレイシステム構成にする形態

SCSIy�b¬,#�%q¶%p (GP5-143)��� IDEy�b¬,#�%q¶%p	

Wx���y�bø-c�¨©��0���úµ� 3{��(À%,������

iø-c�¨©�Ì%ªdKLR~	úµ�Â����

［内蔵ハードディスクユニット (IDE) 1台／内蔵ハードディスクユニット
(SCSI) 3台の場合］

［内蔵ハードディスクユニット (IDE) 2台／内蔵ハードディスクユニット
(SCSI) 2台の場合］

内蔵CD-ROMドライブユニット�

内蔵ハードディスクユニット(SCSI ID=1)

内蔵SCSIオプション／内蔵ハード�
ディスクユニット（SCSI）(SCSI ID=4,5,6)

内蔵SCSIオプション�

ベースボード�

SCSIケーブル
(オプション：GP5-843)

内蔵ハードディスクユニット(SCSI ID=2)

内蔵ハードディスクユニット（IDE）�
（OSインストール）�ベイ6

ベイ5

ベイ4

ベイ3

ベイ2

ベイ1

終端�

ch0

SCSIアレイコントローラカード
(GP5-143)

セカンダリIDEコネクタ�

プライマリIDEコネクタ�

内蔵CD-ROMドライブユニット�

内蔵ハードディスクユニット（IDE）�
（マスタ）�

内蔵SCSIオプション／内蔵ハード�
ディスクユニット（SCSI）(SCSI ID=4,5,6)

内蔵SCSIオプション�

ベースボード�

SCSIケーブル
(オプション：GP5-843)

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）�
(SCSI ID=2)

内蔵ハードディスクユニット（IDE）�
（マスタ）�ベイ6

ベイ5

ベイ4

ベイ3

ベイ2

ベイ1

セカンダリIDEコネクタ�

プライマリIDEコネクタ�

IDEアレイコントローラカード�

ch2

ch0

ch1

IDEケーブル
(標準添付)

SCSIアレイコントローラカード
(GP5-143)

終端�
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[内蔵ハードディスクユニット (SCSI) 4台の場合 ]

. ý�v%p��-&?y�bø-c�¨©��0v%p��-&��"#��

�#���v%p��-&��"#	Wx��V�¼��

����úµ�v%p��-&��"#��6�4?��

� GP5-HD9G3� GP5-HD9G3C

� GP5-HD8G1� GP5-HD8G1C

内蔵CD-ROMドライブユニット�

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）�
(SCSI ID=1)

内蔵SCSIオプション／内蔵ハード�
ディスクユニット（SCSI）(SCSI ID=4,5,6)

内蔵SCSIオプション�

ベースボード�

SCSIケーブル
(オプション：GP5-843)

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）�
(SCSI ID=2)

内蔵ハードディスクユニット（SCSI）�
(SCSI ID=0)ベイ6

ベイ5

ベイ4

ベイ3

ベイ2

ベイ1

セカンダリIDEコネクタ�

プライマリIDEコネクタ�

ch0

SCSIアレイコントローラカード
(GP5-143) 終端�
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(3) ハードディスクキャビネットを追加し、大容量システムを構築する形
態

SCSIy�b¬,#�%q¶%p (GP5-127)�v%p��-&�«'!"#	Wx�

��ôþ§ø-c�	¨�����

Ì%ªdKLR~	úµ�Â����

本体�

GP5S-823
SCSIカード［GP5-127］�

＜SCSIカード(GP5-127)1枚にハードディスクキャビネット(GP5S622)を1台接続する場合＞�

ハードディスクキャビネット［GP5S622］�
PCIスロット�

[SCSIカード(GP5-127)とハードディスクキャビネット(GP5S622)の接続形態]

・本サーバに接続できるハードディスクキャビネット(GP5S622)は最大2台です。�

・SCSIカード1枚には、ハードディスクキャビネット(GP5S622)を1台が接続可能です。�

・ハードディスクキャビネット(GP5S622)を接続する場合は、ハードディスクキャビネット
　に添付の取扱説明書を参照してください。�
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(4) ハードディスクキャビネットを追加し、大容量アレイシステムを構築
する形態

SCSIy�b¬,#�%q¶%p (GP5-145/GP5-146)�v%p��-&�«'!"#

	Wx���ôþ§ø-c�	¨�����

Ì%ªdKLR~	úµ�Â����

本体�

GP5S-829
SCSIアレイコントローラカード
[GP5-145/GP5-146]

GP5S-829

PCIスロット�

[SCSIアレイコントローラカード (GP5-145/GP5-146)とハードディスクキャビネット(GP5S622)の接続形態]

ハードディスクキャビネット
[GP5S622]

・本サーバに接続できるハードディスクキャビネット(GP5S622)は最大2台です。�

・SCSIアレイコントローラカード(GP5-145/GP5-146)1枚には、ハードディスクキャビネット
　(GP5S622)を2台接続可能です。�

・ハードディスクキャビネット(GP5S622)を接続する場合は、ハードディスクキャビネットに
　添付の取扱説明書を参照してください。�

ハードディスクキャビネット
[GP5S622]

ch0

ch1
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(5) SCSI外部オプションを接続する形態

�$ SCSIö÷øù,��SCSI ID	èe�M�X��­���úµ�X�X��T

�âM��KL����

�$ SCSIö÷øù,���ô 4±�?KL�0���?����

. =%>@¹�B�äh� SCSI¶%p��$ SCSIö÷øù,� SCSIÌ%ªd

-GP5-832��� GP5-8330?KL�����y�KL�0�$ SCSIö÷øù

,���y��-FMV-692��� FMV-695�Wide SCSIIJ�IJ�ãä0	

B�äh���

ポイントポイントポイントポイント
Wide SCSI装置には、SCSIケーブルと終端抵抗が添付されてい
ます。

SCSIカード（GP5-127）�

SCSIケーブル
（外部SCSIオプション添付品
　またはFMB-CBL831）�

終端抵抗（FMV-692またはFMV-695）�

＜外部SCSIオプション＞�

＜サーバ本体＞�

SCSIケーブル（GP5-832またはGP5-833）�
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5.5.5 LANカード／オンボード LANの留意事項

��?��LAN¶%pFö,_%p LAN�Ä�0�Äd��â��Så����

M
�67¶%pD{��Äd��â�����5.5.2 67¶%pD{��Äd��

-d 126 �%S0	òó��V�¼��

@=%>?Wx?�0 LAN¶%p	úµ�Â����

■ LANカード／オンボード LANご使用時の注意事項

. Wx�0 LANpqb>	úµ�Â����µéú�� LANpqb>	Wx

�M�?V�¼��@=%>�U�V9m��7J�

M
�Linux OS	b,-#%d¼ 0����=%>@¹��Ð¼ 0 Linux

�Ä�+��yd	òó��V�¼��

. GP5-185 LAN Driver V5.1L10?��úµ�·4	Wx�M�?V�¼��

VLANs ,  Priority Packet ,  Adapter teaming

品名 型名 備考

LANカード（10BASE-5/2/T） GP5-181 10BASE-5/2/T用

LANカード（1000BASE-SX） GP5-183 1000BASE-SX用

LANカード（100BASE-TX） GP5-185 100BASE-TX用

クラスタキット 4 GP5S634

LANカード／
オンボード LAN

使用する LANドライバ
（Windows 2000 Server / 

NetWare 5の場合）

使用する LANドライバ
（Windows NT Server 4.0 / 

SBS 4.5 / NetWare 4.2 / Net-

Ware 3.2Jの場合）

LANカード (GP5-183) /

クラスタキット 4(GP5S634)

OS標準提供ドライバ

カード添付の LANドライバ
フロッピィディスク

LANカード
（GP5-181 / GP5-185）
オンボード LAN

GP5-185 LAN Driver 

V5.1L10

（ServerWizard CDから作成
した LANドライバ）
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■  LANカードの IRQについて

LAN¶%p� IRQ�Dñ�â����Wx�M0 OS���ÃÄd�������

. Windows NT Server 4.0��� SBS 4.0���

� LAN¶%p�z (GP5-181/GP5-183/GP5-185)��IRQ	Dñ?��

������g�67¶%p
X�IJ� IRQ	Dñ?��7J�

� ö,_%p LAN��67¶%p
X�g�IJ� IRQ	Dñ?��

7J�

. NetWare3.2J
X� NetWare 4.2���

� LAN¶%p�z (GP5-181/GP5-183/GP5-185)��IRQ	Dñ?��

������g�67¶%p
X�IJ� IRQ	Dñ?��7J�

� ö,_%p LAN��g�67¶%p
X�IJ� IRQ	Dñ?��

7J�
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5.5.6 RS-232Cカード

@=%>?Wx?�0 RS-232C¶%p	úµ�Â����M
�67¶%pD{�

�Äd��â�����5.5.2 67¶%pD{��Äd��-d 126 �%S0	òó�

�V�¼��

. RS-232C¶%p (GP5-162)��$KLx¬!&À�R}�ô�VI���V�

�����X����B�äh�V�¼��

1 本体にカードを取り付けます (ネジはしめません )。

2 ケーブルを取り付けます。

3 ネジをしめます。
. RS-232C¶%p (GP5-162)	Windows NT Server 4.0��� SBS 4.5?Wx�0

��

� WindowsNT Service Pack	¯x��"��¶%pãä�pqb>	b

,-#%d��V�¼��

5.5.7 ISDNカード

@=%>?Wx?�0 ISDN¶%p	úµ�Â����M
�67¶%pD{��

Äd��â�����5.5.2 67¶%pD{��Äd��-d 126 �%S0	òó��

V�¼��

ISDN¶%p�Wx²�ÃÄd�	úµ�Â����

. GP5-165
X� {9¶%p V/X-GP5-1630	eTw�ê�0����¶%p

�­�-b"²-Card NO0	f c �M02�­���V�¼��

. GP-165��y��	I;��
��DSU�Q��y��%�"#���¶%

p�NþQ�	ñ;��0� ������

品名 型名 概要

RS-232Cカード GP5-162 PCIバス

品名 型名 概要

ISDNカード GP5-165 PCIバス
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5.5.8 通信カード V/X

@=%>?Wx?�0{9¶%p V/X	úµ�Â����M
�67¶%pD{�

�Äd��â�����5.5.2 67¶%pD{��Äd��-d 126 �%S0Î	òó

��V�¼��

{9¶%p V/X�Wx²�ÃÄd�	úµ�Â����

. GP5-163
X� ISDN¶%p-GP5-1650	eTw�ê�0����¶%p�

­�-b"²-Card NO0	f c �M02�­���V�¼��

5.5.9 ISDN接続 G3/G4FAX通信カード

��?��ISDNKL G3/G4FAX{9¶%p�Ä�0�Äd��â��Så����

M
�67¶%pD{��Äd��â�����5.5.2 67¶%pD{��Äd��

-d 126 �%S0	òó��V�¼��

@=%>?Wx?�0 ISDNKL G3/G4FAX{9¶%p	úµ�Â����

ISDNKL G3/G4FAX{9¶%pWx²�ÃÄd�	úµ�Â����®;m§�

â����ãä�BCSåA	
íïV�¼��

. PCI>-�Q¤°�ï	Wx�����������IRQ�­��Ý ?��

. ISDNKL G3/G4FAX{9¶%p¶°«)#wxy	�ê��=%>�@¶%

p���#!"#$%&���0� ����������#!"#$%&i

���0� ������

. eTw� ISDNKL G3/G4FAX{9¶%p	�e�0����� !²� IP

yp�-�èe�0���1wÚâ LANÌ%ªd���!"#$%&�KL

��V�¼��

. ISDNKL G3/G4FAX{9¶%p¶°«)#wxy�­�	Í�ë��ISDN

KL G3/G4FAX{9¶%p� LANq,÷
X� ISDNq,÷�UE?�0�

�	ÅÆ��V�¼��

正常時

　　.$,�ランプ　：緑色に点灯します。
　　/��,ランプ　：点灯しません。

品名 型名 概要

通信カード V/X GP5-163 PCIバス

品名 型名 概要

ISDN接続 G3/G4通信カード GP5-161 PCIバス
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5.5.10 FAXモデムカード

��?��FAX���¶%p�Ä�0�Äd��â��Så����

M
�67¶%pD{��Äd��â�����5.5.2 67¶%pD{��Äd��

-d 126 �%S0	òó��V�¼��

@=%>?Wx?�0 FAX���¶%p	úµ�Â����

SBS 4.5Àb÷?a®�ê¼ ��0 FAX���¶%p�ø-c�f°�­�2


X��ê}~	úµ�Â����

FAX���¶%p�ê²�ÃÄd�	úµ�Â����

. FAX���¶%p (FMV-FX532)�pqb>��ServerWizard CD�Qm©��

�FMV-FX532���¶%pxpqb>�	Wx��V�¼��FAX���¶%

p (FMV-FX532)�ãä�pqb>�Wx�M�?V�¼��UE�9m��

7J�

品名 型名 概要

FAXモデムカード FMV-FX532 SBS4.5タイプには標準搭載

項目 設定内容

割り込み (IRQ)レベル 3

I/Oアドレス 3E8h-3EFh(COM2)

標準搭載スロット PCIスロット 1
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5.5.11 サーバモニタモジュール

��?��=%>��À�S�%d�Ä�0�Äd��â��Så����M
�

67¶%pD{��Äd��â�����5.5.2 67¶%pD{��Äd��-d 126 

�%S0	òó��V�¼��

@=%>?Wx?�0=%>��À�S�%d	úµ�Â����

=%>��À�S�%dB�äh²�ÃÄd�	úµ�Â����

■ サーバモニタモジュール搭載前に

. =%>��À�S�%d��PCI-�"# 4��hB�äh0���?��

��

. =%>��À�S�%d67·4xÌ%ªd��@=%>��B�äh0��

�?��7J�

����=%>+!%S�,#yø-#_%p��²��ê���0���

=%>��À�S�%d67·4xÌ%ªd��=%>+!%S�,#yø-

#_%p�=%>��À�S�%d�67·4x¬!&À	KL��V�¼

��	
��=%>+!%S�,#yø-#_%p�ãä�BCSåA	òó

��V�¼��

注意�
感 電�

• サーバモニタモジュールの ACアダプタは、サーバモニタ
モジュールを本サーバに搭載し、本サーバのフロントカ
バーを閉じるまで絶対に接続しないでください。故障や火
災、感電の原因となります。

• サーバモニタモジュールの交換、またはその他のオプショ
ン装置の増設などを行う場合は、作業を開始する前に、必
ずサーバモニタモジュールの ACアダプタの電源ケーブル
をコンセントから抜いてください。
故障や火災、感電の原因となります。

品名 型名 概要

サーバモニタモジュール GP5-SM103 PCIバス
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■ 第 2温度センサケーブルの取り付け位置

=%>��À�S�%d�� 2AB-��%#0R,=Ì%ªd�B�äh�J	

úµ�Â����

=%>��À�S�%d�ãä¼ ��0� 2ABR,=Ì%ªd��� 2ABR

,=Ì%ªdf¼<	úµ�X�Â��J?q���V�¼��

温度センサ部�

第2温度センサケーブル押さえ�

第2温度センサケーブル�
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5.5.12 サーバマネージメントアシストボード

��?��=%>+!%S�,#yø-#_%p�Ä�0�Äd��â��Så�   

���M
�67¶%pD{��Äd��â�����5.5.2 67¶%pD{��Ä

d��-d 126 �%S0	òó��V�¼��

@=%>?Wx?�0=%>+!%S�,#yø-#_%p	úµ�Â����

=%>+!%S�,#yø-#_%p�B�äh²�ÃÄd�	úµ�Â����

■ サーバマネージメントアシストボード搭載前に

=%>+!%S�,#yø-#_%p�ê²�®;�
X��B�ähm§�â�

���_%pãä�BCSåA	�N7�
íïµ¼��

���=%>+!%S�,#yø-#_%p�(!dÎ&Ì%ªd�B�äh�â

��Så����

注意�
• サーバマネージメントアシストボードの ACアダプタは、
サーバマネージメントアシストボードを本サーバに搭載し、
本サーバのフロントカバーを閉じるまで絶対に接続しない
で下さい。故障や火災、感電の原因となります。

• サーバマネージメントアシストボードの交換、またはその
他のオプション装置の増設などを行う場合は、作業を開始
する前に、必ずサーバマネージメントアシストボードの AC

アダプタの電源ケーブルをコンセントから抜いて下さい。
故障や火災、感電の原因となります。

品名 型名 備考

サーバマネージメントアシストボード GP5-SMB101  PCIバス
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■ パネル制御ケーブルの取り付け位置

=%>+!%S�,#yø-#_%p�ãä¼ ��0(!dÎ&Ì%ªd	�ú

µ�X�Â�(!dÎ&x¬!&À�KL����

5インチストレージ�
ベイ�

3.5インチストレージ�
ベイ�

クランプで固定�

パネル制御用コネクタ（CN8）�

ベースボード�

[サーバ本体側面]

サーバマネージメントアシスト�
ボード�
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X�f�g�b,-#%dDE�â��S

å����
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6.1 OSの種類と使用するドライバ

6.1.1 インストールできる OSと参照箇所

��?��@=%>�b,-#%d?�0 OS��b,-#%d²�òóij	S

å����

■ インストールできる OS

@=%>���úµ� OS	b,-#%d�0���?����

• Windows 2000 Server

• Windows NT Server 4.0

• SBS 4.5

• NetWare 5

• NetWare 4.2-IntranetWare	�Ã0

• NetWare 3.2J(NetWare 3.12J/V	�Ã )

��M��M����NetWare 4.2�Áé���0$l��IntranetWare	�ï�

NetWare 3.2J�Áé���0$l� NetWare 3.12J/V	�ï���

• Linux

M
�b,-#%d?�0 Linux OS��
��
��=%>@¹�¶�0b

,-#%d.Í=%'-?��¼ ��0 Linux OS�M����

f�g� Linux OS�Ä����µé URL?�ÅÆV�¼��

-URL	òó?�M��������§�
Ç��N7V�¼�0

[��È%��%S URL]

�  PRIMESERVERF GRANPOWER WORLD LinuxÅÆ�%S

http://www.fujitsu.co.jp/hypertext/granpower/linux/index.html
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■ インストールするときの参照箇所

OS	b,-#%d�0����@=%>�ãä� ServerWizard	Wx�0DE��

ServerWizard	Wx�M�DE�������

úµ�X�rs�b,-#%d�0mM	����f c �òóij	�òóV

�¼��

���OS�ãä�+��ydñÏ7�òó��V�¼��

インストールするOSがWindows NT Server 4.0の場合�

ご購入のタイプはディスクレスタイプですかOSインストールタイプですか�

ServerWizardを使って
インストールしますか�

本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」
を参照してください。�

ディスクレス�
タイプ� はい�

いいえ� 「6.4.1 インストールの前に」
「6.4.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.4.3 Windows NT Server 4.0のインストール」
を参照してください。�

OSインストールタイプ�
本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」�
を参照してください。�

インストールするOSがSBS 4.5の場合�

ServerWizardを使って
インストールしますか�

本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」
を参照してください。�

はい�

いいえ� 「6.4.1 インストールの前に」
「6.4.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.4.4 SBS 4.5のインストール」
を参照してください。�

ご購入のタイプはディスクレスタイプですかOSインストールタイプですか�

ディスクレス�
タイプ�

OSインストールタイプ� 本サーバ添付の�
「Small Business Server 4.5設定の手引き」
を参照してください。�

インストールするOSがWindows 2000 Serverの場合�

ご購入のタイプはディスクレスタイプですかOSインストールタイプですか�

ServerWizardを使って
インストールしますか�

本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」
を参照してください。�

ディスクレス�
タイプ� はい�

いいえ� 「6.3.1 インストールの前に」
「6.3.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.3.3 Windows 2000 Serverのインストール」
を参照してください。�

OSインストールタイプ�
本サーバ添付の
「PRIMERGY ソフトウェアガイド」�
「Windows NTをインストールしよう！」�
「PRIMERGY Windows2000設定の手引き」�
を参照してください。�
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インストールするOSがNetWare 4.2の場合�

インストールするOSがNetWare3.2Jの場合�

「6.5.1 インストールの前に」
「6.5.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.5.6 NetWare 4.2のインストール」
「6.5.7 NetWare 4.2のインストール（SCSIアレイ
　コントローラカード使用時）」
を参照してください。�

「6.5.1 インストールの前に」
「6.5.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.5.7 NetWare 4.2のインストール（SCSIアレイ
　コントローラカード使用時）」
を参照してください。�

インストールするOSがNetWare 5の場合�

「6.5.1 インストールの前に」
「6.5.2 インストールに必要なソフトウェア」
「6.5.4 NetWare 5のインストール」
「6.5.5 NetWare 5のインストール（SCSIアレイ
　コントローラカード使用時）」
を参照してください。�

インストールするOSがLinuxの場合�

別冊の、ソフトウェア添付の取扱説明書を参照して�
ください。�
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6.1.2 使用するドライバと作成方法

��?��Wx�0pqb>��f�m©DE�â��Så����

■ 使用するドライバ

@=%>?�ö,_%p LAN�
X�67¶%p	Wx�0�����f c ú

µ�Â�pqb>	b,-#%d���WxV�¼��

M
�Linux OS	b,-#%d¼ 0����=%>@¹��Ð¼ 0 Linux�Ä

�+��yd	òó��V�¼��

OS Windows 2000 
Server

Windows NT Server 
4.0

SBS 4.5

NetWare 4.2

NetWare 3.2J

NetWare 5

標準 I/O

グラフィックコ
ントローラ

OS標準提供ドラ
イバ

ES200 Display Driver 
V4.00.1381.2003 

Disk#1、Disk#2

OS標準提供ドライ
バ

OS標準提供ドラ
イバ

CD-ROM OS標準提供ドラ
イバ

OS標準提供ドライバ ES200 CD-ROM 
Driver V1.29 Disk#1 
(*1)

OS標準提供ドラ
イバ

LAN

オンボード
LAN

OS標準提供ドラ
イバ

GP5-185 LAN Driver 
V5.1L10 (*1)

GP5-185 LAN Driver 
V5.1L10 (*1)

OS標準提供ドラ
イバ

LANカード
（GP5-181/

GP5-185）

OS標準提供ドラ
イバ

GP5-185 LAN Driver 
V5.1L10(*1)

GP5-185 LAN Driver 
V5.1L10(*1)

OS標準提供ドラ
イバ

LANカード
（GP5-183）

OS標準提供ドラ
イバ

LANカードに添付のド
ライバ

LANカードに添付の
ドライバ

OS標準提供ドラ
イバ

クラスタキット
4　　
（GP5S634）

OS標準提供ドラ
イバ

LANカードに添付のド
ライバ

－ －

SCSI

SCSIカード OS標準提供ドラ
イバ

SCSIカードに添付の
ドライバ

SCSIカードに添付
のドライバ

OS標準提供ドラ
イバ

SCSIアレイコ
ントローラカー
ド

OS標準提供ドラ
イバ

SCSIアレイコント
ローラカードに添付の
ドライバ

SCSIアレイコント
ローラカードに添付
のドライバ

SCSIアレイコン
トローラカードに
添付のドライバ

IDE

IDEアレイコン
トローラカード

OS標準提供ドラ
イバ

IDEアレイコントロー
ラカードに添付のドラ
イバ

－ －

FAX

FAXモデム
カード

OS標準提供ドラ
イバ

FMV-FX532モデム
カード用ドライバ 
(V2.1.2.161.005) (*1)

－ －

拡張    

上記以外の拡張
カード

OS標準提供ドラ
イバ

カード添付のドライバ カード添付のドライ
バ

OS標準提供ドラ
イバ

*1) ServerWizard CDから作成します。
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@=%>�ãä����¼ 0pqb>�b,-#%dDE�â����i OS�

b,-#%dDE�mM�ð?Så������?òó��V�¼��

67¶%p�ãä¼ 0pqb>	Wx�0�����67¶%p�ãä¼ 0B

CSåA���ö,qb,+��yd	�Ú
íïV�¼��

@=%>�ãä� LANpqb>�WxDE
X�Wx²�ÃÄ�â�����6.6 

LANpqb>�â���-d 209 �%S0	òó��V�¼��

■ ドライバディスクの作成方法

b,-#%d²�� Mpqb>��-&	�SeverWizard CD-���pqb>%

9 CD0�Qm©�0mM�â��Så����

1 サーバ本体の電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
¤°	L!���POSTð (RAM�S�%d�²x"&MN��"R%S�Á

Â¼ ��0� )��CD-ROM�B��_À, (EJECT)	f���

ServerWizard CD	R"#����

��tu�ÁÂ¼ ���

2 「1.ServerWizard」を選択し、[Enter]キーを押します。
ServerWizard�×9����

3 「ユーティリティ」を選択し、［Enter］キーを押します。

4 「FD作成」を選択し、［Enter］キーを押します。
pqb>��-&m©�%d�tu�ÁÂ¼ ���

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update

Diskette Utility

ES200 Display Driver V4.00.1381.2003 Disk#1
ES200 Display Driver V4.00.1381.2003 Disk#2
ES200 CD-ROM Driver V1.29 Disk#1
ES200 HAL_for Windows NT(R)4.0(1CPU) Disk#1
BIOS Environment Support Tools V3.0L10
SCSI Card(GP5-121/GP5-123/GP5-125/GP5U121) Driver Disk Version 1.2
SCSI Card(GP5-126/127) Driver Disk Version 1.2

選択� バックアップ� 終了�Enter ESC
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5 作成するドライバディスクを選択し、［Enter］キーを押します。
�"R%S�r��)�"¿�%��-&	 Apqbª��!��V�¼��

6 ［Enter］キーを押します。
Ë9P�)*%+"#¼ �)Obd�¬¿%��*¼ ���

pqb>��-&�m©����0��pqb>��-&�q[dtu�ÁÂ

¼ ���ýþ	ÅÆ���Enter��%	f���pqb>��-&m©�%

d�tu������

Ö�L�pqb>��-&	m©�0����mM 4�5	 �¡��V�¼

��

�Esc��%	f��pqb>��-&�m©	����ServerWizardtu��

����
6.1 OSの種類と使用するドライバ 155



6.2 SCSIアレイコントローラカード使用時の注意

SCSIy�b¬,#�%q¶%pWx²� OS�b,-#%d�DE��úµ��


�?��

■ インストールの前に

• SCSIy�b¬,#�%q¶%p�KLÅÆ

OS	b,-#%d�0ë��SCSIy�b¬,#�%q¶%p�¬,)�Â

�%øù,������0���� ?��

• SCSIy�b¬,#�%q¶%p�­�-Advanced Functions0ÅÆ

DACCF�%c��c�	×9��ÅÆ����

DACCF�%c��c��×9DE�����
�?��

1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
¤°	L!���POSTð (RAM�S�%d�²x"&MN��"R%S�Á

Â¼ ��0� )��CD-ROM�B��_À, (EJECT)	f���

ServerWizard CD	R"#����

��tu�ÁÂ¼ ���

2 「Basic(DACCFG)」を選択し、[Enter]キーを押します。
DOS÷�,÷#�ÁÂ¼ ���

3 SCSIアレイコントローラカード DACCFユーティリティをフロッピィ
ディスクドライブにセットします。

4 以下のコマンドを入力すると、DACCFユーティリティが起動します。

$%&"�%

)%&"���&����#��'�����(

)%&����#�"����#�'�����(

úî�zm?�DACCF�%c��c��×9����

Main Menu�Q�09 Advanced Functions�	,-��¼Q��Hardware Parameters, 

Physical Parameters, SCSI Xfr Parameters,Startup Parameters�	,-�0��?ÅÆ�

0���?����

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update
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úµ��
�?�0��	ÅÆ��V�¼��

オプション設定項目 設定

(GP5-143の場合 ) (GP5-145/GP5-146の
場合 )

・Hardware parameters

　　Automatic Rebuild Management Disabled Disabled

　　Strageworks Fault Mgmt(TM). Disabled Disabled

・Physical Parameters

　　Rebuild/Add Capacity rate 50 50

　　Segment size (Kbytes) 8 8

　　Sprite size (Kbytes) 64 64

・SCSI Xfr Parameters (Channel 0)

　　Data Transfer rate(MHz) 40MHz 40MHz

　　Command tagging Enabled Enabled

　　SCSI data bus width 16 16

・SCSI Xfr Parameters (Channel1)

　　Data Transfer rate(MHz) － 40MHz

　　Command tagging － Enabled

　　SCSI data bus width － 16

・Startup Parameters

　　Spin up option Automatic Automatic

　　Number of devices per spin 1 1

　　Delay(seconds) 12 12
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6.3 Windows 2000 Serverのインストール

Windows 2000 Server�b,-#%dDE
X�ÃÄd��ø-c�¢j�â��S

å����

M
�OS b,-#%dÀb÷-Windows 2000 Server 0	� !�D��ãä�

�ServerWizard �	Wx���£m§	Í���	
¤�����

�ServerWizard �	Wx7Ú��£m§	Í������PRIMERGY Windows 2000 ­

��mÖ��	òó��V�¼������ServerWizard �	Wx��b,-#%d

	Í�����PRIMERGYÎ«)#wxyobp���Windows NT 	b,-#%d�

X�¥�	òó��V�¼��

6.3.1 インストールの前に

Windows 2000 Server	b,-#%d�0ë��úµ���	ÅÆ����

• ブート OSのインストール先
ª%# OS ���Úý�v%p��-&��"#�b,-#%d��V�¼��

• インストールに必要な容量
OS	b,-#%d�0�t=b9�������,÷�B¦�� MD�þ

§	§¨�0� ������	
��A.4 ����,÷�B¦�-d 254 �%

S0	òó��V�¼��

• 再起動時の注意
b,-#%d�5ð?�R"#y"÷÷�Âq��Ø×9�0X���"R%

S	ÁÂ���������Ë9P�Ø×9�0�	©s�V�¼��

• 拡張カード搭載時の注意 

67¶%p	Wx�0�����iË67¶%p��Äd�	�Ú�TV�¼

��

• メンテナンス区画の作成
=%>õ�xy÷�Ì%øù,	b,-#%d�0����,c¾,-�t

	�ServerWizard CD�Qm©����

M
��,c¾,-�t	m©�M�������
lïV�¼��

�,c¾,-�t�Q@=%>	×9�0���Xs��i�%c��c�	

Õx?����

���õ�=�%#=%'-	�Õx¼ 0�����,c¾,-�t�� 

�M����	
���PRIMERGYÎ«)#wxyobp�	òó��V�¼

��

úµ���,c¾,-�t�Q�×9DE	Â����

1 サーバ本体の電源を入れます。

2 メンテナンス区画からサーバを起動する旨のメッセージ
「Press F10 to start tools of Maintenance Partition.」が表示され
たら、メッセージが表示されている間に、[F10]キーを押しま
す。
�,c¾,-�t�Q=%>�×9��i�%c��c��Õx?�

0X��M����
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• メンテナンス区画のサイズについて
�,c¾,-�t	m©������100MB Wx����Windows 2000 Server 

���-&ypz�-#�%À	Wx��������,c¾,-�t���

��EISA �%c��c���ÁÂ¼ ���f����U�7Ú�Wx��

V�¼��

6.3.2 インストールに必要なソフトウェア

Windows 2000 Server 	b,-#%d�0�����«)#wxy�� ?��

� Q�ñ��f�s��0��m§	*�0ë�ÅÆ��V�¼��

Wx�0pqb>�â�����6.1.2 Wx�0pqb>�m©DE�-d 153 �%

S0	òó��V�¼��

ソフトウェア媒体名称 用途

Windows 2000 Server（CD-ROM） OS
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6.3.3 Windows 2000 Server のインストール

��?��Windows 2000 Server 	4��=%>�b,-#%d�0DE�â��S

å����

■ インストール時の留意事項

• b,-#%d	�*�0ë��Windows 2000 Server�ãä��Windows 2000 

Server )O%-#-c"÷obp�	�#íV�¼��

• @¹ BIOS�­�?�CD-ROMª%#��4?�0��	ÅÆ��V�¼��

■ インストール手順

úµ��Windows 2000 Server 	Windows 2000 Server � CD-ROM�Qb,-#%d

�0mM�â��Så����

[オンボード IDEをご使用の場合 ]

=%>@¹�ö,_%p IDE ¬,#�%qìµ� Windows 2000 Server 	b,-

#%d�0v%p��-&��"#�KL¼ ��0IJ	¶ª�������

[SCSIカードをご使用の場合 ]

=%>@¹�.I�SCSI¶%pìµ�Windows 2000 Server  	b,-#%d�0

v%p��-&�KL¼ ��0IJ	¶ª�������

[SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合 ]

=%>@¹�.I� SCSIy�b¬,#�%q¶%pìµ�Windows 2000 Server

	b,-#%d�0v%p��-&�KL¼ ��0IJ	¶ª�������

1 Windows 2000 Server の CD-ROM を準備します。
=%>�¤°L!â"�Windows 2000 Server � CD-ROM 	 CD-ROM pqbª

�R"#���������)�"¿���-&pqbª�)�"¿���-

&�!s��M���	ÅÆ��V�¼��v%p��-&�y&c�ªZ[

�­�¼ ��0��tu�úµ��"R%S�ÁÂ¼ ���

����������0�����������#�� ���．．．．

�����@�"R%S�ÁÂ¼ ��0���JÄ��%	f���? CD-

ROM�Qª%#����
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2 Windows 2000 Server セットアップ画面が表示されます。
R"#y"÷÷�Âq��}Â�rs��b,-#%dm§	LÍ����

úû�R"#y"÷÷�Âq�
X��Windows 2000 Server )O%-#-c"

÷obp��}Â�rs��Windows 2000 Server �b,-#%d	LÍ��

��

3 運用に入る前に「システム修復ディスク」を作成することをお勧めし
ます。
m©DE��"ü� �( ø-c�¢j��-&�â���-d 161 �%S0	

òó��V�¼��

■ システム修復ディスクについて

Windows 2000 Server �R"#y"÷"����ø-c�¨©�Ö×"���ø-c

�¢j��-&�	m©��V�¼��º#�Windows 2000 Server ø-c�)Ob

d�ø-c�¨©�
X�-À%#y"÷²�ÓÔÖ×MN���	«h���

��¢j��-&�õ.��¢jÅÆ	Ws�� Q	Ø¨�?����

■ 修復ディスクの作成方法

［用意するもの］
• 2HD �)�"¿���-& 1 w

1  [スタート ]ボタンをクリックし、[プログラム ]の [アクセサリ ]の
[システムツール ]の [バックアップ ]をクリックします。
[>"&y"÷ ] �by�Â_"&-�ÁÂ¼ ���

2  [システム修復ディスク (M)]をクリックします。

3  フロッピィディスクに「Windows 2000 システム修復ディスク」と現
在の日付が書かれたラベルを貼り、フロッピーディスクドライブに
セットします。

4 画面に従って続行します。

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
メッセージを表示します。
この場合、自動的に再起動するのを待ってください。

ポイントポイントポイントポイント
システムのコンポーネントを変更、追加した場合、そのたびに
「システム修復ディスク」の作成を行ってください。
6.3 Windows 2000 Serverのインストール 161



■ システムの修復方法

[用意するもの ]

• Windows 2000 Server Disc1

• Windows 2000 ø-c�¢j��-&-îé?m©��ñ�0

• Windows 2000 Server )O%-#-c"÷obp

1 「Windows 2000 Server ファーストステップガイド」に従って、
Windows 2000 Server のセットアップを開始します。

2 Windows 2000 Server セットアップの「セットアップへようこそ」の
画面で、[R]キーを押して修復を選択します。
R"#y"÷tu��"R%S�rs��ø-c�	¢j����

ポイントポイントポイントポイント
• システムの修正を行うと、情報によっては新規インストー
ル状態に戻ってしまう場合があります。システムの修復後、
再設定する必要があります。

• システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、
Windows 2000 Server の再インストールが必要になる場合
があります。そのときは「Windows 2000 Server のインス
トール手順」に従って再インストールしてください。

• ファイルの修復中に、「ファイル XXXXXX.XXXは
Windows 2000 のインストール時にコピーされた元のファ
イルではありません」というメッセージが表示されます。
その場合、[Enter]キー、もしくは [A]キーを押してファイ
ルを修復してください。
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6.4 Windows NT Server 4.0および SBS 4.5のインストール

Windows NT Server 4.0�
X� SBS 4.5�b,-#%dDE
X�ÃÄd��ø-c

�¢j�â��Så����

M
�NT 4.0Àb÷	� !�D��ãä��ServerWizard�	Wx���£m§

	Ís�V�¼��

SBS 4.5Àb÷	� !�D���PRIMERGYÎSmall Business Server 4.5 ­��mÖ

��	òó���£m§	Ís�V�¼��

����ServerWizard�	Wx��b,-#%d	Í�����PRIMERGYÎ«)#

wxyobp���Windows NT	b,-#%d�X�¥�	òó��V�¼��

Î

6.4.1 インストールの前に

Windows NT Server 4.0�
X� SBS 4.5	b,-#%d�0ë��úµ���	ÅÆ

����

• インストール時の注意
b,-#%d²����4�Q CD-ROM	! M�?V�¼��b,-#%

dtu?}Â�?��Q�CD-ROM	R"#��V�¼��

• 再起動時の注意

� b,-#%d�5ð?�R"#y"÷÷�Âq��Ø×9�0X��

�"R%S	ÁÂ���������1lýN©s��Q�Ø×9�

�V�¼��

� SCSI y�b¬,#�%q¶%p�·4?�0�>"&Âqw,p4

�¯23ð�v%p��-&�y&R-q,÷����������

Ø×9��4?��

>"&Âqw,p4�¯23�â����SCSI y�b¬,#�%q

¶%p�ãä�BCSåA	òó��V�¼��

M
�¤°ØM��M�X��
Y�������>"&Âqw,p

4�¯ð�¤°ØM�� M����SCSI y�b¬,#�%q¶%

p�ãä�BCSåA	òó��V�¼��

• 拡張カード搭載時の注意
67¶%p	Wx�0�����iË67¶%p��Äd�	�Ú�TV�¼

��

注意�
• SBS 4.5タイプの開封作業を行う場合は、ServerWizardを
使用しないでください。

• 「ServerWizard」を使用しないで NT 4.0タイプの開封作業
を行った場合には、Windows NT Server 4.0のセットアップ
中に「セットアップパラメタが存在しないかまたは無効で
す」という内容のエラーメッセージが表示されます。
本エラーメッセージが表示されても作業に問題はありませ
んので、そのままセットアップを続行してください。
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• ブート OSのインストール先
ª%# OS���Úý�v%p��-&��"#�b,-#%d��V�¼

��

• インストールに必要な容量
OS	b,-#%d�0�t=b9�������,÷�B¦�� MD�þ

§	§¨�0� ������	
��A.4 ����,÷�B¦�-d 254 �%

S0	òó��V�¼��

• 外部 SCSIオプション装置搭載時の注意事項
SCSI¶%p��� SCSIy�b¬,#�%q¶%p	�ê����$ SCSIö

÷øù,IJ-v%p��-&�«'!"#�³´µ��-&��"#MN0

	¬­�0����Windows NT Server 4.0
X� SBS 4.5�b,-#%d��

����QKL��V�¼��

	
�â�����6.4.5 SCSIö÷øù,IJ��ê²�ÃÄd��-d 182 

�%S0	òó��V�¼��

• 必要なドライバディスクの作成
b,-#%d²�� Mpqb>-«)#wxy0��ServerWizard CD�"

#¼ ��0ñ�������

b,-#%dë� ServerWizard CD	Wx��pqb>)�"¿���-&	

m©��V�¼��pqb>��-&�m©DE�â�����6.1.2 Wx�0

pqb>�m©DE�-d 153 �%S0	òó��V�¼��

• メンテナンス区画の作成
=%>õ�xy÷�Ì%øù,	b,-#%d�0����,c¾,-�t

	�ServerWizard CD�Qm©����

M
��,c¾,-�t	m©�M�������
lïV�¼��

�,c¾,-�t�Q@=%>	×9�0���Xs��i�%c��c�	

Õx?����

���õ�=�%#=%'-	�Õx¼ 0�����,c¾,-�t�� 

�M����	
���PRIMERGYÎ«)#wxyobp�	òó��V�¼

��

úµ���,c¾,-�t�Q�×9DE	Â����

1 サーバ本体の電源を入れます。

2 メンテナンス区画からサーバを起動する旨のメッセージ
「Press F10 to start tools of Maintenance Partition.」と表示され
たら、メッセージが表示されている間に、[F10]キーを押しま
す。
�,c¾,-�t�Q=%>�×9��i�%c��c��Õx?�

0X��M����

• メンテナンス区画のサイズについて
�,c¾,-�t	m©������100MB Wx����Windows NT Server 

4.0 ���-&ypz�-#�%À	Wx��������,c¾,-�t�

����EISA �%c��c���ÁÂ¼ ���f����U�7Ú�Wx

��V�¼��
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6.4.2 インストールに必要なソフトウェア

Windows NT Server	b,-#%d�0�����«)#wxy�� ?��

� Q�ñ��f�s��0��m§	*�0ë�ÅÆ��V�¼��

Wx�0pqb>�â�����6.1.2 Wx�0pqb>�m©DE�-d 153 �%

S0	òó��V�¼��

ソフトウェア媒体名称 用途 使用する OS

Windows NT Server 4.0

（セットアップディスク＆ CD-ROM）
OS Windows NT Server 4.0

Windows NT 4.0 Service Pack OS Windows NT Server 4.0

Back Office Small Business Server 4.5

（セットアップディスク＆ CD-ROM）
OS SBS 4.5
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6.4.3 Windows NT Server 4.0のインストール

��?��Windows NT Server 4.0 	4��=%>�b,-#%d�0DE�â��

Så����

■ インストール時の留意事項

• b,-#%d	�*�0ë��Windows NT Server 4.0�ãä��Windows NT 

Server )O%-#-c"÷obp�	�#íV�¼��

• eT�v%p��-&��"#	KL���0��

@=%>�eT�v%p��-&��"#	KL��Windows NT Server 4.0	

b,-#%d�0���v%p��-&��"#�þ§�U�VÁÂ¼ Ú�

¬­�0�t-(%c�øù,0	m©�0���?�M���������

�������@¹ãä��ServerWizard�? DOS÷�,÷#	×9��

FDISK¬+,p	Wx��Windows NT Server 4.0	®ï'Ãv%p��-&�

�"#��Q�à� 8MB��t	m©����f�"Windows NT Server 4.0

�b,-#%d?�t­�	Í�����m©���t	U���W���t

	m©�â����

ServerWizard�Q��úµ�mM����s��t	m©��V�¼��

1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
CD-ROM�B���_À, (EJECT)	f���ServerWizard CD	

R"#����

MS-DOS 6.2 Startup Menu�ÁÂ¼ ���

2「ServerWizard」を選択し、[Enter]キーを押します。
ServerWizard�×9����

3 ServerWizardを終了します。
DOS÷�,÷#�ÁÂ¼ ���

4 FDISKを起動します。
úµ�¬+,p	!5����

�%¥"#���0���'�����(

5 基本MS-DOS領域を作成します。
�1.MS-DOSZ[����¯3MS-DOSpqbª	m©�	,-���

�1.O@MS-DOSZ[	m©�	,-�����"R%S����s

��8MB�O@MS-DOSZ[	Åõ����

6 区画の設定を終えたら、[Esc]キーを押し、FDISKを終了しま
す。

7 Windows NT Server 4.0のインストールを行います。
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■ インストール手順

úµ��Windows NT Server 4.0	b,-#%d�0mM�â��Så����

[オンボード IDEをご使用の場合 ]

=%>@¹�ö,_%p IDE ¬,#�%qìµ�Windows NT Server4.0 	b,-

#%d�0v%p��-&��"#�KL¼ ��0IJ	¶ª�������

[IDEアレイコントローラカードをご使用の場合 (Windows NTタイプのみ )]

=%>@¹�.I� IDEy�b¬,#�%q¶%pìµ�Windows NT Server 4.0

	b,-#%d�0v%p��-&�KL¼ ��0IJ	¶ª�������

[SCSIカードをご使用の場合 ]

=%>@¹�.I� SCSI¶%pìµ�Windows NT Server 4.0 	b,-#%d�

0v%p��-&�KL¼ ��0IJ	¶ª�������

[SCSIアレイコントローラカードをご使用の場合 ]

=%>@¹�.I�SCSIy�b¬,#�%q¶%pìµ�Windows NT Server 4.0

	b,-#%d�0v%p��-&�KL¼ ��0IJ	¶ª�������

1 電源投入前にWindows NT Server 4.0のセットアップディスク１を準
備します。
Windows NT Server 4.0�R"#y"÷��-& 1	)�"¿���-&pqb

ª�R"#��=%>�¤°	! ���

�����CD-ROMpqbª� CD-ROM�!s��M���	ÅÆ��V�

¼��

2 Windows NT Server セットアップ初期画面が表示されます。
R"#y"÷4�tu�}Â�rs��R"#y"÷��-&�¸%	Í��

��

3 Windows NT Server セットアップ画面が表示されます。

4 手動でドライバを組み込みます。
R"#y"÷tu�}Â�rs����-&¬,#�%q�®ï'ïtu�I

Í����

�ôþ§é>IJ�@�	Eu��°�	,-�0�?���?�[S]�%	f

��@��-�"÷	Í����

1 CD-ROMドライブコントローラを手動で選択します。
�Windows NT ?Wx�0 SCSI y�÷À�CD-ROM pqbª����

�±M��-&¬,#�%q°�?���>b-�}�	Í��?�

��?�[S]�%	f����

�-#ý�

/�����1*��2$�$�/�3�45+��/�/���������		��

�¶%«d	�N7�[Enter]�%	f����
6.4 Windows NT Server 4.0および SBS 4.5のインストール 167



2 IDEアレイコントローラを手動で選択します。（IDEアレイコ
ントローラカードをご使用の場合）
�Windows NT ?Wx�0 SCSI y�÷À�CD-ROM pqbª����

�±M��-&¬,#�%q°�?���>b-�}�	Í��?�

[S]�%	f����

�-#ý�

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）

�¶%«d	�N7��Enter��%	f����

IDE y�b¬,#�%q¶%p�ãä�pqb>��-&	)�"

¿���-&pqbª�R"#��[Enter]�%	f����

�-#ý�

��� ����6������02� 5+6������0772� 5�������		��

�ÁÂ¼ 0�?�¶%«d	�N7�[Enter]�%	f����

3 SCSIコントローラを手動で選択します。（SCSIカードをご使
用の場合）
�Windows NT ?Wx�0 SCSI y�÷À�CD-ROM pqbª����

�±M��-&¬,#�%q°�?���>b-�}�	Í��?�

[S]�%	f����

�-#ý�

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）

�¶%«d	�N7��Enter��%	f����

SCSI¶%p�ãä�pqb>��-&	)�"¿���-&pqb

ª�R"#��[Enter]�%	f����

�-#ý�

$��8����$9$14:;
�4+4:<
�4+$/�=>:
���/��	���4����/

������		���2,��;�?5

�ÁÂ¼ 0�?�¶%«d	�N7�[Enter]�%	f����

4 SCSI アレイコントローラを手動で選択します。（SCSIアレイ
コントローラカードをご使用の場合）
GP5-143/145/146	�ê���0����Windows NT?Wx�0 SCSI

y�÷À�CD-ROMpqbª�����±M��-&¬,#�%q�

?���>b-�}�	Í��?�[S]�%	f����

�-#ý�

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）

�¶%«d	�N7��Enter��%	f����
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SCSIy�b¬,#�%q¶%p�ãä�pqb>��-&	)�"

¿���-&pqbª�R"#��[Enter]�%	f����

�-#ý�

@�<13;A+3;;+3;<+3;7�B����
��,��������

�¶%«d	�N7��Enter��%	f����

Ø�����>b-	}��0����[S]�%	f����

�-#ý�

その他（ハードウェアメーカー提供のディスクが必要）

�¶%«d	�N7��Enter��%	f����

�-#ý�

@�<13;A+3;;+3;<+3;7�@$��������

�¶%«d	�N7�[Enter]�%	f����

5 選択したコントローラが表示されます。
�R"#y"÷��¬,¿�%À���ôþ§é>IJ	@����

�c��tu�
��

�ö,_%p IDE	�Wx����

/�����1*��2$�$�/�3�45+��/�/���������		��

[IDEy�b¬,#�%q¶%p	�Wx����

/�����1*��2$�$�/�3�45+��/�/���������		��

��� ����6������0�2� 5+6������077�2� 5�������		��

�SCSI¶%p	�Wx����

/�����1*��2$�$�/�3�45+��/�/���������		��

$��8����$9$14:;
�4+4:<
�4+$/�=>:
���/��	���4����/

������		���2,��;�?5

�SCSI y�b¬,#�%q¶%p	�Wx����

/�����1*��2$��/3�45+��/�/���������		��

@�<13;A+3;;+3;<+3;7�B����
��,��������

@�<13;A+3;;+3;<+3;7�@$��������

�ÁÂ¼ ��0��	ÅÆ��[Enter]�%	f����

6 セットアッププログラムの指示に従って、インストール作業を
続行します。
�����Windows NT Server� CD-ROM	! 0N��"R%S�

ÁÂ¼ �Q�Windows NT Server� CD-ROM	R"#����
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7 コンピュータの構成一覧が表示されます。

�îé�#T�Wxð�¬,¿�%À�#T����	,-��[Enter]�%	

f����

�"R%S�rs�b,-#%d	LÍ����

¤°ØMx HAL	b,-#%d�0�����?b,-#%d����	�

�m§mM��A.3 LANH¸�¤°L!FØM²��Ä��-d 251 �%S0Î

	òó��V�¼��

5 Windows NTをインストールするハードディスクユニットのパーティ
ションを選択する画面が表示されます。メッセージに従って、パー
ティションを作成し、インストールを続行してください。

6 フロッピィディスクを要求する画面が表示されます。

1 IDEアレイコントローラカードドライバのフロッピィディスク
を要求する画面が表示されます。（IDEアレイコントローラ
カードをご使用の場合）
��q[d�â����-&	pqbª A:��!��V�¼��

��� ����6������0+6������077�,������������0����

�ÁÂ¼ �Q�IDEy�b¬,#�%q¶%p�ãä�pqb>

��-&	)�"¿���-&pqbª�R"#���[Enter]�%	

f��V�¼��

2 SCSI ドライバのフロッピィディスクを要求する画面が表示さ
れます。（SCSIカードをご使用の場合）
� �q[d�â����-&	pqbª A:��!��V�¼�

$��8����=>??�6� �	��������������CA�?3�#���B����
��,���

;�?

�ÁÂ¼ �Q�SCSI¶%p�ãä�pqb>��-&	)�"

¿���-&pqbª�R"#�� [Enter]�%	f��V�¼��

3 SCSI アレイコントローラカードドライバのフロッピィディス
クを要求する画面が表示されます。（SCSI アレイコントロー
ラカードをご使用の場合）
GP5-143/GP5-145/GP5-146	�ê���0���SCSI y�b¬,#

�%q¶%ppqb>�)�"¿���-&	 
�0tu�ÁÂ¼

 ���

��q[d�â����-&	pqbª A:��!��V�¼��

@�<13;A+3;;+3;<+3;7�B����
��,�������������0

コンピュータ ：標準 ��

ディスプレイ ：自動検出

キーボード ：���日本語キーボード

キーボードレイアウト ：日本語 ���	
���
�

ポインティングデバイス ：��������マウスポートマウス
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�ÁÂ¼ �Q�SCSI y�b¬,#�%q¶%p�ãä�pqb>

��-&	)�"¿���-&�R"#���[Enter]�%	f��V

�¼��

7 以降、セットアッププログラムおよび「Windows NT Server ファース
トステップガイド」の指示に従って、Windows NT Server 4.0のインス
トールを続行します。

8 LANドライバをインストールします。
[!"#$%&y�÷À¶%p�@� ]�by�Â_"&-�ÁÂ¼ �Q�

ServerWizard CD�Qm©�� LAN pqb>��-&	Ws��LAN pqb>

	b,-#%d����

	
���6.6.1 Windows NT Server 4.0 ¶° LANpqb>�-d 209 �%S0	

òó��V�¼��

9 インストール終了後、Windows NT 4.0 Service Packを適用します。
Windows NT 4.0 Service Pack� CD-ROM�Q Service Pack	¯x����	


�â����tu�Så	òó��V�¼��

10 再起動後、ディスプレイドライバをインストールします。
�¬,#�%d(!d�� [tu ]	�ªd&�"&����

[tu�÷�(c� ]� [��-÷�b�­� ]?��-÷�bpqb>�Ö×

	Í����

ServerWizard CD�Qm©�� ES200 Display Driver V4.00.1381.2003 Disk#1�

Disk#2�Q

$�/�*$@��D.�$@��4D

	,-��tu�}Â�r��b,-#%d	Í����

11 運用に入る前に「システム修復ディスク」を作成することをお勧めし
ます。  
m©DE��"ü��( ø-c�¢j��-&�â���	òó��V�¼

��

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
ようにメッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってか
ら、再起動してください。
SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合で、バックグラ
ウンドで初期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点
灯していますが、再起動は可能です。

注意�
ドライバは置換しないでください。
Service Pack 適用中に、ドライバを置換するかどうかのメッ
セージが表示される場合がありますが、置換しないでください。

ポイントポイントポイントポイント
• システムのコンポーネントを変更したり、追加した場合、
そのたびにインストール手順 9と 11を行ってください。
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■ システム修復ディスクについて

Windows NT �R"#y"÷"����ø-c�¨©�Ö×"���ø-c�¢j

��-&�	m©��V�¼��º#�Windows NT ø-c�)Obd�ø-c�

¨©�
X�-À%#y"÷²�ÓÔÖ×MN���	«h�����¢j��-

&î�õ.��¢jÅÆ	Ws�� Q	Ø¨�?����

● 修復ディスクの作成方法

[用意するもの ]

• 2HD�)�"¿���-&Î1w

1 フロッピィディスクに「Windows NT システム修復ディスク」という
ラベルを貼り、フロッピーディスクドライブにセットします。

2 [スタート ]をクリックします。
[-À%# ]���%�ÁÂ¼ ���

3 [ファイルを指定して実行 ]をクリックします。

4 「名前」ボックスに「rdisk /s」と入力し、[OK]をクリックします。

5 「システム修復ディスクを作成しますか？」と表示されるので、[はい
]をクリックします。

6 画面に従って続行します。

7 [OK]をクリックします。 

● システムの修復方法

[用意するもの ]

• Windows NT Server 4.0 Disc1

• Windows NT R"#y"÷��-& 3w

• Windows NT ø-c�¢j��-&-îé?m©��ñ�0

• Windows NT Server )O%-#-c"÷obp

1 「Windows NT Server ファーストステップガイド」に従って、Windows 

NTのセットアップを開始します。

2 Windows NT Serverセットアップの「セットアップへようこそ」の画
面で、「R」キーを押して修復を選択します。
R"#y"÷tu��"R%S�rs��ø-c�	¢j����
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■ IDEアレイコントーラカード　管理ツールのインストール　（NT 4.0タ
イプをご使用の方で、かつ、IDE アレイコントローラカードをご使用の
場合）

IDE y�b¬,#�%q¶%p	�Wx����IDE y�b¬,#�%q¶%p�

ãä�+��yd�rs��RAID �3�%d	b,-#%d��V�¼��

RAID �3�%d���FastCheck Monitoring Utility � FastTrak Service ������

FastCheck Monitoring Utility ��OSî?��-&y�b��3	Í����«)#

wxy?��

FastTrak Service ��FastCheck�×9¼ ��M����OSî?��-&y�b�

�E�]ß������ÅÆ	 OS� EventLog�{��0«)#wxy?��

	
��IDE y�b¬,#�%q¶%p�ãä�BCSåA	òó��V�¼��

■ SCSIアレイコントーラカード　管理ツールのインストール　（SCSI ア
レイコントローラカードをご使用の場合）

SCSI y�b¬,#�%q¶%p	�Wx����SCSI y�b¬,#�%q¶%p

�ãä�+��yd�rs��RAID�3�%d	b,-#%d��V�¼��

RAID�3�%d	b,-#%d�M���OSî?ÅÆ?�M�b[,#��Âé

_�YQM�MN�y�b�3F¼½�Í<�7J�

RAID�3�%d��úµ��%c��c���� �����

• DACMON(Disk Array Controller Monitor)ユーティリティ
��-&y�b�¼½	Í����

• DACADM(Disk Array Controller Administration)ユーティリティ
��-&y�b��3	Í�����%c��c�?��

• HDDチェックスケジューラ
��-&y�bìµ�ø-c�pqbª�#²8�²x"&	��P�Í��

��

ポイントポイントポイントポイント
• システムの修正を行うと、情報によっては新規インストー
ル状態に戻ってしまう場合があります。システムの修復後、
再設定する必要があります。

• システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、
Windows NT 4.0の再インストールが必要になる場合があり
ます。そのときは「Windows NT Server 4.0のインストー
ル手順」に従って再インストールしてください。

• ファイルの修復中に、「セットアップがWindows NTのイ
ンストール時にコピーしたオリジナルのファイルではあり
ません」というメッセージが表示されます。その場合、
[Enter]キー、もしくは [A]キーを押して非オリジナルファ
イルを修復し、システムの修復が完了したあとに、
「Windows NT Server 4.0のインストール手順」を参照し
て、本体添付のドライバや、Windows NT 4.0 Service Pack

などを再インストールしてください。
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• SMARTMONユーティリティ
v%p��-&�»É³´·4-S.M.A.R.T0�X0ÅÆ	¼½����

• バッテリ情報
>"c�>"&y"÷��"#�>"c�þ§�ÁÂ�YZ���2�ÁÂ


X�Ö×	Í�����%c��c�?��

• BGIステータス
>"&Âqw,p4�¯23-BGI0�}µ	ÁÂ����

	
��SCSI y�b¬,#�%q¶%p�ãä�BCSåA	òó��V�¼��
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6.4.4 SBS 4.5のインストール

��?��SBS 4.5	4��=%>�b,-#%d�0DE�â��Så����

■ インストール時の留意事項

• FAX���¶%p	�ê�0���ÃÄd�

� FAX���¶%p (FMV-FX532)	Wx�0����SBS 4.5	b,

-#%d�0ë���5.5.10 FAX���¶%p�-d 144 �%S0	ò

ó��V�¼��

� SBS 4.5b,-#%d"�FAX���¶%p (FMV-FX532)	b,-

#%d�0����ServerWizard CD�Qm©�� FMV-FX532���

¶%pxpqb>-V2.1.2.161.0050	Wx��V�¼��

• b,-#%d�� Mþ§

SBS 4.5�b,-#%d����-&þ§ 2GBúî�D�þ§�� ?��

■ インストール手順

úµ��SBS 4.5	b,-#%d�0mM�â��Så����SBS 4.5�b,-

#%d��Windows NT Server 4.0�O@P��à?����?��Windows NT 

Server 4.0�b,-#%dmM��M0ij	ð¶�Så����

［オンボード IDEをご使用の場合］
=%>@¹� IDE¬,#�%qìµ� SBS 4.5	b,-#%d�0v%p��-

&�KL¼ �
����=%>@¹ý�!"#$%&¶%p
X� FAX ��

�¶%p (FMV-FX532)�I�¼ ��0IJ	¶ª�������

［SCSIカードをご使用の場合］
=%>@¹�.I�SCSI¶%pìµ�SBS 4.5	b,-#%d�0v%p��-

&�KL¼ �
����=%>@¹ý�!"#$%&¶%p
X� FAX ��

�¶%p (FMV-FX532)�I�¼ ��0IJ	¶ª�������

［SCSIアレイコントーラカードをご使用の場合］
=%>@¹�.I�SCSIy�b¬,#�%q¶%pìµ�SBS 4.5	b,-#%

d�0v%p��-&�KL¼ �
����=%>@¹ý�!"#$%&¶%

p
X� FAX ���¶%p (FMV-FX532)�I�¼ ��0IJ	¶ª����

���

1 電源投入前に SBS 4.5セットアップディスク 1をセットします。
SBS 4.5R"#y"÷��-& 1	)�"¿���-&pqbª�R"#��

=%>�¤°	! ���

�����CD-ROMpqbª� CD-ROM�!s��M���	ÅÆ��V�

¼��

2 以降は、Windows NT Server 4.0のインストール手順とほぼ同様です。
�6.4.3 Windows NT Server 4.0�b,-#%d���( b,-#%dmM�-d 

167 �%S0�mM 2= 7	òó��V�¼��
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3 Windows NTをインストールするハードディスクユニットのパーティ
ションを選択する旨のメッセージが表示されます。
tu�rs��2GBúî�(%c�øù,	m©����

�Ú NTFS)Obdø-c�?)*%+"#"�b,-#%d	LÍ��V�

¼��

4 フロッピィディスクを要求する画面が表示されます。
�6.4.3 Windows NT Server 4.0�b,-#%d���( b,-#%dmM�-d 

167 �%S0�mM 6	òó��V�¼��

5 メッセージに従って、インストールを続行してください。

6 自動的に再起動します。
�����Ø×923��*��Q�·��)�"¿���-&pqbª�Q

)�"¿���-&	B����V�¼��

7 再起動後、画面に従ってインストールを続行してください。

8 セットアップ中に「セットアップメッセージ」が表示されます。
R"#y"÷ð�úµ��R"#y"÷�"R%S��ÁÂ¼ ����[OK]

	&�"&��R"#y"÷	LÍ��V�¼��

���%#y&R-�N��%#�ñ¨©¼ ���7J�RAS �¨©�º;

?��

ø-c�	Ø×9��"�¬,#�%d(!d� [!"#$%& ]	Ws��

�%#y&R-=%'-	¨©���%#	����V�¼���

9 「無効なディスプレイ設定」画面が表示されます。
�º;M��-÷�b­��tu�ÁÂ¼ ����R"#y"÷	LÍ��

V�¼��

M
���-÷�bpqb>	! �<0�?���"R%S�ÁÂ¼ ��

��b,-#%d��Ç¸���7J�

10  FAX モデムカード（FMV-532）ドライバをインストールします。
�b,-#%d¼ �������by�Â_"&-�ÁÂ¼ ������

²�?������ÁÂ¼ ���7J�

úµ�mM? FAX ���¶%p-FMV-FX5320pqb>	b,-#%d��

��

1 ServerWizard CDから作成した FMV-FX532モデムカード用
ドライバ（ V2.1.2.161.005）をフロッピィディスク ドライブ
にセットします。

2 エクスプローラを起動し「A:¥SETUP.EXE 」をダブルクリッ
クします。

3 画面の指示に従い FMV-FX532モデムカード用ドライバ
（V2.1.2.16 1.005）をインストールします。

4 インストール後、FMV-FX532モデムカード用ドライバ
（V2.1.2.16 1.005）を取り出します。
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5  [コントロールパネル ]の [ネットワーク ]をダブルクリック
します。
�!"#$%&���by�Â_"&-��=%'-�Àª	,-��

���%#y&R-=%'-�	,-���÷�(c� (P)�	&�"

&����

6「RAS デバイスの追加」のダイアログボックスが表示されるの
で、「COM3-FMV-FX532 」を選択し [OK]をクリックします。

7「リモートアクセスセットアップ」のダイアログボックスが表
示されるので、[続行 ]をクリックします。

8「ネットワーク」のダイアログボックスの [閉じる ]をクリッ
クします。

9 今すぐ再起動するかどうかのメッセージが表示されますので、
[はい ]をクリックします。

11 再起動後、「インストールされたモデム」のダイアログボックスが表示
され FMV-FX532 の状態は「モデムを確認することができませんでし
た。モデムの詳細を参照するには [詳細情報 ]をクリックしてくださ
い。」になっていますが [次へ ]をクリックし、セットアップを続行し
てください。

12  LAN ドライバを入れ替えます。

1 セットアップ中に「ハードウェア確認」のダイアログボックス
が表示されましたら、[変更 ]をクリックします。
�¬,#�%d(!d��ÁÂ¼ ���?��!"#$%&�	�ª

d&�"&����

�!"#$%&���by�Â_"&-��y�÷À�Àª	,-��

/6ÁÂ¼ ��0�Intel 82557-based Ethernet PCI Adapter�	,-

��[U� ]¹[|à0 ]	&�"&����

º�·Ø×9�0�N����"R%S�ÁÂ¼ ���?�[�� ]

	&�"&����

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
ようにメッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってか
ら、再起動してください。
SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合で、バックグラ
ウンドで初期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点
灯していますが、再起動は、可能です。

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
ようにメッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってか
ら、再起動してください。
SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合で、バックグラ
ウンドで初期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点
灯していますが、再起動は可能です。
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2 再起動後、LANドライバが無いためイベントログに複数のエ
ラーが記録されますが無視してください。

3 再度「ハードウェアの確認」のダイアログボックスが表示され
ましたら、[変更 ]をクリックします。
�¬,#�%d(!d��ÁÂ¼ ���?��!"#$%&�	�ª

d&�"&����

�!"#$%&���by�Â_"&-��y�÷À�Àª	,-��

[�� ]	&�"&����

[��-&Wx ]	&�"&��@¹ãä� LANpqb>�®ï'ï

	Ís�V�¼��LANpqb>�b,-#%dDE�Ä�0	


���6.6.1 Windows NT Server 4.0 ¶° LANpqb>�-d 209 �%S0

	òó��V�¼��

LANpqb>®ï'ï"��!"#$%&���by�Â_"&-�

�|à0�	&�"&����

�+QV�0���TCP/IP�÷�(c���by�Â_"&-�ÁÂ

¼ ���?�TCP/IP�(q�%À���úµ�2	­���V�

¼��

/�アドレス�：3?�?�?�4
サブネット�マスク：4<<�4<<�4<<�?
プライマリ�B/,��サーバー：3?�?�?�4
セカンダリ�B/,��サーバー：3?�?�?�4

4 今すぐ再起動するかどうかのメッセージが表示されますので、
[はい ]をクリックします。
Ø×923��*��Q�·�)�"¿%��-&	B����V�

¼��

13 セットアップ画面に戻り、画面の指示に従ってインストールを続行し
ます。

14 SBS 4.5のインストール後、ディスプレイドライバをインストールし
ます。
 [¬,#�%d(!d ]� [��-÷�b�­� ]?��-÷�bpqb>�

Ö×	Í����

ServerWizard CD �Qm©�� ES200 Display Driver V4.00.1381.2003 Disk#1� 

Disk#2�Q ATI RAGE XL AGP 2X	,-��tu�}Â�r��b,-#%d

	Í����

R»B�
X�ÁÂGT	úµ��
��­���V�¼��

注意�
再起動時の注意
インストールの途中で、セットアッププログラムが再起動する
ようにメッセージを表示します。この場合、1 分ほど待ってか
ら、再起動してください。
SCSI アレイコントローラカードをご使用の場合で、バックグラ
ウンドで初期化処理中はハードディスクのアクセスランプが点
灯していますが、再起動は、可能です。
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カラーパレット：7<<A7色
デスクトップ領域：>??× 7??

15 運用に入る前に「システム修復ディスク」を作成することをお勧めし
ます。
m©DE���( ø-c�¢j��-&�â���-d 179 �%S0	òó��

V�¼��

■ SBS 4.5インストール後の注意事項

úµ��SBS 4.5b,-#%d"�ÃÄd�	Â����

•  SBS 4.5��Windows NT 4.0 Service Pack 4úë	]¶�b,-#%d�M�?

V�¼��%9m�àá�M����

•  Service Pack ¯xð��pqb>	J%�0�N����"R%S�ÁÂ¼ 

0���������J%�M�?V�¼��

■ システム修復ディスクについて

SBS 4.5�R"#y"÷"����ø-c�¨©�Ö×"���ø-c�¢j��-

&�	m©��V�¼��º#�Windows NTø-c�)Obd�ø-c�¨©�


X�-À%#y"÷²�ÓÔÖ×MN���	«h�����¢j��-&î�

õ.��¢jÅÆ	Ws�� Q	Ø¨�?���� 

● 修復ディスクの作成方法

[用意するもの ]

• 2HD�ªq,&)�"¿���-&Î1w

1 フロッピィディスクに「システム修復ディスク」というラベル
を貼り、フロッピーディスクドライブにセットします。

2 Small Business Serverコンソールの [その他のタスク ]－ [

ディスクの管理 ]－ [システム修復ディスクの作成 ]をクリッ
クします。「システム修復ディスクを作成する」というヘルプ
が開きますので、ヘルプの指示に従ってシステム修復ディスク
の作成を行ってください。

● システムの修復方法

[用意するもの ]

• 2HD�ªq,&)�"¿���-&Î1w

• SBS 4.5 Disc1

• SBS 4.5 R"#y"÷��-&Î3w

• Windows NT ø-c�¢j��-&-îé?m©��ñ�0

[SBS 4.5のシステムを修復する前に ]

SBS 4.5�ãä¼ ��0�R"#y"÷��-& 2�?�ø-c��¢j�?��

7J�

úµ�mM�rs���R"#y"÷��-& 2�	®;����
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1 2HDフロッピィディスクに「システム修復用セットアップディスク
2」というラベルを貼り、フォーマットします。

2 「システム修復用セットアップディスク 2」に、SBSのセットアップ
ディスク 2を複写してください。

3 「システム修復用セットアップディスク 2」内の「WINNT.SIF」ファイ
ルを削除してください。

��?m©���ø-c�¢jxR"#y"÷��-& 2�	R"#y"÷��-

& 2�.N��Wx���ø-c�	¢j��V�¼��

[システムの修復方法 ]

1 電源投入前に作成したセットアップディスク 1を準備します。
R"#y"÷��-& 1	)�"¿���-&pqbª�R"#��=%>�

¤°	L!����

2 Windows NT Server セットアップ初期画面が表示されます。
R"#y"÷4�tu�}Â�rs��R"#y"÷��-&�¸%	Í��

��

3 Windows NT Server セットアップの「セットアップへようこそ」の画
面で、「R」キーを押して修復を選択します。
R"#y"÷tu��"R%S�rs��ø-c�	¢j����

CD-ROMpqb>�
X� SCSIpqb>�b,-#%d�â�����( b

,-#%dmM�-d 175 �%S0	òó��V�¼��

1 次のメッセージが表示されます。

B����
��,�セットアップ
'ファイル名 (は、セットアップがB����
��,�をインストールした
ときにコピーしたオリジナルのファイルではありません

��?��Ú [Esc]�%	f��)Obd	-�"÷��V�¼��

ñ��[A]�%���� [Enter]�%	f��)Obd	îA����

����ø-c��UE�9m�MVM��Øb,-#%d�Mh 

+M��7J�

2 自動的に再起動します。

ポイントポイントポイントポイント
• システムの修正を行うと、情報によっては新規インストー
ル状態に戻ってしまう場合があります。システムの修復後、
再設定する必要があります。

• SBS 4.5標準添付のアプリケーションについて、再インス
トールが必要になる場合があります。

• システムファイル、システム情報の損傷が大きい場合は、
SBS 4.5の再インストールが必要になる場合があります。
その場合は、「■ インストール手順」（→ 175 ページ）に
従って再インストールしてください。

• システムのコンポーネントを変更したり、追加したりした
場合、その度に修復ディスクを作成しなおしてください。
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■ SCSIアレイコントーラカード　管理ツールのインストール　（SCSI ア
レイコントローラカードをご使用の場合）

SCSI y�b¬,#�%q¶%p	�Wx����SCSI y�b¬,#�%q¶%p

�ãä�+��yd�rs��RAID�3�%d	b,-#%d��V�¼��

RAID�3�%d	b,-#%d�M���OSî?ÅÆ?�M�b[,#��Âé

_�YQM�MN�y�b�3F¼½�Í<�7J�

RAID�3�%d��úµ��%c��c���� �����

• DACMON(Disk Array Controller Monitor)ユーティリティ
��-&y�b�¼½	Í����

• DACADM(Disk Array Controller Administration)ユーティリティ
��-&y�b��3	Í�����%c��c�?��

• HDDチェックスケジューラ
��-&y�bìµ�ø-c�pqbª�#²8�²x"&	��P�Í��

��

• SMARTMONユーティリティ
v%p��-&�»É³´·4-S.M.A.R.T0�X0ÅÆ	¼½����

• バッテリ情報
>"c�>"&y"÷��"#�>"c�þ§�ÁÂ�YZ���2�ÁÂ


X�Ö×	Í�����%c��c�?��

• BGIステータス
>"&Âqw,p4�¯23-BGI0�}µ	ÁÂ����

	
��SCSI y�b¬,#�%q¶%p�ãä�BCSåA	òó��V�¼��
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6.4.5 SCSIオプション装置の搭載時の注意事項

ý��³´µ��-&��"#	�ê�0�������$ SCSI ö÷øù,IJ

-v%p��-&�«'!"#�³´µ��-&��"#MN0	¬­�0����

úµ�ýþ��Ä��V�¼��

■ システム区画のファイルシステムについて

R"#y"÷²�)Obdø-c�� NTFS 	,-�����)Obdø-c��

U�VÖ%¼ M���������

������úµ�mM?�)Obdø-c�	 NTFS �Ö%��V�¼��

1 セットアップ終了後、システムを再起動します。
-��¼½?��)Obdø-c�� FAT?�0

2 システム管理者としてログオンします。

3 コマンドプロンプトを起動し、次のように入力して [ Enter] キーを押
します。

���������%�+#�%��#��+��'�����(

4 コマンドラインに次のメッセージが表示されます。

ファイルシステムの種類は 6$��です。
��������で �%ドライブへの排他的アクセスを実行できないため、現時点
では変換できません。次回のシステム再起動時にドライブの変換をスケ
ジュールしますか（E+,�）？

[Y]�%	!5�0�����"R%S�ÁÂ¼ ���

次回のシステム再起動時に、変換は自動的に実行されます。

5 メッセージを確認して、システムを再起動します。
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■ ドライブ文字の割り当てについて

SCSI ö÷øù,IJ	KL�����pqbª^a�! �N0��������

SCSI ö÷øù,IJ	KL�0�����ÚWindows NT �R"#y"÷	���

��Q��-&ypz�-#�%À	×9����-&�¨©	õ.���QKL

��V�¼��

［ディスクの構成情報の保存方法］
��-&�¨©	õ.�0���v%p��-&�¨©	Ö×�0� ����

���Wx�Z[��s�J(%c�øù,	m©���Qf�(%c�øù,

	U������-&�¨©ÅÆ	õ.����

1 システム管理者としてログオンします。

2 ディスクアドミニストレータを起動します。
v%p��-&��Wx�Z[	,-��[ (%c�øù, ] ���%�Q [ m

© ] 	,-����

ÅÆ��by�Â�ÁÂ¼ �Q�[ �� ] 	&�"&����

3 プライマリパーティションの作成ダイアログが表示されます。
m©�0(%c�øù,=b9	}����[ OK] 	&�"&����

m©��(%c�øù,	,-���[ (%c�øù, ] ���%�Q [ U� ] 

	,-����

4 ディスクアドミニストレータを終了します。
ÅÆ��by�Â�ÁÂ¼ 0�?�[ �� ] 	&�"&����

5 ［ディスクアドミニストレータ］ダイアログが表示されたら、[ OK] を
クリックします。

6 システムをシャットダウンして本体の電源を切ってから、外付けオプ
ション SCSI 装置を接続します。

7 本体の電源を入れて、システムを起動します。

º#pqbª^a�! �Ns���s�����SCSI ö÷øù,IJ	�s�J

B����ø-c�	Ø×9����-&ypz�-#�%À	×9��pqbª

^a	Ö×���Q�SCSI ö÷øù,	B�äh�V�¼��
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6.4.6 内蔵ハードディスクユニット (IDE)の UltraDMA/33モードへの変
更について

@=%>�ý�v%p��-&��"# (IDE)	�ê���0���ý�v%p

��-&��"# (IDE)	 UltraDMA/33�%p?9m¼70���?����

úµ��UltraDMA/33�%p��Ö×²�ÃÄd��mM�â��Så����

■ 注意事項

• BIOSR"#y"÷�%c��c�?úµ����­�¼ ��0��	ÅÆ

��V�¼��

@����Ö×Ý����?��?�{E�­�2	ÅÆ�0�h?�Ö×Ý

 ?��

��Disk Drives����%�i IDEpqbª��Advanced PIO Mode��

�Auto�

��Disk Drives����%�i IDEpqbª��DMA Transfer Mode��

�Auto�

• Windows NT Server 4.0x Service Pack 4úû�� ?��

• Ultra DMA/33�%p�Ö×�0ë����v%p��-&�ýþ	>"&y"

÷��V�¼��

■ Ultra DMA/33モードへの変更手順 [ディスクの構成情報の保存方法 ]

1 Windows NT Server 4.0用 Service Pack 4以降の CD-ROMを CD-

ROMドライブにセットします。

2 「スタート」メニューから「ファイル名を指定して実行」を選択しま
す。
[�ë ]��úµ�¬+,p	!5��[OK]	,-����-CD-ROMpqb

ª� Dpqbª���0

�%F�A>7F� �����0��
�

"dmacheck.exe"�.Í¼ ���

3 「ATAPI DMAサポート」ダイアログボックスが表示されます。
IDE/ATAPI²«!d¾��DMA@�}~��ö÷øù,_À,�ÁÂ¼ 0

�?�DMAG 	Í���²«!d�ö÷øù,_À,��ñ;�	²x"

&����

4 設定後、[OK]を選択します。

5 DMAを有効に設定した場合、システムのバックアップを推奨する警告
メッセージが表示されます。
����	,-�������>"&y"÷���M��������<�	,

-���>"&y"÷"�ØB "dmacheck.exe"	.Í��V�¼��

6 確認のメッセージが表示され、DMAモードでの動作が可能となりま
す。
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6.5 NetWareのインストール

NetWare 5�NetWare 4.2
X� NetWare 3.2J�b,-#%dDE
X�ÃÄd��

â��Så����

6.5.1 インストールの前に

NetWare 5�NetWare 4.2
X� NetWare 3.2J	b,-#%d�0ë��úµ���

	ÅÆ����

• 必要なドライバディスクの作成
b,-#%d²�� Mpqb>-«)#wxy0��ServerWizard CD�"

#¼ ��0ñ�������

b,-#%dë� ServerWizard CD	Wx��pqb>)�"¿���-&	

m©��V�¼��pqb>��-&�m©DE�â�����6.1.2 Wx�0

pqb>�m©DE�-d 153 �%S0	òó��V�¼��

6.5.2 インストールに必要なソフトウェア 

� Q�ñ��f�s��0��m§	*�0ë�ÅÆ��V�¼��

Wx�0pqb>�â�����6.1.2 Wx�0pqb>�m©DE�-d 153 �%

S0	òó��V�¼��

ソフトウェア媒体名称 用途 使用する OS

NetWare 5

（ライセンスディスク &CD-ROM）
OS NetWare 5

NetWare 4.2

(ライセンスディスク &CD-ROM)

OS NetWare 4.2

NetWare 3.2J

（ライセンスディスク &CD-ROM）
OS NetWare 3.2J

SBLD410J, NetWare3.12J 2000年対応
パッチモジュールパック 3以降

パッチモジュール NetWare 3.2J

DSKDR1JA以降 , LANDR9J以降 パッチモジュール NetWare 3.12J/V

（NetWare 3.2Jでは不要）
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6.5.3 インストールの流れ

NetWare 5 / NetWare 4.2 / NetWare 3.2J�b,-#%d��úµ�M�?Í����

1 ハードディスクユニットの区画設定と DOS基本ファイルのコピー

2 SCSIディスクドライバとネットワークドライバのコピー（NetWare 

3.2Jのみ）

3 OSのインストール
186 第 6章 ソフトウェアのインストール



6

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

6.5.4 NetWare 5のインストール

��?��NetWare 5-CD-ROM<0	4��=%>�b,-#%d�0DE�â

��Så����-úµ�Så?��=%>@¹�a®.I� IDE¬,#�%qì

µ����=%>@¹��ê�� SCSI¶%p� SCSIÈ-#¬,#�%qìµ�

NetWare	b,-#%d�0v%p��-&��"#�KL¼ ��0IJ	¶ª

�������0

■ インストール時の留意事項

• �%À�>"&y"÷

b,-#%d²�v%p��-&��"#�)*%+"#	Í����f��

��v%p��-&��"#ý�ôØM�%À��� ��0����dë�

>"&y"÷��
��V�¼��

• ö÷øù,¶%pË9Æ�²��"R%S

ö÷øù, SCSI¶%p�0�� SCSIy�b¬,#�%q¶%p	���ê�

0��v%pwxy�Ë9@�²�úµ��"R%S�ÁÂ¼ 0�����

���

メッセージ
「�
���#����	 はデバイスのスキャンに必要な ,B�$�,.�の問い合わせ関
数を登録できませんでした。���を自動検出できません。「追加ドライバの
ロード」を選択して ���を選んでください。2�
���#��1<1<4=5」

f�����NetWare� STARTUP.NCF)Obd�úµ��%p^	����

=%>	Ø×9��V�¼��

	������������� 

■ ハードディスクユニットの区画設定と DOS基本ファイルのコピー

1 ハードディスクユニットの区画設定を行います。
NetWare 5� CD-ROM(Operating System)	=%>@¹� CD-ROMpqbª�

R"#��=%>	Ø×9����DOS�×9��NetWare 5�b,-#%q

�×9����

2 「Select this line to install in Japanese」を選択します。

3 「Read License Agreement」の内容を確認し、「Accept License 

Agreement」を選択します。

4 DOSの基本ファイルをコピーするためのハードディスクユニットの領
域（区画）を作成します。
�Create a New Boot Partition�	,-�������Options���Modify�	,

-���Enter new DOS Partition size (in MB)�?� Mþ§�O@ DOSZ[	Å

õ����

5 区画の設定を終えたら、「Continue」を 2回選択し、サーバを再起動し
ます。
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■ OSのインストール

1 再び NetWare 5のインストーラが起動します。

2 インストーラの指示に従って、作業を進めていきます。

3 ディスクドライバをインストールします。
• IDEv%p��-&�b,-#%d�0��

�é>y�÷À���IDEATA.HAM��ÁÂ¼ ��0��	ÅÆ�

���

• SCSIv%p��-&�b,-#%d�0��

�é>y�÷À���IDEATA.HAM���AIC78U2.HAM��ÁÂ¼ �

�0��	ÅÆ����

4 ネットワークドライバをインストールします。
• IDEv%p��-&�b,-#%d�0��

�é>�>b-���IDEHD���IDECD��ÁÂ¼ ��!"#$%&

_%p���E100B��ÁÂ¼ ���

• SCSIv%p��-&�b,-#%d�0��

�é>�>b-���IDECD���SCSIHD��ÁÂ¼ ��!"#$%

&_%p���E100B��ÁÂ¼ ���

5 以降、インストーラおよび、NetWare 5に添付されたマニュアルの指
示に従って、NetWare 5のインストールを続行します。

■  インストール後の留意事項

• NetWare 5	b,-#%d"�NetWare 5x��W("²�S�%d	¯x��

V�¼��

• NetWare?zq%�,Â	Í�����v%p��-& 3±úî�X0zq%

�,Â­��?��7J�v%p��-& 2±?�zq%�,Â�­���V

�¼��

• NetWare 5� AUTOEXEC.NCF?�NetWare 5���Àtu�MONITOR.NLM�

� NetWare for FNA���Àtu�FJCMMON.NLM�	éü�0����

�MONITOR.NLM�	=%> ID�â"�éü��V�¼��

������ ��G����H�I��1:

�����/���E,����8��H��/,@.�

���・
���・
������/��DDDDDDD

��,/��*

JJJJJJJ
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• NetWare 5	b,-#%d"�LANpqb>	 E100B.LAN�Q CE100B.LAN

�Ö×��V�¼��

1 コンソール画面で NWCONFIGを起動し、「ドライバオプショ
ン」の「ネットワークドライバの設定」を選択します。

2「選択したドライバのアンロード」を選択し、「E100B」を選択
します。

3「追加ドライバのロード」を選択し、「CE100B」を選択しま
す。
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6.5.5 NetWare 5のインストール (SCSIアレイコントローラカード使用
時）

��?��NetWare 5-CD-ROM<0	4��=%>�b,-#%d�0DE�â

���SCSIy�b¬,#�%q¶%p	�ê�����ÃÄd��ï	Så��

��

SCSIy�b¬,#�%q¶%p�ê²��NetWare�b,-#%d�5ð?��Ú

SCSIy�b¬,#�%q¶%ppqb>	b,-#%d�0� ������-ú

µ�Så?��SCSIy�b¬,#�%q¶%pìµ� NetWare	b,-#%d�0

v%p��-&��"#�KL¼ ��0IJ	¶ª�������0

■ インストール手順

1 ハードディスクユニットの区画設定、DOS基本ファイルのコピーを行
い、NetWare 5のインストーラを起動します。
���?�mM�â�����6.5.4 NetWare 5�b,-#%d�-d 187 �%S0

	òó��V�¼��

2 インストーラの指示に従って、作業を進めていきます。

3 ディスクドライバが検出されます。
�é>y�÷À���IDEATA���MDAC��ÁÂ¼ ���

4 既に組み込まれているドライバを選択解除します。
�é>y�÷À��¶%«d	�N7��Enter�	f����¼Q�

�MDAC.HAM��¶%«d	�N7�[Del]�%	f����

5 ディスクドライバをインストールします。
pqb>���	,-�0����Insert��%	f���-#�M�pqb>

	,-�0����Insert]�%	f����¼Q��4�(-	}��0��

�F3��%	f����

6 フロッピィディスクドライブに「NetWare Disk」を挿入し、以下のコ
マンドを入力します。

$%&,B�*/C�*�'�����(

��-&pqb>�¬¿%¼ ��pqb>����IDEATA.HAM�

�MDAC.HAM��ÁÂ¼ ���

7 「追加ドライバオプション」の「ドライバサマリに戻る」を選択し、イ
ンストールを続行します。

8 ネットワークドライバをインストールします。
�é>�>b-���IDECD���SCSIHD��ÁÂ¼ ��!"#$%&_%p�

��E100B��ÁÂ¼ ���

9 以降、インストーラおよび、NetWare 5に添付されたマニュアルの指
示に従って、NetWare 5のインストールを続行します。
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■  インストール後の留意事項

• NetWare 5	b,-#%d"�NetWare 5x��W("²�S�%d	¯x��

V�¼��

■  管理ツールの AUTOEXEC.NCFファイルへの登録

SCSIy�b¬,#�%q��%c��c�	b,-#%d�����NetWare Disk�

	�!��=%>¬,«%dtu�Qúµ�¬+,p	!5����

�%F�
���	�F�����		　'�����(

NetWare� AUTOEXEC.NCF)Obd�úµ�Í	����V�¼��

����� 

��� ��

NetWare� AUTOEXEC.NCF)Obdý��STARTX.NCF���J	�#LOAD 

GAMSETSZ -f sys:¥public¥mylexdrv.siz��ÍX�ñµ�M0X��A�%<�V�

¼��

■  SCSIアレイコントーラカード　管理ツールのインストール　（SCSI ア
レイコントローラカードをご使用の場合）

SCSI y�b¬,#�%q¶%p	�Wx����SCSI y�b¬,#�%q¶%p

�ãä�+��yd�rs��RAID�3�%d	b,-#%d��V�¼��

RAID�3�%d	b,-#%d�M���OSî?ÅÆ?�M�b[,#��Âé

_�YQM�MN�y�b�3F¼½�Í<�7J�

RAID�3�%d��úµ��%c��c���� �����

• DACMON(Disk Array Controller Monitor)ユーティリティ
��-&y�b�¼½	Í����

• DACADM(Disk Array Controller Administration)ユーティリティ
��-&y�b��3	Í�����%c��c�?��

• HDDチェックスケジューラ
��-&y�bìµ�ø-c�pqbª�#²8�²x"&	��P�Í��

��

• SMARTMONユーティリティ
v%p��-&�»É³´·4-S.M.A.R.T0�X0ÅÆ	¼½����

• バッテリ情報
>"c�>"&y"÷��"#�>"c�þ§�ÁÂ�YZ���2�ÁÂ


X�Ö×	Í�����%c��c�?��

• BGIステータス
>"&Âqw,p4�¯23-BGI0�}µ	ÁÂ����

	
��SCSI y�b¬,#�%q¶%p�ãä�BCSåA	òó��V�¼��
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6.5.6 NetWare 4.2のインストール

��?��NetWare 4.2-CD-ROM<0	4��=%>�b,-#%d�0DE�â

��Så����-úµ�Så?��=%>@¹�a®.I� IDE¬,#�%qì

µ����=%>@¹��ê�� SCSI¶%p� SCSIÈ-#¬,#�%qìµ�

NetWare	b,-#%d�0v%p��-&��"#�KL¼ ��0IJ	¶ª

�������)

■ インストール時の留意事項

• �%À�>"&y"÷

b,-#%d²�v%p��-&��"#�)*%+"#¼ ���f��

��v%p��-&��"#ý�ôØM�%À��� ��0����dë�

>"&y"÷��
��V�¼��

• NetWare 4.2b,-#%d²����Æ�

[NetWare 4.2��� ]

NetWare 4.2b,-#%d²���ê�����`�	Æ�?�M������

���f�����b,-#%dð��SERVER.EXE×9"��Alt�g�Esc�

?¬,«%dtu�I9���REGISTER MEMORY¬+,p?���	Æ�

¼7��-IntranetWare	�Wx������ ���7J0�

REGISTER MEMORY¬+,p�â����NetWare�ö,qb,+��yd

	òó��V�¼��

• 8.4GB	í<0 IDEv%p��-&�Wx²��Äd�

[IntranetWare��� ]

8.4GB	í<0 IDEv%p��-&� IntranetWare	b,-#%d�0���

úµ�mM?Ís�V�¼�-NetWare 4.2	�Wx������ ���7

J0�

1 IntranetWare用の最新パッチモジュール (IWSP6BJ以降 )内
の IDEHD.CDMファイルをハードディスクの任意のディレク
トリ（本説明では、「C」ドライブのルートディレクトリ）に
コピーします。

�%F"��8���%F�8��07�F8�������F���AA3F����� 

F�������� ��%F�'�����(

（��1*��ドライブが �ドライブで、パッチモジュール
/B��7)Iを使用した場合）

2「■ OSのインストール」（→ 195 ページ）」の手順に従い、イ
ンストールを開始します。

3 ディスクドライバ選択画面で、[Alt]+[Esc]キーでサーバコン
ソール画面を切り替えます。

4 以下のコマンドを入力します。

	�����%F�������� �'�����(
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5 [Alt]+[Esc]キーでインストール画面に戻ります。「■ OSのイ
ンストール」（→ 195 ページ）の手順に従い、そのまま最後ま
でインストールを続行します。

6 インストールを完了したら、DOSプロンプトにて idehd.cdm

ファイルをサーバのブートディレクトリにコピーします。

�%F"��8���%F�8����F�������� ��%F�
�������'�����(

■ ハードディスクユニットの区画設定と DOS基本ファイルのコピー

［NetWare 4.2の場合］

1 ハードディスクの区画設定を行います。
NetWare 4.2ãä�qbR,-��-&	=%>@¹�)�"¿���-&pq

bª�R"#��¤°	L!����DOS�×9��b,-#%q�×9��

��

2 メッセージに従い、基本 DOS領域を作成し、DOS基本ファイルのコ
ピーを行います。

3 CONFIG.SYSファイル /AUTOEXEC.BATファイルを編集します。
インストール中の CONFIG.SYS / AUTOEXEC.BAT編集画面で、それ
ぞれのファイルの最後に以下の行を追加し、保存します。

'��,6/@��E�(

��C/��H�%F��K$�$�/��E��+�%��K?3

'$����D���)$�(

,B���D�+�%��K?3�+�%A4

4 CD-ROM用ドライバをインストールします。
)�"¿���-&	 ServerWizard CD�Qm©�� ES200 CD-ROM Driver 

V1.29 Disk#1�¸%��úµ�¬+,p	!5����

$%F"��8���%F���� F��K���8�������%F�'�����(

5 ES200 CD-ROM Driver V1.29 Disk#1を取り出し、再起動します。

［IntranetWareの場合］

1 ハードディスクユニットの区画設定を行います。
IntranetWareãä�qbR,-��-&	=%>@¹�)�"¿���-&p

qbª�R"#��¤°	L!����DOS�×9����

2 FDISKを起動します。
úµ�¬+,p	!5����

$%F"#���0　'�����(
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3 DOSの基本ファイルをコピーするためのハードディスクユニットの領
域（区画）を作成します。

• ×9v%p��-&��"#	,-����

=%>@¹�eT�v%p��-&pqbª	KL���0����

�Select alternate fixed disk�����Q�à�×9v%p��-&pq

bª	,-��
����{E���Partitions on 1st hard disk��ÁÂ

¼ ��0}~?m§	l����

• O@ DOSZ[	m©����

�1) Create DOS partition�	,-�����1) Create DOS primary 

partition�	,-�����"R%S�rs��� Mþ§�O@

DOSZ[	Åõ����

4 区画の設定を終えたら、[Esc]キーを押し、FDISKを終了します。
IntranetWareãä�qbR,-��-&	)�"¿���-&pqbª��!

�����o��%	f���=%>	Ø×9����

5 DOSプロンプト（A:�>）が表示されたら、続いて DOS基本ファイル
のコピーを行います。

6 FORMATを実行します。
úµ�¬+,p	!5����

$%F"#�� ����%�+��+
　'�����(

7 さらに、「WARNING All existing data on non-removable disk C:will be 

destroyed! Continue(Y/N)?」と確認メッセージが表示されるので、[Y]

を選択します。
v%p��-&-Cpqbª0�)*%+"#��"�DOSø-c�)Obd

�¬¿%¼ ���

8 ライセンスディスクから、DOSの基本ファイルを DOS区画にコピー
します。
úµ�¬+,p	!5����

$%F"��8��#���0��� ��%F�'�����(

$%F"��8��#�� ����� ��%F�'�����(

$%F"��8��������� ��%F�'�����(

$%F"��8��0������ ��%F�'�����(

$%F"��8���
���
��
���%F�'�����(

$%F"��8��0�������������%F�'�����(

9 CONFIG.SYSファイルを編集します。
úµ�¬+,p	!5����

$%F������%F���#�������'�����(

�File - c:Fconfig.sys Create new file?��ÅÆ�"R%S�ÁÂ¼ 0�?�[OK]

	,-����
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10 以下の例のようにファイルを作成します。

'��,6/@��E�(

6/.��H34

)�66�*�H3<

.$���*/C�HG

��C/��H�%F��K$�$�/��E��+�%��K?3

11「File」メニューの「Exit」を選択します。さらに、「File - c:�config.sys 

has been altered.Do you wish to save it」のメッセージで「Yes」を選択
します。

12 また、手順 9～ 11と同様に、C:￥AUTOEXEC.BATファイルも以下
の例のように作成します。

'$����D���)$�(

L��9���66

�*�����M�M@

�%FN�E)�����I�

�%F,B���D��D��+�%��K?3�+�%A4

13 次に CD-ROM用 DOSドライバをインストールします。
)�"¿���-&	 ServerWizard CD�Qm©�� ES200 CD-ROM Driver 

V1.29 Disk#1�¸%��úµ�¬+,p	!5����

$%F"��8���%F��K���8�������%F�'�����(

14 ES200 CD-ROM Driver V1.29 Disk#1を取り出し、再起動します。

■ OSのインストール

v%p��-&��"#��t­�
X� DOSO@)Obd�¬¿%�����

Q��� OS�b,-#%d	Í����

1 NetWare 4.2の CD-ROM（#1 Operating System）を CD-ROMドライ
ブにセットします。

2 CD-ROMドライブにカレントを移します。
úµ�¬+,p	!5����

�%F"�%�'�����(��（��1*��ドライブが �ドライブの場合）
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3 NetWare 4.2のインストーラを起動します。
[NetWare4.2��� ]

úµ�¬+,p	!5����

�%F"�����		�'�����(

[IntranetWare��� ]

IntranetWare�b,-#%d��-&	)�"¿���-&pqbª�R"#

��úµ�¬+,p	!5����

�%F"�%�����		����	����'�����(

4 インストーラの指示に従って、作業を進めていきます。

5 カスタムインストールを選択します。
[NetWare 4.2の場合 ]

�b,-#%dDE�,-��tu?�¶-À�b,-#%d�	,-����

[IntranetWareの場合 ]

�Select the type of installation you are performing��tu?��Custom installation of

NetWare 4.11�	,-����

6 [IntranetWareの場合 ]ハードウェアが検出されたら、リスト表示のた
めに、［Enter］を押します。
��?��pqb>	®ï'�M��?��F10�	f������zm	�r

V�¡����

7 ディスクドライバをインストールします。
���-&
X� CD-ROMpqb>�	,-���=%>pqb>c��-&

pqb>�,-��tu?��-#�M�pqb>�b,-#%d	,-�0

����Insert��%	f����¼Q��4�(-	}��0���F3��%

	f����

8 SCSIハードディスクにインストールを行っている場合は、フロッピィ
ディスクドライブに SCSI Card (GP5-126/127) Drivers Disk を挿入し、
以下のコマンドを入力します。

$%F,��B$*��'�����(

9 ディスクドライバを選択します。
�b,-#%d�0pqb>�,-c���-#�Q�AIC78U2.HAM��¶%

«d	�N7�[Enter]�%	f������-&pqb>�¬¿%��*¼ 

�����zm	 2rV�¡����

10 [NetWare 4.2の場合 ]検出されたネットワークドライバを選択解除し
ます。
�!"#$%& (LAN)pqb>�	,-���,-��pqb>�,-R��	

,-���E100B�	,-����
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11 ネットワークドライバをインストールします。
�!"#$%& (LAN)pqb>�	,-���=%>pqb>c!"#$%&p

qb>�,-��tu?���-#�M�pqb>�b,-#%d�	,-�

0����Insert��%	f����¼Q��4�(-	}��0���F3�

�%	f����

12 フロッピィディスクドライブにサーバ本体添付の LANドライバディス
クを挿入します。
úµ�¬+,p	}�����

$%F,B��*C�*�'�����(

13 ネットワークドライバを選択します。
�b,-#%d�0pqb>�,-c���-#�Q�E100B.LAN��¶%«

d	�N7�[Enter]�%	f����!"#$%&pqb>�¬¿%��*¼

 ���

14「サーバドライバ：ネットワークドライバパラメータの選択」におい
て、必要なパラメータをすべて設定します。

15 パラメタの設定を終えたら、[F10]キーまたは [Esc]キーを押し設定を
保存します。

16 以降、インストーラおよび NetWare 4.2に添付されたマニュアルの指
示に従って、NetWare 4.2のインストールを続行します。
NetWare 4.2�b,-#%d	�<�Q�DOS��CONFIG.SYS�)Obd�

éü¼ � ATAPI CD-ROMpqb>Ä���e^�£@�)*,#pqb>�

�HIMEM.SYS�
X��AUTOEXEC. BAT�)Obd�ð�éü¼ �

NWCDEXÄ���e^	�`�º;��0�����U���V�¼��

ポイントポイントポイントポイント
オンボード LANのNetWare 4.2サーバドライバのサポートする
パラメータは次の 6種類です。

• FORCEDUPLEX

• SLOT

• SPEED

• NODE

• FRAME

• TXTHRESHOLD

各パラメータの詳細は、オンラインヘルプの NetWareサーバド
ライバ関連のセクションをご覧ください。
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■ インストール後の留意事項

• NetWare 4.2	b,-#%d"�NetWare 4.2x��W("²�S�%d	!m

��¯x��V�¼��

• ö,_%p LAN	��� 4¿À� LAN	KL�����NetWare�

�STARTUP.NCF��úµ�(q�À	����V�¼��

���� ��� � �8��0�������������##����H�4??

• NetWare?zq%�,Â	Í�����v%p��-& 3±úî�X0zq%

�,Â­��?��7J�v%p��-& 2±?�zq%�,Â�­���V

�¼��

• SBACKUP	Wx�0����úµ�mM?Ís�V�¼��

�Intranet Ware����

1 サーバコンソール画面から、「NWASPI.CDM」、
「ASPITP.DSK」をロードします。

2 SBACKUPを起動します。
�NetWare 4.2����

1 サーバコンソール画面から、「NWASPI.CDM」、
「NWTAPE.CDM」をロードします。

2 SBACKUPを起動します。
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6.5.7 NetWare 4.2のインストール（SCSIアレイコントローラカード使
用時）

��?��NetWare 4.2-CD-ROM<0	4��=%>�b,-#%d�0DE�â

���SCSIy�b¬,#�%q¶%p	�ê�����ÃÄd��ï	Så��

��

SCSIy�b¬,#�%q¶%p�ê²��NetWare�b,-#%d�5ð?��Ú

SCSIy�b¬,#�%q¶%ppqb>	b,-#%d�0� ������-ú

µ�Så?��SCSIy�b¬,#�%q¶%pìµ� NetWare	b,-#%d�0

v%p��-&��"#�KL¼ ��0IJ	¶ª�������0

■ インストール手順

1 ハードディスクユニットの区画設定、DOS基本ファイルのコピーを行
い、NetWare 4.2のインストーラを起動します。
���?�mM�â�����6.5.6 NetWare 4.2�b,-#%d�-d 192 �%

S0	òó��V�¼��

2 インストーラの指示に従って、作業を進めていきます。

3 ディスクドライバが検出されます。
�é>y�÷À���IDEATA���MDAC��ÁÂ¼ ���

4 [NetWare 4.2の場合 ]検出されたドライバを選択解除します。
���-&
X� CD-ROMpqb>�	,-�������,-��pqb>

�,-R��	,��¼Q��MDAC.HAM��¶%«d	�N7�[Enter]

�%	f����

5 ディスクドライバをインストールします。
pqb>���	,-�0����Insert��%	f���-#�M�pqb>

	,-�0����Insert��%	f����¼Q��4�(-	}��0��

�F3��%	f����

6 フロッピィディスクドライブに「NetWare Disk」を挿入し、以下のコ
マンドを入力します。

$%F,B�*/C�*�'�����(

�b,-#%d�0pqb>�,-c��-#�Q�MDAC.HAM��¶%«d

	�N7�[Enter]�%	f������-&pqb>�¬¿%¼ ��pqb

>����IDEATA.HAM��MDAC.HAM��ÁÂ¼ ���

7 以降、インストーラおよび、NetWare 4.2に添付されたマニュアルの
指示に従って、NetWare 4.2のインストールを続行します。
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■ インストール後の留意事項

• NetWare 4.2	b,-#%d"�NetWare 4.2x��W("²�S�%d	¯x

��V�¼��

• ö,_%p LAN	��� 4¿À� LAN	KL�����NetWare�

�STARTUP.NCF��úµ�(q�%À	����V�¼��

���� ��� � �8��0�������������##����H�4??

• NetWare?zq%�,Â	Í�����v%p��-& 3±úî�X0zq%

�,Â­��?��7J�v%p��-& 2±?�zq%�,Â�­���V

�¼��

• SBACKUP	Wx�0����úµ�mM?Ís�V�¼��

�Intranet Ware����

1 サーバコンソール画面から、「NWASPI.CDM」、
「ASPITP.DSK」をロードします。

2 SBACKUPを起動します。
�NetWare 4.2����

1 サーバコンソール画面から、「NWASPI.CDM」、
「NWTAPE.CDM」をロードします。

2 SBACKUPを起動します。

■ 管理ツールの AUTOEXEC.NCFファイルへの登録

SCSIy�b¬,#�%q��%c��c�	b,-#%d�����NetWare Disk�

	�!��=%>¬,«%dtu�Qúµ�¬+,p	!5����

�%F�
���	�F�����		�'�����(

NetWare� AUTOEXEC.NCF)Obd�úµ�Í	����V�¼��

����� 

��� ��

NetWare� AUTOEXEC.NCF)Obdý��LOAD DRIVERS\NWASPI.CDM�	

�LOAD NWASPI.CDM��A�%<�V�¼��

■ SCSIアレイコントーラカード　管理ツールのインストール　（SCSI ア
レイコントローラカードをご使用の場合）

SCSI y�b¬,#�%q¶%p	�Wx����SCSI y�b¬,#�%q¶%p

�ãä�+��yd�rs��RAID�3�%d	b,-#%d��V�¼��

RAID�3�%d	b,-#%d�M���OSî?ÅÆ?�M�b[,#��Âé

_�YQM�MN�y�b�3F¼½�Í<�7J�
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RAID�3�%d��úµ��%c��c���� �����

• DACMON(Disk Array Controller Monitor)ユーティリティ
��-&y�b�¼½	Í����

• DACADM(Disk Array Controller Administration)ユーティリティ
��-&y�b��3	Í�����%c��c�?��

• HDDチェックスケジューラ
��-&y�bìµ�ø-c�pqbª�#²8�²x"&	��P�Í��

��

• SMARTMONユーティリティ
v%p��-&�»É³´·4-S.M.A.R.T0�X0ÅÆ	¼½����

• バッテリ情報
>"c�>"&y"÷��"#�>"c�þ§�ÁÂ�YZ���2�ÁÂ


X�Ö×	Í�����%c��c�?��

• BGIステータス
>"&Âqw,p4�¯23-BGI0�}µ	ÁÂ����

	
��SCSI y�b¬,#�%q¶%p�ãä�BCSåA	òó��V�¼��
6.5 NetWareのインストール 201



6.5.8 NetWare 3.2Jのインストール

��?��NetWare 3.2J-CD-ROM<0	4��=%>�b,-#%d�0DE�

â��Så����M
�NetWare 3.2J	b,-#%d�0���NetWare 3.12J/V

�b,-#%d"�NetWare 3.2J Enhancement Pack	¯x����-úµ�Så?

��=%>@¹�a®.I� IDE¬,#�%qìµ����=%>@¹��ê��

SCSI¶%p� SCSIÈ-#¬,#�%qìµ� NetWare	b,-#%d�0v%p

��-&��"#�KL¼ ��0IJ	¶ª�������0

■ ハードディスクユニットの区画設定と DOS基本ファイルのコピー

v%p��-&��"#��t­��DOSO@)Obd�¬¿%�
X� CD-

ROMpqb>�b,-#%d	Í�����6.5.6 NetWare 4.2�b,-#%d��

�( v%p��-&��"#��t­�� DOSO@)Obd�¬¿%�-d 193 

�%S0��IntranetWare�����mM	òó��V�¼��

M
�f���� IntranetWareãä�qbR,-��-&?�MV�("²�

S�%d� SBLD410J	�WxV�¼��

■ ディスクドライバとネットワークドライバのコピー

1 ディスクドライバを任意のディレクトリ（本説明では、「C」ドライブ
のルートディレクトリを使用）にコピーします。

［SCSIハードディスクにインストールする場合］
)�"¿���-&pqbª�=%>@¹ãä�GP5-127pqb>��-&	�

!��"�úµ�¬+,p	!5����

�%F"��8���%F,��B���FO�O�'�����(

2 ネットワークドライバを任意のディレクトリにコピーします。
)�"¿���-&pqbª� ServerWizard CD�Qm©�� GP5-185 LAN 

Driver V5.1L10	�!��"�úµ�¬+,p	!5����

�%F"��8���%F�
������F�3??��	����'�����(

■ OSのインストール

�� OS�b,-#%d	Í����

1 NetWare 3.12J/Vの CD-ROMを CD-ROMドライブにセットします。
0���� CD-ROMpqbª�¶�,#	I����

úµ�¬+,p	!5����

�%F"�%�（��1*��ドライブが �ドライブの場合）
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2 NetWare 3.12J/Vのインストーラの実行ファイルが格納されている
ディレクトリにカレントを移します。
úµ�¬+,p	!5����

�%F"����
A34P��'�����(

�%F�
A34P"������������'�����(

3 NetWare 3.12J/Vのインストーラを起動します。
úµ�¬+,p	!5����

�%F,BA34IF,/9�,@�"�����		��'�����(

4 サーバのブートシステムタイプを選択します。
�English�	,-�0����2�	!5����L����Press any key to 

continue...��ÁÂ¼ �Q��Enter��%	f����

5 サーバタイプを選択します。
�English DOS (106keyboard)�	,-�0����4�	!5����L���

�Press any key to continue...��ÁÂ¼ �Q��Enter��%	f����

6 以降、インストーラおよび NetWare 3.12J/Vに添付されたマニュアル
の指示に従って、作業を進めていきます。

7 Serverが起動し、「NetWare 3.12Jサーバインストール」の画面が起動
したところで、いったんサーバを終了します。
 [Alt]+[Esc]?¬,«%dtu�I��úµ�X��!5����

（サーバ名）：��
��'�����(

（サーバ名）：�
���'�����(

8 NWPA_UPと、312PTDJ以降（OSパッチ：NetWare 3.12J 2000年
対応パッチモジュールパック 3に同梱）をコピーし、解凍します。

�%F"���F�������A34�'�����(

�%F�������A34"��8���%F�
8�K�8��
���%F�������A34�'�����(

�%F�������A34"�
8�K�8�1��'�����(

�%F�������A34" ��A348��P�'�����(

�%F�������A34"���A348��P�'�����(

�%F�������A34FA348��P"��8���%FA348��P��
��

�%F�������A34FA348��P�'�����(

�%F�������A34FA348��P"A348��P�'�����(

�%F�������A34FA348��P"������'�����(

9 不要なファイルを削除します。

�%F�������A34"��	������	 �'�����(

�%F�������A34"��	��
��8���� �'�����(
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10 SERVER.EXEに OSパッチを適用します。

�%F�������A34FA348��P"���������F	������'�����(

�%F�������A34FA348��PF������F	�����"	�
�8�P	�������
�

�F�������A34F��������
��'�����(

�%F�������A34FA348��PF������F	�����"���F�������A34�

'�����(

11 CDROM.NLMファイルを退避します。

�%F�������A34" ���������'�����(

�%F�������A34"��8������ ��	 ��������'�����(

12 NetWareの STARTUP.NCFの先頭に以下の行を追加します。

	����A348��PF������F�����F�8�8����

	����  ����#


	�������A3


13 サーバを起動します

�%F�������A34"�������'�����(

14 Serverが起動し、「NetWare 3.12Jサーバインストール」の画面が起動
したところで、 [Alt]キー +[Esc]キーでコンソール画面に移り、サーバ
名と内部ネットワーク番号を入力します。

15 ディスクドライバをロードします。
［IDEハードディスクにインストールする場合］

2サーバ名 5：	������������� ����H��8���H3#?�'�����(
2サーバ名 5：	������������� ����H#�8���H3=?�'�����(

［SCSIハードディスクにインストールする場合］

2サーバ名 5：	�����%F���=>�4��� ��	��H

�'�����(
2サーバ名 5：	�����%F���=>�4��� ��	��H

�'�����(

2

Hスロット番号 5

16 以下、通常のインストール手順に従い、インストールを続行します。

17 NetWare 3.12J/Vのインストールが終了したら、AUTOEXEC.NCFに
以下のコマントを追加します。

	�����#���A33

	�����%F�������A34F�
8�	���

�����������3��%F�������A34F������

	�������� 
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18 OSパッチを適用します。

2サーバ名 5：	�����%F�������A34FA348��PF8����A34�'�����(

19 OSパッチの適用が終了したら、いったんサーバを終了します。
M
�NetWare 3.2 J/V	�Wx�����úµ�("²�S�%d	¯x��V�

¼�-NetWare 3.2J	�Wx����� ���7J0

• �NetWare 3.12 2000Z¶°("²�S�%d("& 3�úû

• �DSKDR1JA�úû

• �LANDR9J�úû

20 続いて、NetWare 3.2Jのインストールを行います
Ø� NetWare 3.12J/V	×9���NetWare 3.2J Enhancement Pack�� CD-ROM

	 CD-ROMpqbª�R"#����

21［Alt］キー＋［Esc］キーでサーバコンソール画面に切り替え、以下の
コマンドを入力します。

	���������		��'�����(

22［プロダクトオプション］を選択すると「現インストール済プロダク
ト」の一覧が表示されるので、［Insert］キーを押します。

23「新プロダクト複写元媒体のドライブ及びパスを指定してください」と
いう項目が「A:\」となっているので削除し、以下のパスを入力し
［Enter］キーを押します。
¬¿%��*¼ ���

�%FA4���F����

24 インストールが終了したら、サーバを再起動します。

■ インストール時の留意事項

• !"#$%&pqb>	�%p�0�����ø-c�¬,«%dtu�Qú

µ�X��!5����

（サーバ名）：	�����%F�3??���	��H

�'�����(

（

Hスロット番号）

f�g�ö,_%p LANF LAN¶%p-100BASE-TX0x!"#$%&pqb>

�Ä�0	
��ö,qb,�d÷� NetWare=%>pqb>Ä��R&øù,	

�TV�¼��

• NetWare��STARTUP.NCF��úµ�(q�%À	����V�¼��

���������������##������	�
�37���@H4??
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• ö,_%p LAN	��� 4¿À� LAN	KL�����NetWare�

�STARTUP.NCF��úµ�(q�%À	����V�¼��

���� ��� � �8��0�������������##���H4??

• �ê��-&�þ§�Xs�����-&��t­�²����+w,#²�

�q%�]ß�0��������f����úµ�(q�%À�2	¬F�

�V�¼��

���� �
� � ��		������������ � � ���H







�2最大値：AA<<;;A45

• NetWare ?zq%�,Â	Í�����v%p��-& 3±úî�X0zq%

�,Â­��?��7J�v%p��-& 2±?�zq%�,Â�­���V

�¼��

• NetWare 3.2J? SBACKUPWx�0����úµ�mM?Ís�V�¼��

1 サーバコンソール画面から「NWASPI.CDM」をロードします。

2 SBACKUPを起動します。
��>b-pqb>�,-�tu?�NOVADIBI�pqb>	,-�

���
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6.5.9 SCSIドライバ関連エラーメッセージ

NetWare �
�� SCSIpqb>�4�¯ðMN��q%�]ß�0��úµ�Â�

X�M�q%i��
X��q%�"R%S�ÁÂ¼ ���

エラー番号 エラーメッセージ 内容および対処方法

000 Failed Parse Driver Parameters call NetWareの Parse Driver Parame-

tersルーチンを呼び出しましたが、
何らかの理由でエラーとなりまし
た。

コマンドラインに何か誤りがある
か、もしくはユーザが portや slot

プロンプトに対して、[Esc]キーを
押したことが原因と考えられます。

NetWareに関する環境設定ファイル
（STARTUP.NCF、AUTOEXEC.NCF

など）や使用するコマンドラインに
誤りがないかどうか再確認してくだ
さい。

001 Unable to reserve hardware,

possible conflict

SCSIドライバは、SCSIホストアダ
プタのハードウェア設定（例えば、
割り込みレベルや DMAチャネルの
設定）を予約しようとしましたが、
エラーとなりました。SCSIホスト
アダプタと競合を起こす原因となる
ような別の拡張カードが同一システ
ム内にあることが予想されます。
ICUなどを用いサーバシステム内の
使用資源に衝突（コンフリクト）が
生じていないかどうか再確認してく
ださい。

002 NetWare rejected card Failed Add 

Disk System call
NetWareで SCSIホストアダプタを
登録しようとしましたが、SCSIド
ライバがエラーとなりました。

サーバシステム内に十分なメモリ容
量がないことが予測されます。

ICUなどのセットアップが正しく行
われているかどうか確認してくださ
い。また、ソフトウェア（ドライバ
を含む）などで使用するメモリ量に
ついても確認し、適切なメモリ量を
セットしてください。

003 Invalid command line option entered 

-> option

コマンドライン (Loadコマンド )に
無効なオプションが指定されまし
た。指定可能なオプションを正しく
入力してください。

004 Invalid command line, please enter 

correctly
SCSIドライバがコマンドラインオ
プションを認識できません。オプ
ションの指定が正しいかどうか確認
してください。
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005 Unabled to load driver not enough 

memory?
SCSIドライバがロードできません
でした。原因としてメモリ不足が考
えられます。

202 Unabled to read host adapter config-

uration
SCSIドライバは、SCSIホストアダ
プタの構成データの読み込みに失敗
しました。SCSIホストアダプタが
正しく装着（コンフィグレーショ
ン）が行われているかどうか確認し
てください。

204 Invaild ’verbose’ setting，use ’y’ ’verbose’オプションには、’y’しか指
定できません。’verbose’オプション
を使用する場合、’y’以外の値を設定
しないでください。

205 Invalid ’removable’ setting, use ’y’ ’removable’オプションには、’off’し
か指定できません。

’removable’オプションを使用する場
合、’off’以外の値を設定しないでく
ださい。

206 Invalid ’fixed_disk’ setting, use ’off’ ’fixed_disk’オプションには、’off’し
か指定できません。

’fixed_disk’オプションを使用する場
合、’off’以外の値を設定しないでく
ださい。

207 Invalid ’bus_num’ setting ’bus_num’オプションの PCIバス番
号の指定に誤りがあります。正しい
PCIバス番号を入力してください。

エラー番号 エラーメッセージ 内容および対処方法
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6.6 LANドライバについて

��?��@=%>�ãä¼ ��0 LANpqb>�W�D�ÃÄd�	Så�

���@=%>� OS	b,-#%d�0��F LAN¶%p	¬­�0���íJ

?V�¼��

6.6.1 Windows NT Server 4.0 対応 LANドライバ

Windows NT pqb>�b,-#%d����� 2â�DE������

• �?�Windows NT Sever 4.0�b,-#%d¼ ��0}~?�Windows NT 

pqb>	���0DE�����SBS 4.5�Windows NTpqb>	b,-

#%d�0DE

• Windows NT Sever 4.0�ø-c�b,-#%d��²�Windows NT pqb>

	b,-#%d�0DE

úµ��f c �DE�â��Så����

■ Windows NTドライバを追加する場合、または SBS 4.5をご使用の場合

1 コントロールパネルからネットワークをダブルクリックします。
[!"#$%&�­� ]�by�Â_"&-�ÁÂ¼ ���

2 ［アダプタ］をクリックし、［追加］をクリックします。
[!"#$%&y�÷À�,- ]�by�Â_"&-�ÁÂ¼ ���

3 ［ディスク使用］をクリックします。
[)�"¿%��-&��! ]�by�Â_"&-�ÁÂ¼ ���

4 フロッピィディスクをセットし、［OK］をクリックします。
[OEMö÷øù,�,- ]�by�Â_"&-�ÁÂ¼ ���

5 「Intel (R) PRO Adapter」を選択します。

6 ［OK］をクリックします。
Windows NTpqb>�b,-#%d¼ ���

7 以上でインストールは終了です。設定内容を有効にするために、
Windows NT Server 4.0を再起動してください。
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■ Windows NT Server 4.0と同時にインストールする場合

1 Windows NT Server 4.0のインストール途中で、[ネットワークアダプ
タ ]ダイアログボックスが表示されます。
�#T�Q,-�	&�"&����

2 ［ディスク使用］をクリックします。
[)�"¿%��-&��! ]�by�Â_"&-�ÁÂ¼ ���

3 フロッピィディスクをセットし、［OK］をクリックします。
[OEMö÷øù,�,- ]�by�Â_"&-�ÁÂ¼ ���

4 「Intel(R) PRO Adapter」を選択します。

5 ［OK］をクリックします。
Windows NTpqb>�b,-#%d¼ ���

6 以上でインストールは終了です。引き続き、Windows NT Server 4.0

のインストールを行ってください。インストール終了後、設定内容を
有効にするために、Windows NT Server 4.0を再起動してください。
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6.6.2 IntranetWareサーバ対応 LANドライバ

■ インストール

IntranetWareãä�b,-#%d÷�Âq�	Ws��IntranetWare=%>pqb>

	b,-#%d����

IntranetWare=%>�b,-#%d²� LANpqb>	®ï'Ã�����¶-À

�b,-#%d�	,-��LANpqb>��-&� ¥NWSERVERìµ�Q��

!"#$%&y�÷À	�WxV�¼��

• �Intel PRO PCI Adapter(AHSM spec 3.30)�

b,-#%d�	
��IntranetWare�ãä�+��yd	òó��V�¼��

■ 起動と終了

[起動方法 ]

IntranetWare=%>	×9�0��Ë9P� IntranetWare=%>pqb>�×9

¼ ���×9DE�	
�â����ö,qb,�d÷
X� IntranetWare

�ãä�+��yd	òó��V�¼��

[終了方法 ]

IntranetWare=%>pqb>���DE����� 2â�DE������

• =%>¬,«%dtu�Q���¬+,p	.Í����

�,.�$���3??)�'�����(

• IntranetWare=%>	������IntranetWare=%>pqb>ñ������

■ パラメータ

IntranetWare=%>pqb>�=�%#�0(q�%À���� 6Ëú?��

• FORCEDUPLEX

• SLOT

• SPEED

• NODE

• FRAME

• TXTHRESHOLD

i(q�%À�	
��ö,qb,�d÷� NetWare=%>pqb>Ä��R&

øù,	�TV�¼��
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6.6.3 NetWareサーバ対応 LANドライバ

■ インストール

NetWare=%>pqb>-E100B.LAN0	�)�"¿���-&�Q¬¿%����

��¬+,p	!5����

"���E��$%&,B��*C�*&�3??)�.$,

�%&',��B���サーバドライバインストールディレクトリ (�'�����(

■ 起動と終了

[起動方法 ]

NetWare=%>pqb>	×9����

1 NetWareサーバを起動します。

2 サーバコンソール画面から、次のコマンドを実行します。

.�$����%F',��B���サーバドライバインストールディレクトリ (�

F�3??)�'パラメータ (　'�����(

NetWare=%>pqb>�×9¼ ���

×9DE�	
�â����ö,qb,�d÷	òó��V�¼��

[終了方法 ]

NetWare=%>pqb>���DE����� 2â�DE������

• =%>¬,«%dtu�Q���¬+,p	.Í����

　 �,.�$���3??)�'�����(

• NetWare=%>	������NetWare=%>pqb>ñ������

ポイントポイントポイントポイント
NetWare 3.12J/Vで LANドライバを使用する場合は、それぞれ
以下のパッチモジュールを適用してください。
• LANDR9J

• NetWare 3.12J   2000年対応パッチモジュールパック 2以
降
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■ パラメータ

NetWare 4.2=%>pqb>�=�%#�0(q�%À���� 6Ëú?��

• FORCEDUPLEX

• SLOT

• SPEED

• NODE

• FRAME

• TXTHRESHOLD

i(q�%À�	
��ö,qb,�d÷� NetWare=%>pqb>Ä��R&

øù,	�TV�¼��
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6.6.4 LANドライバの注意事項

■ ヘルプの参照方法

• NetWare 3.2/IntranetWare

ServerWizard CD�Qm©���GP5-185 LAN Driver V5.1L10��pqb>��

-&ý�� ¥inf���&#�ìµ��0úµ�)Obd	òó��V�¼��

,��B�����
�

• Windows NT Server 4.0

[Intel(R) PROSet]� [Help]	&�"&��ÁÂ¼ 0ýþ	òó��V�¼��

■ ヘルプ参照時の注意

�d÷	òó�0����úµ���ÃÄ��V�¼��

• b,cd��ö,qb,=%'-�Q�w,�%p?�0pqb>	�@=%

>î?Wx�M�?V�¼��

• )�"¿���-&ý���3.30 ODI Assembly Specification��S�%d�"

#¼ �
���d÷)Obd�ýþ���M����

• LAN¶%p-GP5-1850��PRO100+y�÷À�¶°�������LAN

¶%p-GP5-1830��PRO/1000 adapter�¶°����

■ LANカード診断プログラム使用方法

LAN¶%p�ÁM��úµ�DE?.$��V�¼��

• Windows NT Server 4.0î?��[!"#$%& ]�by�Â_"&-� [y�

÷À ]� [÷�(c� ]?,-?�0 [Diagnostics]·4	Wx��V�¼��

• NetWare�IntranetWare�����MS-DOSî�Q)�¿���-&ý��0

�Setup.exe�	Wx��V�¼��

$%&����8��'�����(

�����MS-DOS� US�%p?Wx��V�¼�����@c-#�%d

�Windows NT Server 4.0î� DOS÷�,÷#�Q�Wx?��7J�
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■ ローカルアドレスの設定（Windows 2000 Serverの場合）

Windows 2000 Server?�%¶dyp�-	­��0������DE?Ís�V�

��

1 コントロールパネルから［ネットワークとダイヤルアップ接続］をダ
ブルクリックします。

2 ［ローカルエリア接続］をダブルクリックします。

3 [全般 ]タブの [プロパティ ]ボタンをクリックします。

4 [全般 ]タブの [構成 ]ボタンをクリックします。

5 [詳細設定 ]タブのプロパティから [Locally Administered Address]を
選択し、値にローカルアドレスを設定します。
Â�%>dyp�-���������2	�.6�M���­�����

6 設定終了後、Windows 2000 Serverを再起動します。

■ ローカルアドレスの設定（Windows NT Server 4.0の場合）

Windows NT Server 4.0?�%¶dyp�-	­��0������DE?Ís�V

�¼��

1 コントロールパネルから［ネットワーク］をダブルクリックします。

2 ［アダプタ］をクリックし、［プロパティ］をクリックします。

3 ［Advanced］をクリックします。

4 ［Setting］の［Locally Administered Address］を選択します。

5 変更確認メッセージが表示されるため、ローカルアドレスを指定しま
す。
�02�?*�0 16l 12Â	!5��V�¼��

GP5-185 LAN Driver V5.1L10���?�Â�%>dyp�-��������

2	U���V�¼��

6 設定終了後、Windows NT Server 4.0を再起動します。
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■ 全二重（デュプレックス）モードの設定

çÃè�%p�Ë9Æ�·4-ö%#!Äø�%øù,0	;<0-b"²,

Â'vª�KL¼ ��0����Ë9P�çÃè�%p?9m����Ë9

Æ�·4	;<�
QÚq�P�çÃè�%p?9m�4M-b"²,Â'v

ª�KL¼ ��0������DE?çÃè�%p�­���V�¼��

[Windows 2000 Server 対応 LANドライバの場合 ]

1 コントロールパネルから［ネットワークとダイヤルアップ接続］をダ
ブルクリックします。

2 ［ローカルエリア接続］をダブルクリックします。

3 [全般 ]タブの [プロパティ ]ボタンをクリックします．

4 [全般 ]タブの [構成 ]ボタンをクリックします．

5 [詳細設定 ]タブのプロパティから [Link Speed & Duplex]を選択し、
値を「100Mbps/Full Duplex」に設定します。

6 システムを再起動します。

[Windows NT Server 4.0 対応 LANドライバの場合 ]

1 コントロールパネルから［ネットワーク］をダブルクリックします。

2 ［アダプタ］をクリックし、［プロパティ］をクリックします。

3 アダプタプロパティ表示後、以下をクリックします。
• GP5-185 LAN Driver�����[Advanced]	&�"&����

4 「Speed」指定を［Auto］から、伝送路が 100BASE-TXの場合は
［100Mbps］に変更します。

5 「Duplex」の設定を、以下に変更します。

• GP5-185 LAN Driver�����[Full-Duplex]�Ö×����

6 システムを再起動します。

注意�
• 本カードを以下の方法で固定的に全二重に設定する場合は、
ハブ側も固定的に全二重に設定してください。
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[NetWare3.2／ IntranetWare対応 LANドライバの場合 ]

pqb>��%p²�(q�%À	������

�AUTOEXEC.NCF�����INETCFG.NCF�)Obd	Ö×��V�¼��

AUTOEXEC.NCF����b	úµ�Â����

.�$���3??)��.��HDD������H3??�6�*�����.�DH4

�.����������：該当するスロット番号を指定します。
������������：伝走路が 3??)$��1�Dの場合は「3??」に、
　　　　　　　　3?)$��1�の場合は「3?」に指定します。
6�*�����.�D�：全二重に設定する場合は「4」に指定します。
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6.6.5 その他の注意事項

• Windows NT Server 4.0?Åy�÷ÀÆ�­�	Ö×�0�����"ø-c�

	�ÚØ×9�0X����V�¼��

• vª-b"²���d%À	H¸7Ú�&�-Ì%ªd	x��âKgIJ�

KL�08x�?��7J�

• VLAN·4�Priority Pocket(802.lp/802.lq Tagging)·4�Adapter Teaming·4�

Wx�M�?V�¼��
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6.7 Servervisor／ Intel® LANDesk ® Server Managerについ
て

@=%>���Servervisor� LDSM�ãä¼ �����

@=%>?Windows 2000 Server / Windows NT Server 4.0 / SBS 4.5	�Wx����

��Servervisor��� LDSM�b,-#%d���?��

Servervisor / LDSM��@=%>�9mÓÔF¤°F)O,F����}µ	E²¼

½��º#�E�]ß������¼½¬,«%d�{��0�?��E á�¶

���+FV¶°�0���?��������E�]ß�����}~	 OSa

®��Â�¶����Ç,Â�0��ñ�4?��

Servervisor�=%>î?¼½�0���«)#wxy?��LDSM���%#��

3y��Q¼½�0���«)#wxy?��

	
��ServerWizard�ãä¼ ��0�PRIMERGYÎ«)#wxyobp�	ò

ó��V�¼��

úµ��Servervisor / LDSM�¼½�0��	Â����

• @¹¼½ÅÆ (AB�¤³�����q%�)O,�E )

• I/O¼½ÅÆ-IDE�S.M.A.R.T�E�RAID�E�SCSI�E )

• OSÀ�ÅÆ (CPUÈ1h�LANÀ�MN ) 

b,-#%d�M����@=%>	�Wx�M�����¤°F)O,F���

Fv%p��-&��E�{�¼ M����¶°�É 0�h?MV��E]ß

²�}~��Ç,Â¼ M����X��àáÊåñÉ 0���M����

���Wx�M������úµ�X�MÇ¸�]ß�0��������?�Ã

ÄV�¼��

• SCSIy�b¬,#�%q¶%p	Wx��y�bø-c� (RAID5)	¨©�

��0�����0v%p��-&��"#�»É���ñ��NQÚ�� 

�µ��M�?8x	Lh�¼Q�g�v%p��-&��"#�»É���

����=%>@¹ý$��`��)Obd�ËÌ
X�no¼ ���

Servervisor / LDSM��ServerWizard	Wx�0��Wizard�¹ �ð?Ë9P�b

,-#%d�0���?����

���ServerWizard	Wx�M�����@=%>� OS�b,-#%d¼ �"

(OSb,-#%dÀb÷?��v%p��-&��"#�Q� OS×9"�U�V

ÓÔ­������" )�b,-#%d�0� ������

Servervisor / LDSM�b,-#%dDE�WxDE�â�����PRIMERGYÎ«)

#wxyobp�
X�ö,qb,+��yd	òó��V�¼��

注意�
本サーバでは Servervisor または LDSM を必ずインストールし
てご使用ください。
（Windows 2000 Server / Windows NT Server 4.0 / SBS 4.5の場
合）
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6.8 その他のソフトウェアについて

@=%>�ãä¼ ��0 ServerWizard CD���@=%>	Wx�0�<?
/

�Íâ«)#wxy��� �����	
�â����úµ� ServerWizard�+

��yd	òó��V�¼��

• �PRIMERGYÎ«)#wxyobp�
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7.1 お手入れ

@=%>�
m! ������úµ��
�?��

7.1.1 サーバ本体のお手入れ

ÎQ��Ï?ÐÑ�����ÐÑ�?ÛþM�Ò ��ð8ÓÔ	�ï'�7qV

�ûs�Ï?Ñ����Ò �Ûþ�Q�Õ�Ö��qV�ûs�Ï?�ð8ÓÔ

	Ñ�B����Ñ�B������=%>@¹�Õ�!QM�X���ÃÄV�

¼��

7.1.2 キーボードのお手入れ

ÎQ��Ï?ÐÑ�����

警告�
感 電�

お手入れをする前に、本体の電源を切り、電源ケーブルをコン
セントから取り外してください。また、本サーバに接続してあ
る周辺装置も電源を切り、本サーバから取り外してください。
感電の原因となります。
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7.1.3 マウスのお手入れ

Áu�Ò ��ÎQ��Ï?ÐÑ�����+w-�_%d�-�%9�rG�M

�����_%d	B����&�%�,Â����_%d�&�%�,ÂDE

��úµ��
�?��

1 マウスの裏ブタを取り外します。
+w-×u��0ØªÀ	��
�D¥�r��B���

���

2 ボールを取り出して、水洗いします。
+w-	Ös �¡��_%d	B������f�"�

ÕÓ�����

3 マウス内部をクリーニングします。
+w-ý$��%q%�
X�ØªÀ	�Õ�Ö

��qV�ûs�Ï?Ñ����

4 ボール、裏ブタを取り付けます。
_%d�+w-�ý$	ÙlÐÚ¼7�Q�_%d�ØªÀ	B�äh���

ローラー�
7.1 お手入れ 223



7.1.4 フロッピィディスクドライブのクリーニング

)�"¿���-&pqbª��q��Wx���0���"p-�%À	íïA

��0$k0�Ò ������"p�Ò 0��)�"¿���-&�é_��

�%À	UE�íïA�?�MVM����úµ�&�%�,Â)�"¿���-

&	W��3¶[� 1rÛB�0�?ÜÝ��V�¼��

&�%�,ÂDE��úµ��
�?��

1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
¤°	L!���POST

ð (RAM�S�%d�

²x"&MN��"R%

S�ÁÂ¼ ��0� )

��CD-ROM�B��_

À, (EJECT)	f���

ServerWizard CD	R"

#����

��tu�ÁÂ¼ �

��

2 「ServerWizard」を選択し、[Enter]キーを押します。
ServerWizard�×9����

3 ServerWizardを終了します。
DOS÷�,÷#�ÁÂ¼ ���

4 以下のコマンドを入力し、clndsk.exeを実行します。

�%F"�	���0�3�'�����(

5 「クリーニングディスクをドライブ 1にセットして [Enter]キーを押し
てください。」と表示されます。

6 クリーニングフロッピィディスクをフロッピィディスクドライブに
セットし、[Enter] キーを押します。
�"p&�%�,Â�*����&�%�,Âð?���� XX¡��ÁÂ¼

 ���

7 「ヘッドクリーニングが終了しました。」とメッセージが表示されたら
終了です。
)�"¿���-&y&R-ÁÂq,÷��<��0��	ÅÆ���&�%

�,Â)�"¿���-&	B����V�¼��

品名 商品番号

クリーニングフロッピィ マイクロ 0212116

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update
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7.1.5 内蔵 DATユニットのお手入れ

ý� DAT��"#��úµ����ÃÄ��
m! ��V�¼��

• ´µ�"p�ÜÝ

ý� DAT��"#���%À�A�'ï�íï��	´µ�"p?Ís��

����"p�ý��FÄzMN?Ò 0���%À�é_'Øß�UE�Í

N M�������������%À¶R"#�ÜÝ�ÞVM0��%À¶

R"#�c%÷Áu���]ß�Wx?�MVM0MN�Ýu��]ß��

����X�M��	�	�
·���&�%�,Â¶R"#�X0��PM

ÜÝ-´µ�"p�&�%�,Â0	
¤�����

ÜÝ�.$DE�ý� DAT��"#�BCSåA	òó��V�¼��

8 DAT��"#�Wx²�� 5= 25²���� 1r�0�?ÜÝ��

V�¼��

ÜÝG���æ�����1£�) 2= 3²��>"&y"÷23	

[O£�Q2O£�Í�����1Þ�� 1r�0�?ÜÝ�� ?

��Å¾Þ[O£�ßÆ��s�X�Ml��F��³�	Í���

��PMÜÝ	.$��V�¼��

8 DAT��"#	�s�VWx�M���?ñ�1¶[� 1r�0�?

ÜÝ�� ?��

8 DAT��"#� Cleanq,÷�� �����ÜÝ��V�¼��M


�ÜÝ"ñ� ���QM�����W���%À¶R"#	�W

xV�¼��

8 W���%À¶R"#	Wx�0����Wx�0ë�ÜÝ��V�

¼��

• Wx�0&�%�,Â¶R"#

ý� DAT��"#��úµ�&�%�,Â¶R"#	�WxV�¼��

&�%�,Â¶R"#�Wx�4rT�) 50r?��¶R"#ý���%d

��`��c%÷�s�ä��� +&�%�,Â¶R"#�ÜÝ?��

[ý� DAT��"#-GP5-DT3010��� ]

&�%�,Â¶R"#	R"#��ñ��·�à�¼ ������

��W��&�%�,Â¶R"#�¸%��V�¼��

[ý� DAT��"#-GP5-DT4010��� ]

&�%�,Â¶R"#	R"#��ñ�2â�q,÷�� ���q

²�¶R"#�à�¼ M�����W��&�%�,Â¶R"#�

¸%��V�¼��

• IJ��%À¶R"#	! �����M�

DAT��"#��%À¶R"#	! ����8x��M�?V�¼���%

À¶R"#	 DAT��"#�! �����0��úµ�X�MÇ¸�]ß

����

8 �%À¶R"#�c%÷�O@á1�âã	x������f��

��Wxð�NÚ�?��ä¤µ	å����DAT��"#�R"#

¼ ��0c%÷��ä¤µ�Xs�Áu�Dµð�È¬��ä��

���Áu�È¬��ä���}~?>"&y"÷23	.Í�0

品名 商品番号

クリーニングカセット DAT-N 0121170
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��´µ�"p�c%÷��æ �Xs��c%÷Áu�´8¹��

�ä����f�*���%À¶R"#�é_84�Åõ?�MVM

��Å���y�q%Æ�.Á¼ 0÷¹Ý��M����

8 �%À¶R"#� DAT��"#ý�R"#¼ ��0}~?��

c%÷�NÚ�Mc,øù,-750?Ös7Q �������5

��c%÷�IJý?p0Ã���X0Ös���MN	
��0�

<?� Mñ�?�������9m}~?q²�çJ�0��c%

÷���$l��LP�c,øù,��N0���M��c%÷�è

���ÖR����0����������X�M�%À¶R"#	

Wx�0��>"&y"÷�Ìé�0+����7s�V>"&y"

÷���%À¶R"#�c%÷�è���ÖR����0��?��

-#y-jê0	Í
��������é_Xï��%À�íï�7

MVM����

>"&y"÷23ë��%À¶R"#	R"#��V�¼�����23m�

"��F���%À¶R"#	B�����xÌ%-�! �õ���V�¼

�����=%>�¤°	ØM�0���ñ�DAT��"#�Q�%À¶R"

#	B����V�¼��

• �%À¶R"#�¸%

�%À¶R"#��kk?����P�Wk�¸%�0� ������ÜÝ

	ë<��%À¶R"#	W�W�Lh0��Å���y�q%Æ�.Á¼ 

0÷¹Ý�¿�q%?>"&y"÷23�Ìé�����%À¶R"#��I

J�­JÓÔF9m}µ�Xs�¸%²��ô�VÖ¯����úµ�Wxr

T	�æ�¸%¼ 0��	������

8 ý� DAT��"#-GP5-DT3010���c) 300r

8 ý� DAT��"#-GP5-DT4010���c) 75r

• DATIJ�9m�â��

DATIJ���"p�Ò ��0��F�÷¹��k���0���úµ�9

m	Í����

� Q�/ª�ÅÆ¼ ������"p&�%�,Â	Ís�µ¼���"

p&�%�,Â	Ís�ñ/ª�]ß�0����÷¹¸%	
Y�T��

��

8 Rd)&�%�,Â�9m!

DATIJ���IJý$��"p�Ò 	B��V���&�%�,

Âªqø�â������

÷¹íB��q%�]ß�����IJ�&�%�,Âªqø	rG

�"p�K�¼7�Rd)&�%�,Â9m	Í������²�·

ìPM9m!�T¡�í�<����� �IJ��E?����7

J�

8 ÷¹à�²��#qb9m

 DATIJ�÷¹íB��q%�]ß�����Ë���#qb9m

	Í����

�#qb9m?��#î��%À¶R"#	5ð�?à����Q�

IJý�Ö�'ïâ����������� ��#qb9m��%

p?���IJ��E?����7J�

bSx&#_À,	f��"��#qb9m	Í�����¶R"#

�mç�à�¼ �B��70X��M0�?�1lÛB²����

0��������
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7.1.6 内蔵 1/4インチ CRMTユニットのお手入れ

ý� 1/4b,² CRMT��"#��úµ����ÃÄ��
m! ��V�¼��

• ´µ�"p�ÜÝ

ý� 1/4b,² CRMT��"#���%À�A�'ï'íïB��´µ�"p

	Ws��������"p�ý��FÄz?Ò ��0��UE��%À�

A�'ï'íïB���ïMVM��������%Àé_x¶%#�"S�

ÜÝ�ÞVM0�¶%#�"S�c%÷Áu���]ß�Wx?�MVM0Ç

�Ýu��]ß������X�M��	�	�
·����&�%�,Â

¶%#�"S�X0��PMÜÝ-´µ�"p�&�%�,Â0	�Ú.$�

�V�¼��

ÜÝ�.$DE�ý� 1/4b,² CRMT��"#�BCSåA	òó��V�

¼��

8 ý� 1/4b,² CRMT��"#�Wx²�� 50²���� 1r�0

�?ÜÝ��V�¼��

ÜÝG���æ�����1£�) 2= 3²��>"&y"÷23	

[O£�Q2O£�Í�����2Þ�� 1r�0�?ÜÝ�� ?

���kÞ[O£�ß���s�X�Ml��F��³�	Í���

��PMÜÝ	.$��V�¼��

8 ý� 1/4b,² CRMT��"#	�s�VWx�M���?ñ�1¶

[� 1r�0�?ÜÝ�� ?��

8 W���%À¶%#�"S	Wx�0����Wx�0ë�ÜÝ��

V�¼��

• Wx�0&�%�,Â¶%#�"S

ý� 1/4b,² CRMT��"#��úµ�&�%�,Â¶%#�"S	�Wx

V�¼��

&�%�,Â¶%#�"S�Wx�4rT�) 50r?��&�%�,Â¶%

#�"S�\�ähQ ��0q[d�é_ð?�WxrT	�3��V�¼

��

• �%À¶%#�"S	! �����M�

ý� 1/4b,² CRMT��"#�
����%À¶%#�"S	! ���?

8x�0���?��7J��%À¶%#�"S	! ç���0��úµ�

X�MÇ¸�]ß����

8 �%À¶%#�"S�c%÷�O@á1�âã	x������f�

���Wxð�NÚ�?��ä¤µ	å����ý� 1/4b,²

CRMT��"#�R"#¼ ��0c%÷��ä¤µ�Xs�Áu�

Dµð�È¬��ä�����Áu�È¬��ä���}~?>"&

y"÷23	.Í�0��´µ�"p�c%÷��æ �Xs��

c%÷Áu�´8¹���ä����f�*���%À¶%#�"S

�é_84�Åõ?�MVM������y�q%��.Á¼ 0÷

¹Ý��M����

品名 商品番号

DCクリーニングカートリッジ（SLR5用） 0140390

DCクリーニングカートリッジ（MLR3用） 0140890
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8 �%À¶%#�"S�ý� 1/4b,² CRMT��"#ý�R"#¼ 

��0}~?��c%÷�NÚ�Mc,øù,-750?Ös7Q 

�������5��c%÷�IJý?p0Ã���X0Ös���

MN	
��0�<?� Mñ�?�������9m}~?q²�

çJ�0��c%÷���$l��LP�c,øù,��N0���

M��c%÷�è���ÖR����0����������X�M

�%À¶%#�"S	Wx�0��>"&y"÷�Ìé�0+��

��7s�V>"&y"÷���%À¶%#�"S�c%÷�è��

�ÖR����0��?��-#y-jê0	Í
��������

é_Xï��%À�íï�7MVM����

>"&y"÷23ë��%À¶%#�"S	R"#��V�¼�����2

3m�"��F���%À¶%#�"S	B�����xÌ%-�! �õ

���V�¼�����=%>�¤°	ØM�0���ñ�ý� 1/4 b,²

CRMT��"#�Q�%À¶%#�"S	B����V�¼��

• �%À¶%#�"S�¸%

�%À¶%#�"S��kk?����P�Wk�¸%�0� ������

ÜÝ	ë<��%À¶%#�"S	W�Lh0������y�q%��.Á

¼ 0÷¹Ý�¿�q%?>"&y"÷23�Ìé����c%À¶%#�"

S��UEMWx-îü�
m! 	�s��������0�
���)

100r-5000(-0�Wx��4?��
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7.1.7 内蔵光磁気ディスクユニットのお手入れ

ý�³´µ��-&��"#����P��,9
X�÷¹	ÜÝ��V�¼��

• �,9�ÜÝ

ý�³´µ��-&��"#���%À�A'ïFíïB���³ñ�,9	

Wx�������,9�ý��FÄzMN?Ò ��0��UEM�%À�

A'ï'íïB���ïMVM������X�M��	
·����&�%

�,Â¶%#�"S?��P��,9�ÜÝ	Í�� ������ý�³´

µ��-&��"#�84	ò?�0����3U[� 1B�úµ�&�%�

,Â¶%#�"S	Wx��,9�ÜÝ	Ís�V�¼��

• ÷¹�ÜÝ

³´µ��-&¶%#�"S	q��Wx�0��¶%#�"Sý�÷¹ (

��-& )î�ý��FÒ �ä����%À	UE�íïA�?�MVM0

����������X�M��	
·����¶%#�"Sý�÷¹Áu	

��P�ÜÝ�0� ������ý�³´µ��-&��"#�84	ò?

�0����3U[� 1B�úµ�&�%�,Â�"#	Wx�÷¹�ÜÝ	

Ís�V�¼��

品名 商品番号

³´µ��-&&�%�,Â¶%#�"S C4  0240470 

品名 商品番号

³��-&&�%�,Â�"# (3.5� ) 0632440   
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7.2 バックアップ

@=%>�9:8�1�$kFv%p��-&	Wx��
�����º#�»É

�;<��%À���PM>"&y"÷	�Ú.$��V�¼��

7.2.1 バックアップの必要性

=%>��%À�>"&y"÷¼ �� +�v%pwxy�»ÉFzmz-MN

�X�v%p��-&��"#ý��%À�no¼ ���?ñ�>"&y"÷

�%À�Qø-c�	jê¼70����4?��>"&y"÷�m©¼ ��M

���
���ôØM�%À�ÌN �������ø-c�	æ¶��8x��

���V������PM>"&y"÷	�Ú.$��V�¼��

7.2.2 バックアップ装置とソフトウェア、およびその運用

>"&y"÷�8xDE��Wx�M0!"#$%& OSFy÷�Ì%øù,�ø

-c�8xDE�Xs��M����f���������§��õó��<?�

�ñ�	®;��>"&y"÷	.$��V�¼��

• >"&y"÷IJ (DATpqbª�ý� 1/4b,² CRMT��"#MN )

• >"&y"÷«)#wxy

(OSa®���>"&y"÷x«)#wxy�ARCserve�Changer OptionMN )

• >"&y"÷�8xDE (-ÌS�%dMN )

>"&y"÷IJ
X�«)#wxy���ôUk	�WxV�¼��>"&

y"÷÷¹-c%÷MN0�õ����s��õ�ÚÛ	
��V�¼��

コラムコラムコラムコラム
ミラーリング／ディスクアレイシステムについて
システムの信頼性をさらに高めるために、定期的なバックアッ
プに加えて、SCSIアレイコントローラカードを使いミラーリン
グやディスクアレイシステムとすることを推奨します。
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8.1 トラブルシューティング

@=%>	zm��ï����V9m�M���F��-÷�b��q%�"R%

S�ÁÂ¼ 0����»É�M����s������úµ���	ÅÆ��V

�¼��

M
�ö÷øù,�IJ�â����ö÷øù,IJ�ãä�BCSåA	òó�

�V�¼��

■ サーバ本体

• 本体の電源が入らない、本体前面の電源ランプがつかない。

� @¹�¤°Ì%ªd��¬,R,#�KL¼ ������¬,R,

#�KL��V�¼��

�2.3 KLDE�-d 18 �%S0	òó��V�¼��

� ¤°ØM"�10¡úý�ØB¤°-b"²	f��7J?����

¤°ØM"�ØL!�0��� 10¡úî©s�V�¼��

�3.2 ¤°	! 0�-d 27 �%S0	òó��V�¼��

� =%>@¹ÓÔÚÛ�ABÚÛ-10>= 35>��0?M��¤°�

!��7J�-ÌS�%d8GMN?Ë9¤°L!�0��ñ�9m

õ:�?�¤°�!��7J�

�3.2 ¤°	! 0�-d 27 �%S0	òó��V�¼��

• アクセス表示ランプがつかない。

� =%>@¹�»É���0�48��������õ�Ó�����

V�¼��

• ディスプレイにエラーメッセージが表示された。
�8.2 �q%�"R%S�-d 235 �%S0	òó��V�¼��

• LANドライバインストール時にエラーメッセージが表示される、LANが正常に
動作しない。

� LANú��67¶%p	���ø-c�f°����×���0�

48�������s�J�`�� LANpqb>	U���ø-c

�f°����×���M���	ÅÆ��ø-c�Ø×9"��Ø

B LANpqb>	b,-#%d��V�¼��

�� 4� R"#y"÷�-d 37 �%S0
X��� 6� «)#wxy

�b,-#%d�-d 149 �%S0	òó��V�¼��
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■ ディスプレイ

• ディスプレイの電源が入らない。

� ��-÷�b�¤°Ì%ªd	¬,R,#�KL��V�¼��

�2.3 KLDE�-d 18 �%S0
X���-÷�b�BCSåA	ò

ó��V�¼��

• 画面に何も表示されない。

� ��-÷�b�Ì%ªd�U�VKL¼ ��Mh +�=%>@¹

�¤°	Øs��Q�Ì%ªd	U�VKL�M
��V�¼��

�2.3 KLDE�-d 18 �%S0	òó��V�¼��

� ��-÷�b�ªqb#!-_��%��¬,#q-#_��%��

U�Vá3¼ ��0�ÅÆ��V�¼��

��-÷�b�BCSåA	òó��V�¼��

� 67 RAM�S�%d�ø-c�Z[��E��48�������

�õ�Ó�����V�¼��

• 入力した文字が表示されない、マウスカーソルが動かない。

� �%_%p
X�+w-�U�VKL¼ ��Mh +�=%>@¹

�¤°	Øs��QÌ%ªd	=%>@¹�U�VKL��V�¼

��

�2.3 KLDE�-d 18 �%S0�	òó��V�¼��

• 画面が揺れる。

� PV�c�'F-¿%¶MN�õ�´­�]ß�0ñ���0MQ

+�f Q	��-÷�b�Qö��J��V�¼�����PV?

÷å¤ø��9	«h0��ù 0����������-÷�b�

PV?÷å¤ø	Wx�M�X����V�¼��

■ フロッピィディスクドライブ

• フロッピィディスクの読み書きができない。

� �"p�Ò ��0���&�%�,Â)�"¿���-&?&�%

�,Â��V�¼��

�7.1.4 )�"¿���-&pqbª�&�%�,Â�-d 224 �%S0

	òó��V�¼��

• フロッピィディスクへの書き込みができない。

� �"p�Ò ��0���&�%�,Â)�"¿���-&?&�%

�,Â��V�¼��

�7.1.4 )�"¿���-&pqbª�&�%�,Â�-d 224 �%S0

	òó��V�¼��

� qb#÷�c&#	A�'ï�4M�J���V�¼��
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■ 内蔵ハードディスクユニット

• ユニットが正常に動作しない。
�5.6 ý�ö÷øù,[b��B�äh�	òó��V�¼��

� ý�Ì%ªd	U�VKL��V�¼��

� S«,(¿,	U�V­��â��V�¼��

� SCSIÍ"�IJ����SCSI ID
X��y��	U�V­��â�

�V�¼��

■ 内蔵 CD-ROMドライブユニット

• データの読み書きができない。

� CD��%[du	U�VR"#��V�¼��

� Ð��ÎQ��Ï?Ò 	Û��V�¼��

� CD���â������ús��0MQ+�CD	¸%��V�¼

��

• ユニットが正常に動作しない。
�5.4 ý�ö÷øù,[b��B�äh�-d 100 �%S0	òó��

V�¼��

� ý�Ì%ªd	U�VKL��V�¼��
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8.2 エラーメッセージ

��?��tu�ÁÂ¼ 0 POST�q%�"R%S�â��Så����

8.2.1 POSTエラーメッセージ

@=%>�X0 POST�q%�"R%S�â��Så����

POST(Power On Self Testc@=%>×9²�ÍN 0IJ²x"& )ð��q%�]

ß�����úµ��"R%S�ÁÂ¼ ���M
���?�yd)O["#M

�Så������

メッセージ 内容

64KB System Management 

Memory Bad
RAMモジュールが異常です。担当保守員に連絡して
ください。

Already Disabled CPU number : 

XX
CPUが異常です。担当保守員に連絡してください。

Bus : xx  Device : yy  Function : 

zz 

IRQ Setting Error

PCIデバイスに対して不当な IRQを設定しました。

BIOSセットアップユーティリティを実行して IRQ

の設定を見直してください。

「4.4 BIOS設定情報の退避／復元」（→ 83 ページ）
を参照してください。

CMOS Battery Bad バッテリの交換が必要です。担当保守員に連絡して
ください。

CMOS Checksum Error BIOS Setup Rescueでシステム情報を復元してくだ
さい。

「4.4 BIOS設定情報の退避／復元」（→ 83 ページ）
を参照してください。

それでも表示される場合は、バッテリの交換が必要
です。担当保守員に連絡してください。

CPU BIOS Update Code 

Mismatch
担当保守員に連絡してください。

CPU Clock Mismatch 何らかの理由で CPUクロックが変更されました。

担当保守員に連絡してください。

CPU Fan Bad CPUファンが異常です。電源を切断し、担当保守員
に連絡してください。

CPU Temperature out of Fatal 

Degree
CPU温度が危険温度を超えました。電源を切断し、
設置環境を見直すか、または担当保守員に連絡して
ください。

CPU Temperature out of Warning 

Degree
CPU温度が警告温度を超えました。電源を切断し、
設置環境を見直すか、または担当保守員に連絡して
ください。

CPU Temperature Too High, 

Power Off System
CPU温度が危険温度を超えました。電源を切断し、
設置環境を見直すか、または担当保守員に連絡して
ください。
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CPU Voltage out of Range CPU電圧が異常です。電源を切断し、担当保守員に
連絡してください。

Diskette Drive [A/B] Error フロッピィディスクドライブが正しく接続されてい
るかどうか確認してください。

Equipment Configuration Error BIOSセットアップユーティリティを再実行してくだ
さい。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 

41 ページ）を参照してください。

Event Log Area Full イベントログエリアがいっぱいになりました。イベ
ントログの内容が不要であれば消去してください。
BIOSセットアップユーティリティで消去してくださ
い。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 

41 ページ）を参照してください。

Expansion ROM Allocation Fail 拡張カードの設定情報に誤りがあります。

Floppy Disk Controller Error フロッピィディスクドライブのケーブル（電源ケー
ブル、フラットケーブル）が正しく接続されている
か確認してください。

Floppy Drive(s) Write Protected BIOSセットアップユーティリティを再実行し、フ
ロッピィディスクに対する書き込みを Normalにして
ください。

「4.3.13 System Securityメニュー」（→ 68 ページ）」
を 参照してください。

Fuse Bad ヒューズ異常です。担当保守員に連絡してください。

Hard Disk Drive(s) Write Protected BIOSセットアップユーティリティを再実行し、ハー
ドディスクに対する書き込みを Normalにしてくださ
い。

「4.3.13 System Securityメニュー」（→ 68 ページ）」
を参照してください。

Housing Fan Bad サーバ本体のファンが異常です。電源を切断し、担
当保守員に連絡してください。

I/O Resource Conflict(s) システム資源（I/Oポートアドレス）が競合していま
す。

BIOSセットアップユーティリティを再実行し、シス
テム資源の設定を見直してください。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 

41 ページ）を参照してください。

I2C Interface or Device(s) Error, 

System Halt
担当保守員に連絡してください。

メッセージ 内容
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IDE Primary Channel Master Drive 

Error

IDE Primary Channel Slave Drive 

Error

IDE Secondary Channel Master 

Drive Error

IDE Secondary Channel Slave 

Drive Error

CD-ROMドライブのケーブルが正しく接続されてい
るか確認してください。

「5.4 内蔵オプションベイへの取り付け」（→ 100 ペー
ジ）または「5.5.4 SCSIカード／ SCSIアレイコン
トローラカード／ IDEアレイコントローラカードの
留意事項」（→ 129 ページ）を参照してください。

Insert system diskette and press 

<Enter> 

key to reboot

起動可能なフロッピィディスクがセットされていま
せん。

起動可能なフロッピィディスクを入れるか、ハード
ディスクから起動する場合は、フロッピィディスク
を抜いてから起動してください。

Memory Error At Bank xx RAMモジュールが異常です。RAMモジュールを交
換してください。

「5.3 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し」
（→ 97 ページ）を参照してください。

xx=00or01：DIMMスロット 1

xx=02or03：DIMMスロット 2

xx=04or05：DIMMスロット 3

Memory Error 

at:MMMM:SSSS:OOOOh

( W:XXXX,R:YYYY)

RAMモジュールが正しく取り付けられているか確認
してください。正しく取り付けられているにも関わ
らずこのメッセージが表示される場合は担当保守員
に連絡してください。

「5.3 拡張 RAMモジュールの取り付け／取り外し」
（→ 97 ページ）を参照してください。

Memory Resource Conflict(s) システム資源（メモリアドレス）が競合しています。

BIOSセットアップユーティリティを再実行し、シス
テム資源（メモリアドレス）の設定を見直してくだ
さい。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 

41 ページ）を参照してください。

No Memory Available RAMモジュールが異常です。RAMモジュールを交
換してください。

「5.4 内蔵オプションベイへの取り付け」（→ 100 ペー
ジ）を参照してください。

NVRAM checksum Error NVRAMが異常です。

BIOS Setup Rescureでシステム情報を復元してくだ
さい。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 

41 ページ）を参照してください。

それでも表示される場合は。担当保守員に連絡して
ください。

メッセージ 内容
8.2 エラーメッセージ 237



On Board xxx ... Conflict(s) システム資源（IRQ、DMAチャネル、I/Oポートアド
レス）が競合しています。BIOSセットアップユー
ティリティを再実行し、システム資源の設定を見直
してください。

「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使う」（→ 

41 ページ）を参照してください。

On Board Parallel Port Conflict BIOSセットアップユーティリティを再実行して、パ
ラレルポートの資源とその他の資源とが共有してい
ないか確認してください。

「4.3.9 Onboard Peripheralsメニュー」（→ 57 ペー
ジ）を参照してください。

On Board Serial Port [1/2] 

Conflict(s)
BIOSセットアップユーティリティを再実行して、シ
リアルポートの資源とその他の設定を見直してくだ
さい。

「4.3.9 Onboard Peripheralsメニュー」（→ 57 ペー
ジ）を参照してください。

Press Ctrl_Alt_Esc key to enter 

SETUP or F1 key to continue...
BIOSセットアップユーティリティを再実行してくだ
さい。「4.3 BIOSセットアップユーティリティを使
う」（→ 41 ページ）を参照してください。

PS/2 Keyboard Error or Not 

Connected
電源切断後、キーボードが正しく接続されているか
確認してください。

PS/2 Keyboard Interface Error 電源切断後、キーボードが正しく接続されているか
確認してください。

PS/2 Pointing Device Error マウスが正しく接続されているか確認してください。

PS/2 Pointing Device Intrerface 

Error
マウスが正しく接続されているか確認してください。

Real Time Clock Error 担当保守員に連絡してください。

System Temperature out of Range 電源切断後、担当保守員に連絡してください。

System Voltage out of Range システム電圧が異常です。電源切断後、担当保守員
に連絡してください。

Total Installed CPU Number : xx

Not Available CPU Found : xx

No CPU Available Equipment 

Configration Error

CPUで異常が発生し、正常に動作する CPUがあり
ません。

担当保守員に連絡してください。

Unread Event Log(s) Found 未読のイベントログがあります。BIOSセットアップ
ユーティリティを実行して、イベントログを参照後、
担当保守員に連絡してください。

「4.3.14 System Event Logメニュー」（→ 72 ページ）
を参照してください。

メッセージ 内容
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8.3 イベントログ

��?��úµ�Â����â��Så����

. b[,#�Â	ûB�0���­�

. b[,#�Â�òó

. b[,#�ÂûB÷�Âq��WxDE

M
�b[,#�Â�]ß������b[,#�ÂûB÷�Âq�	.Í"��

��§�����V�¼��

8.3.1 イベントログを採取するための設定

b[,#�Â	ûB�0���­���BIOSR"#y"÷�%c��c��

System Event Log���%?Í����

úµ��System Event Log���%	Â����

. b[,#�Â	ûB�0���­���Event Logging	�Enabled��­���

�²� Event Control�i��	�Enabled��­���
����

. View Event Logs	,-�0��b[,#�Â�ÁÂ¼ ���

. Clear Event Log	�Enabled��­��0��b[,#�Â	��?����

M
�b[,#�Â	���0�����Ø×9²?��

. b[,#�Â��y��sü��Ms����
X��òó�b[,#�Â�

�0����POSTð��"R%S�ÁÂ¼ ���

�"R%S�	
�â�����8.2 �q%�"R%S�-d 235 �%S0	ò

ó��V�¼��

i­����	
��4.3.15 Advanced Options���%�-d 76 �%S0	òó��

V�¼��

System Event Logging

Event Log BIOS Version -------------- X.X XXXXXX

System Event Log

Move highlight bar< >< > Exit< >EscHelp< >F1

Change setting< >< > Move screen< >PgUP < >PgDn

Total Event Log Number -------------- X

Remain of Event Log Area ------------ XX %

Event Logging ----------------------- [Enabled ]

Clear Event Log --------------------- [Disabled]

・View Event Logs

Event Control

CPU Fan ----------------------------- [Enabled ]

ECC --------------------------------- [Enabled ]

PCI --------------------------------- [Enabled ]

I/O Check --------------------------- [Enabled ]

Temperature/Voltage/Fan ------------- [Enabled ]
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8.3.2 イベントログの参照

 System Event Log���%�Q�View Event Logs�	,-�0��b[,#�Â	

òó?����

b[,#�Â��b[,#�Âòó���%?òó����

b[,#�Âòó���%���úµ�ñ��ÁÂ¼ ���

. b[,#�Â�{�i�

. b[,#�Â�Àb÷

. b[,#�Â�@�²�

. b[,#�Â�òóXï�N��	Â�-c%À-

M
�îé�ÁÂ���E�@�¼ �M�f c ����â��ÁÂ¼ �

��

úµ��b[,#�Âòó���%	Â����

8.3.3 イベントログ採取プログラム（Event Log Viewer）の使用方法

b[,#�ÂûB÷�Âq���@=%>�ãä��BIOS Environment Support 

Tools���� �����

��?��b[,#�ÂûB÷�Âq�	�Event Log Viewer��_����

Event Log Viewer	.Í�0��b[,#�ÂÅÆ	ûB���)�"¿���-

&î�õ.�0���?����

��õ�Ó�}Â�rs��ûB��b[,#�ÂÅÆ�{�	
Y�T����

��?��Event Log Viewer	Wx�0���®;�b[,#�ÂÅÆ�ûBDE


X�ÃÄd��â��Så����

■ Event Log Viewerを使用するための準備

Event Log Viewer	Wx�0�����úµ�ñ�	xÄ��V�¼��

. @=%>�ãä� ServerWizard CD

. @=%>�ãä��BIOS Environment Support Tools���-&

System Event Log

Move Highlight bar< >< > Exit< >EscHelp< >F1
Change setting< >< > Move screen< >PgUP < >PgDn

No

DIMM 3, 1 times
Power-on Password fail

PCI IRQ conflict
Multi-bit ECC

System Limit exceeded

POST Error(ID:51)

Voltage out of range: +3.3 V

Floppy Drive Error
POST Error(ID:12)

Single-bit ECC
DIMM 2, 5 times

Type Time Status

CMOS Checksum Error

Keyboard Not Found
POST(ID:34)

POST Error(ID:13)

xx:xx xxx,xx 19xx new

xx:xx xxx,xx 19xx

xx:xx xxx,xx 19xx

xx:xx xxx,xx 19xx

xx:xx xxx,xx 19xx

xx:xx xxx,xx 19xx

xx:xx xxx,xx 19xx

xx:xx xxx,xx 19xx

1

2

3

4

5

6

7

8

new

new

new

viewed

viewed

viewed

viewed
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■ イベントログ情報の採取

��õ�Ó�Qb[,#�ÂÅÆ�ûBý:������Q�úµ�mM�rs�

b[,#�ÂÅÆ	ûB��V�¼��

1 電源を投入し、ServerWizard CDをセットします。
¤°	L!���POST

ð (RAM�S�%d�

²x"&MN��"R%

S�ÁÂ¼ ��0� )

��CD-ROM�B��_

À, (EJECT)	f���

ServerWizard CD	R"

#����

úµ�tu�ÁÂ¼ �

��

2 「2．Basic(BIOS Environment Support Tools)」を選択し、[Enter]キー
を押します。
DOS÷�,÷#�ÁÂ¼ ���

3 「BIOS Environment Support Tools」ディスクをフロッピィディスクド
ライブにセットします。
R"#��Q�úµ�¬+,p	!5��b[,#�ÂÅÆ	ûB����

$%&"�%�'�����(

)%&"����	���
�'�����(

)%&�.C/�B"�	���
�'�����(

4 Event Log Viewerが起動されます。
�4����%�ð�Q¶%«d�%���2. Write Event Log to File.�	,-

��[Enter]�%	f����

5 保存するファイル名を入力するメッセージが表示されます。ファイル
名が初期値のまま (event.log)でよい場合は [Enter]キーを押します。処
理を中断したい場合は [Esc]キーを押します。

/�8���6�	��,� ��%�������	�����'�����(

6 既に同一名のファイルがフロッピィディスク内に存在する場合、以下
のメッセージが表示されます。上書きしてもよい場合は、[Y]キーを押
します。手順７に進みます。別の名前で保存する場合は [N]キーを押
します。手順５に戻りますので、別のファイル名を指定してください。

B�����6�	��!



�


"�%��D/��-�����B����2E+,5

7 正常にデータを保存したメッセージ (Write File <xxxx.xxx> : OK!)を確
認した上でどれかキーを押してください。最初のメニューに戻ります。

MS-DOS 6.2 Startup Menu
_______________________

1.ServerWizard

2.Basic(BIOS Environment Support Tools)

3.Basic(DACCFG)

4.SMM Utility(Setup/Test)

5.HDD firmware update
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8 メニューから「0. Exit Dos.」を選択し、[Enter]キーを押します。
úî�zm?�Event LogÅÆ�ûB�m�?����õ�Ó�Q�}Â�rs�Å

Æ��	Ís�V�¼��

■  注意事項

. Event Log Viewer��@=%>�x?��gø-c�?�]¶�Wx�M�?

V�¼��Wx�����ø-c�	no�0
f ������

. Event Log Viewer��îéDE?�=%>	×9��}~?.Í��V�¼��

g�)�"¿���-&Fv%p��-&�Q×9¼ �}~?@�%d	.

Í�M�?V�¼��.Í�����ø-c�	no�0
f ������

. )�"¿���-&y&R-ÁÂq,÷���ð��)�"¿���-&	B

��¼M�X��ÃÄ��V�¼��B�������)�"¿���-&�

�%À�no¼ 0
f ������

. Event Log Viewer	.Íð����q%�"R%S	ÁÂ�0�48����

��úµ�Â�¶2	Ís�V�¼����Â��"R%Sú��ÁÂ¼ �

�����õ�Ó�����V�¼��

メッセージ 対処

Write protect error writing drive A.

Abort, Retry, Fail?

セットされたフロッピィディスクがライトプロテクト
状態です。ライトプロテクト状態を解除した後、[R]

キーを押してください。

Not ready writing drive A.

Abort, Retry, Fail?

フロッピィディスクドライブにフロッピィディスクが
セットされていない状態です。正しいフロッピィディ
スク（「BIOS Environment Support Tools」ディスク）
をセットした後、[R]キーを押してください。

Event Log Viewer not Support 

DMI BIOS v2.0

DMI BIOS VersionUnknown，DMI 

TEST not Support!

担当保守員にご連絡ください。

Get DMI Information : (0xXX) 

Error string
担当保守員にご連絡ください。

Get DMI Structure TYPE 15 Error 担当保守員にご連絡ください。

Write File <xxxx.xxx> : File Name 

Not Correct
指定のファイル名は有効な形式ではありません。英字
で始まる英数字８桁のファイル名に変更してくださ
い。

Write File <xxxx.xxx> : Write Error 以下の原因が考えられます。フロッピィディスクの状
態を再確認してください。、

－フロッピィディスクがライトプロテクト状態です。
ライトプロテクトを解除してから再度実行してくださ
い。

－フロッピィディスクがフロッピィディスクドライブ
にセットされていません。正しいフロッピィディスク
をセットしてから再度実行してください。

ERROR : Fail to get system 

information .
担当保守員にご連絡ください。
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ERROR : Unknown System . 担当保守員にご連絡ください。

ERROR : A process was not able 

to start .
担当保守員にご連絡ください。

メッセージ 対処
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8.4 保守員に連絡するときは

N���ñ»É�àá�N�QM���F�|�}~��7M�����
��î

þ���������õ�Ó�����V�¼��f�����dë�����	

ÅÆ���õ�Ó��<Q 0X����
��V�¼��

�B.1 ¬,)�Â�%øù,ø%#�-d 266 �%S0
X��B.2 ÉÊ��ø%#�

-d 278 �%S0�� d�	é!��
V���Õ?��

. =%>@¹���d����-=%>@¹�u�q[d�ÁÂ¼ �����0

. =%>@¹�R"#y"÷ÅÆ-B�äh��0ý�ö÷øù,�ËúF­�

MN0

. ¬,)�Â�%øù,­�ÅÆ-BIOSR"#y"÷�%c��c�?�­�

20

. Wx���0 OS

. LAN/WANø-c�¨©

. /ª-o	���0���o�×����tu�N�X�M�"R%S�ÁÂ

¼ ���0

. ]ß£²

. =%>@¹­JÓÔ
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A.1 本体仕様

��?��@=%>�@¹É�
X�ý�v%p��-&��"#�É�	Så�

���

A.1.1 本体仕様

@=%>�É���úµ��
�?��

g�GHIJ�É��â����iIJ�ãä�BCSåA	�TV�¼��
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PRIMERGY ES200

モデル ディスクレスタ
イプ

NT4.0

タイプ
SBS 4.5

タイプ

型名 Pentium ®III  600EMHz GP52AY1A2 GP52AY1N2 GP52AY1M2

Celeron TM  500MHz GP52AF1A2 GP52AF1N2 GP52AF1M2

CPU 周波数 (2次キャッシュ ) Pentium ®III  600EMHz（256KB）

CeleronTM 500MHz（128KB）

マルチ数 1

メモリ 標準 128MB(128MB DIMM×１枚）

増設単位 64/128/256MB(DIMM1枚構成）

内蔵最大 3スロット 768MB（256MB DIMM×３枚）

ビデオ RAM容量 4MB VGAチップ：ATI RAGE XL

グラフィックス 1280× 1024、1024× 768、800× 600、640× 480

表示色：解像度、OSなどによって異なる (*1)

サーバモニタモジュール オプション

内蔵 5インチベイ 3ベイ（標準搭載含む）

種類：CD-ROMユニット、DATユニット ,

光磁気ディスクユニット、
1/4インチ CRMTユニット、ハードディスクユニット

標準搭載 40倍速 CD-ROM（ATAPI）

内蔵 3.5インチハードディスクベイ 3ベイ（標準搭載ハードディスクユニットを含む）

標準 オプション 20.4GB

増設単位 IDE:20.4GB、SCSI:9.1GB/18.2GB

内蔵最大 20.4GB× 2＋ 18.2GB× 2=77.2GB

拡張スロット  PCIスロット× 4

（SBS 4.5タイプでは、FAXモデムカードで
1スロット占有済み）

フロッピィディスクドライブ 3.5インチ（1.44MB/720KB）標準搭載

インタフェース LAN（100BASE-TX / 10BASE-T）× 1（ベースボード
標準搭載）、シリアル× 2、パラレル× 1、キーボード、

マウス、モニタ、USB× 2

キーボード／マウス 標準搭載

外形寸法 横幅 210mm×奥行き 473mm×高さ 427mm

質量 最大 21Kg

内蔵時計精度 誤差 2 ~ 3分／月

消費電力 最大 170W（612KJ/h)

電源 AC100V(50/60Hz)／二極接地型

エネルギー消費効率（*2） R区分　0.040（Pentium® III  600EMHz）
R区分　0.096（CeleronTM 500MHz）

*1)ドライバのインストールには、Windows NT Server 4.0サービスパック 4以降が必須です。
*2)エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により、測定した消費電力を省エネ法で
定める複合理論性能で除したものです。
本サーバの仕様は、改善のため予告なしに変更することがあります。あらかじめ、ご了承くださ
い。
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PRIMERGY ES200

モデル NetWare 5タイ
プ

IDEアレイタイ
プ

Windows 2000

タイプ
Linuxタイプ

型名 Pentium ®III  600EMHz GP52AY1L2 GP52AY1J2 GP52AY1K2 GP52AY1G2

Celeron TM  500MHz GP52AF1L2 GP52AF1J2 GP52AF1K2 GP52AF1G2

CPU 周波数 (2次キャッシュ ) Pentium ®III  600EMHz（256KB）

CeleronTM 500MHz（128KB）

マルチ数 1

メモリ 標準 128MB(128MB DIMM×１枚）

増設単位 64/128/256MB(DIMM1枚構成）

内蔵最大 3スロット 768MB（256MB DIMM×３枚）

ビデオ RAM容量 4MB VGAチップ：ATI RAGE XL

グラフィックス 1280× 1024、1024× 768、800× 600、640× 480

表示色：解像度、OSなどによって異なる (*1)

サーバモニタモジュール － オプション －

内蔵 5インチベイ 3ベイ（標準搭載含む）

種類：CD-ROMユニット、DATユニット ,光磁気ディスクユニット、
1/4インチ CRMTユニット、ハードディスクユニット

標準搭載 40倍速 CD-ROM（ATAPI）

内蔵 3.5インチハードディスクベイ 3ベイ（標準搭載ハードディスクユニットを含む）

標準 20.4GB 20.4GB× 2 20.4GB

増設単位 IDE:20.4GB

SCSI:9.1GB/18.2GB

内蔵最大 20.4GB× 2＋ 18.2GB× 2=77.2GB

拡張スロット  PCIスロット× 4

（IDEアレイタイプでは、IDEアレイコントローラカードで
1スロット占有済み）

フロッピィディスクドライブ 3.5インチ（1.44MB/720KB）標準搭載

インタフェース LAN（100BASE-TX / 10BASE-T）×１（ベースボード標準搭載）、シリアル
× 2、パラレル× 1、キーボード、マウス、モニタ

キーボード／マウス 標準搭載

外形寸法 横幅 210mm×奥行き 473mm×高さ 427mm

質量 最大 21Kg

内蔵時計精度 誤差 2 ~ 3分／月

消費電力 最大 170W（612KJ/h)

電源 AC100V(50/60Hz)／二極接地型

エネルギー消費効率（*2） R区分　0.040（Pentium® III  600EMHz）
R区分　0.096（CeleronTM 500MHz）

*1)ドライバのインストールには、Windows NT Server 4.0サービスパック 4以降が必須です。
*2)エネルギー消費効率とは、省エネ法で定める測定方法により、測定した消費電力を省エネ法で定める複合理論性能
で除したものです。
本サーバの仕様は、改善のため予告なしに変更することがあります。あらかじめ、ご了承ください。
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A
A.1.2 内蔵ハードディスクユニットの仕様

ý�v%p��-&��"#�É�	úµ�Â����

• ý�v%p��-&��"#-IDEÍ"0

• ý�v%p��-&��"#-SCSIÍ"0

Ã 10cSCSI>-�ÓÔ��N7�Ë9P�Ø��N����

Ã 20cé>þ§��)*%+"#²�1GB=1000 3 B%�?��

名称 GP5-HD2E1／ OSインストールタイプ標準搭載

インタフェース IDE

記憶媒体 3.5インチハードディスク

記憶容量 (注 2) 20.4GB

セクタ容量 512Byte

ディスク枚数 2

ヘッド数 4

シリンダ数 16,348

平均回転待ち時間 5.56ms

平均シーク時間 9.5ms(Read)
10.5ms(Write)

回転数 5,400rpm

外形寸法（WＸDＸH） 101.6Ｘ146.0Ｘ26.1 (mm)

質量 620g

型名 GP5-HD9G3/
GP5-HD9G3C

GP5-HD8G1/
GP5-HD8G1C

インタフェース Ultra2 Wide SCSIまたは Ultra Wide SCSI（注 1）

記憶媒体 3.5インチハードディスク

記憶容量 (注 2) 9.1GB 18.2GB

セクタ容量 512Byte

ディスク枚数 3 5

ヘッド数 5 10

シリンダ数 11,474

最大データ転送速度 40MB/s(Ultra/Wide)

80MB/s(Ultra2/Wide)

平均回転待ち時間 4.17ms

平均シーク時間 7.0ms(Read)
8.0ms(Write)

回転数 7200rpm

外形寸法（WＸDＸH） 101.6Ｘ146.0Ｘ25.4 (mm)

質量 630g
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A.2 24時間運用上の留意点

■ 無人運転について

IJ���Ý¨�d»�¶�0æç8	1�0� �Q�ö)�-ý�¯ØM
�

¶·-�	¶·�
����ABR,=%MN0�$¼ ��â
��3�-Y;

Ó��3¢MN0�
ný�©·���0���� ?��

■ 誤切断防止

%s�¤°ØM	�M�X����x�¤°-l¤�MN0	®;�0��	��

����
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A
A.3 LAN経由の電源投入／切断時の留意点

@=%>?��WOL(Wakeup On LAN)·4�Xs�&qby,#�Q LANH¸?

=%>@¹�¤°	L!FØM�0���?����

■ 電源投入／切断指示

Windows NT Server4.0	
W������Power MANagement for Windows V1.1��X

��LANH¸?�¤°L!FØM}Â��ï���@«)#wxy��=%>F&

qby,#?f c � �M��������=%>�?��%Sx,# (¤°

Î&¼ 0� )�ï�¶°�M����M
�d%ÀIJ	H¸��@=%>�¤

°Î&	Í������@=%>��¤°Î&_"&- (FMRP-201/FMRP-202)��

 ?��	�V��Power MANagement for Windows V1.1��"#¼ ��0

ServerWizard CD�ð�ö,qb,+��yd (Readme)Obd )	òóY����

■ 電源切断用 HAL使用時の注意

UPS=%'-�X0¤°Î&	Í�����¤°ØMx HAL	Wx�M�?V�

¼��

■ 電源切断用 HAL

&qby,#��Q@=%>�¤°ØM	¢m��!º�?Í����ø«"#�

w,²�¤°Î&·4�­��� ?��úµ�mM? HAL�!�<
X�

ø«"#�w,²�¤°Î&·4�­�	Ís�µ¼��

● 用意するもの

HAL�!�<��úµ�)�"¿���-&	Wx����Wx�0)�"

¿���-&	�{<M�X��ÃÄ��V�¼���{<0��ø-c��

Øb,-#%d�� �M����

� ServerWizard CD�Qm©���ES200 HAL for Windows NT (R) 4.0 

1CPU Disk#1

. Windows NT Server 4.0-SBS 4.5	�Ã0b,-#%d²�!�<	.$�0�

�

Windows NT Server 4.0b,-#%dð��¬,¿�%À¨©�#T�ÁÂ¼ 

�Qúµ�Â�mM?¤°ØMx HAL��!�<	.$��V�¼��

ポイントポイントポイントポイント
• サーバ本体の電源ケーブルを抜いた場合や、停電などで電
源が切断された場合は、本サーバを手動で再起動してくだ
さい。再起動しない場合、WOL機能が動作しません。

• WOL機能は、クライアントから最初に認識される LANコ
ントローラがWOL機能に対応している場合にご使用にな
れます。本サーバでは、オンボード LANがWOL機能に対
応しています。LANカードを搭載してる場合は、オンボー
ド LANのアダプタバインドを「1」にする必要があります。
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1 Windows NT Server 4.0インストール中に、以下に示すコン
ピュータ構成の一覧が表示されます。

2「コンピュータ：標準 PC」を選択し、[Enter]キーを押します。

3「その他 (ハードウェアメーカー )提供のディスクが必要」を
選択し、[Enter]キーを押します。

4 ServerWizard CDから作成した「ES200 HAL for Windows NT 

(R) 4.0 1CPU Disk#1」をフロッピィディスクドライブにセッ
トし、[Enter]キーを押します。

5「Fujitsu Powerdown Capability HAL」を選択し、[Enter]キーを
押します。
úû��tu�ÁÂ¼ 0�"R%S�rs��b,-#%d	LÍ

����

. ��Windows NT Server 4.0�b,-#%dX���

mM	úµ�Â����

1 Windows NT Server 4.0を起動します。

2 MS-DOSコマンドプロンプトを起動し、Windows NT Server 

4.0がインストールされているディレクトリ（ここでは ¥winnt

とします )の下の ¥system32に移動し、現在使用している
HALモジュールを退避します。

���F
����F����� A4'�,��*(

��8����	��		���	����

3 フロッピィディスクの中のモジュールをコピーします。
+d²÷�R"=������÷�R"=����?�Wx�0)

�"¿���-&��M����

��8���%F��	# �3��		����	��		

4 Windows NT Server 4.0をシャットダウンし、サーバを再起動
します。

コンピュータ ：標準 PC

ディスプレイ ：自動検出

キーボード ：106日本語キーボード

キーボードレイアウト ：日本語（MS-IME97）

ポインティングデバイス ：Logitechマウスポートマウス
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■ シャットダウン時の電源制御機能の設定

Windows NT Server 4.0�b,-#%d"���zm	Í��ø«"#�w,²�¤

°Î&·4	ñ;�����

1 アドミニストレータ権限でWindows NT Server 4.0にログオンします。

2 [スタート ]をクリックします。
�-À%#����%�ÁÂ¼ ���

3 [ファイルを指定して実行 ]をクリックします。

4 「名前」ボックスに「regedt32」と入力し、[OK]をクリックします。
��S-#����À�w�,pw�ÁÂ¼ ���

[�%¶d+ø,î� HKEY_LOCAL_MACHINE]w�,pw	y&c�ª�

��úµ��S-#��%�I9����

FF9N�EK.��$.K�$�9/,�F��6�B$*�

F�������#�FB����
��,�F�������C������FB��	����

5 PowerdownAfterShutdown]をダブルクリックします。
�^a����À ��by�Â_"&-�ÁÂ¼ ���

6 「文字列」ボックスに「1」を入力し、[OK]をクリックします。

7 メニューの「レジストリ」をクリックし、「レジストリエディタの終
了」をクリックします。
­���ýþ����þ�ú�¼ ���Ø×9�0� ����7J�

@zm	.$"�m9�X0¤°ØM	Í���?ñ��¤°	ØM��ñæç?

����"R%S�ÁÂ¼ Ú�Ë9P�¤°�ØM¼ ���

ポイントポイントポイントポイント
本手順で電源切断用 HAL をインストール後、Windows NT

Service Pack を適用すると標準の HAL に入れ替わりますので、
再度、同じ手順で電源切断用 HALのインストールを実施してく
ださい。

指 示�

レジストリの変更時に誤った設定を行うと、システムが起動で
きなくなります。変更するときは十分に注意してください。
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A.4 メモリダンプの取得

��?������,÷	B¦�0���Windows 2000 Server���Windows NT 

Sever 4.0�­�DE�â��Så����

����,÷�­�	��
V��Windows 2000 Server���Windows NT Sever 

4.0? STOP�q%-TÝPMø-c��q%0�]ß������Ë9P��>"

ÂÅÆ�õ.¼ ���õ.¼ �����,÷�X���q%]ß²�àá	l

��0���?����

��ôþ§����ê²�������,÷)Obd�­���ÃÄ�� ?��

����,÷B¦����­���8x�Wx�0)Obd-OSFy÷�Ì%

øù,MN0	b,-#%d��"�Í����

úµ��Windows 2000 Server
X�Windows NT Sever 4.0�­�DE�	
�â�

�Så����

A.4.1 メモリダンプを取得するための設定方法（Windows 2000 Server

の場合）

����,÷	B¦�0�����úµ�­�	ÅÆ
X�}���V�¼��

■ ハードディスクの空き容量の確認

����,÷	B¦�0����%S,Â)Obd�����,÷)Obd�m©

x��f c úµ���-&D�þ§�� ?��

■ メモリダンプファイルの設定

����,÷)Obd�­�mM	úµ�Â����

1 サーバ本体の電源を投入し、administrator権限でWindows 2000 

Serverにログオンします。

2 メモリダンプファイルを格納するドライブの空き容量を確認します。
ëü��(v%p��-&�D�þ§�ÅÆ�?� MD�þ§	ÅÆ��V

�¼��

pqbª�D�þ§�M������A.4.3 ����,÷�B¦?�M����

-d 262 �%S0	òó��V�¼��

メモリダンプファイルの種
類

ページングファイル
（システムがインストールさ
れているドライブに必要な
空き容量）

メモリダンプファイル
（任意のドライブに必要な空
き容量）

最小メモリダンプ（64KB） 2MB以上 64KB

カーネルメモリダンプ 搭載メモリサイズによって、
50MB～ 800MB

搭載メモリサイズによって、
50MB～ 800MB

完全メモリダンプ 搭載メモリ容量 +1MB以上 搭載メモリ容量
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3 [スタート ]ボタンをクリックし、[設定 ]の [コントロールパネル ]

をクリックします。

4 [コントロールパネル ]の [システム ]をダブルクリックします。
ø-c��÷�(c��ÁÂ¼ ���

5 システムのプロパティで [詳細 ]タブを表示し、[起動／回復 ]ボタン
をクリックます。
×9Frj�by�

Â_"&-�ÁÂ¼

 ���

6 起動／回復ダイアログボックスで以下の設定を行います。

. [�>"ÂÅÆ�A�'ï ]?�����,÷)Obd�Ëú	,-����

� 最小メモリダンプ（64KB）
�t��ÅÆ�����,÷)Obd�é_¼ ���

TÝPM�q%�]ß�0����[ �t�,÷���&#� ] �}���

���&#��W��)Obd	m©����

� カーネルメモリダンプ
¶%!d����h�����,÷)Obd�é_¼ ���

� 完全メモリダンプファイル
ø-c������`��ýþ�����,÷)Obd�é_¼ ���

. [�,÷)Obd ]��� [�t�,÷���&#� ]������,÷)O

bd	õ.�0���&#�	)d(-?}�����

¶%!d����,÷���mç����,÷����[�.)Obd�îA

��0 ]�²x"&_"&-	ö,��0���>"ÂÅÆ�¾r}���

)Obd�îA�¼ ���

7 [OK]ボタンをクリックし、システムのプロパティを終了します。

8 システムを再起動します。
� Q�­���ø-c�	Ø×9�0���Xs�ñ;�M����
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■ ページングファイルの設定

�%S,Â)Obd�­�mM	úµ�Â����

1 サーバ本体の電源を投入し、administrator権限でWindows 2000 

Serverにログオンします。

2 システムがインストールされているドライブの空き容量を確認します。
ëü��(v%p��-&�D�þ§�ÅÆ�?� MD�þ§	ÅÆ��V

�¼��

pqbª�D�þ§�M������A.4.3 ����,÷�B¦?�M����

-d 262 �%S0	òó��V�¼��

3 [スタート ]ボタンをクリックし、[設定 ]の [コントロールパネル ]

をクリックします。

4 [コントロールパネル ]の [システム ]をダブルクリックします。
ø-c��÷�(c��ÁÂ¼ ���

5 システムのプロパティで [詳細 ]タブを表示し、[パフォーマンスオプ
ション ]ボタンをクリックします。
()*%+,-�by�

Â_"&-�ÁÂ¼ �

��
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A
6 [パフォーマンス ]で [仮想メモリ ]の [変更 ]ボタンをクリックしま
す。
�C����by�

Â_"&-�ÁÂ¼

 ���

7 ページングファイルを作成するドライブを指定します。
[pqbª ]?ø-c��b,-#%d¼ ��0pqbª	,-����

,-��pqbª� [,-��pqbª��%S,Â)Obd=b9 ]� [p

qbª ]�ÁÂ¼ ���

8 [初期サイズ ]を指定します。
­����,÷)Obd�Ëú�Xs�2	­�����

�( v%p��-&�D�þ§�ÅÆ�-d 254 �%S0�Á��02úî	­

�����

9 [最大サイズ ]を指定します。
[4�=b9 ]úî	­�����

10 設定を保存します。
[,-��pqbª��%S,Â)Obd=b9 ]� [­� ]_À,	&�"&

����

­��õ.¼ �[pqbª ]� [�%S,Â)Obd�=b9 ]�­���2

�ÁÂ¼ ���

11 [OK]ボタンをクリックし、[仮想メモリ ]ダイアログボックスを終了
します。

12 [OK]ボタンをクリックし、システムのプロパティを終了します。

13 システムを再起動します。
� Q�­���ø-c�	Ø×9�0���Xs�ñ;�M����

ページングファイルを小さい値に設定した場合、性能に影響が
あります。
ページングファイルは、推奨値以上に設定することをお勧めし
ます。
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A.4.2 メモリダンプを取得するための設定方法（Windows NT Server 4.0

の場合）

����,÷	B¦�0�����úµ�­�	ÅÆ
X�}���V�¼��

■ 最新のサービスパックの適用

Windows NT Server 4.0b,-#%d²����Ú�W�=%'-("&	¯x��

V�¼��

=%'-("&�������,÷�B¦�Ä�0¢U��� �����

■ ハードディスクの空き容量の確認

����,÷	B¦�0����%S,Â)Obd�����,÷)Obd�m©

x��f c úµ���-&D�þ§�� ?��

■ ページングファイルの設定

�%S,Â)Obd�­�mM	úµ�Â����

1 サーバ本体の電源を投入し、administrator権限でWindows NT Server 

4.0にログオンします。

2 システムがインストールされているドライブの空き容量を確認します。
�%S,Â)Obd	m©�0�����ê���=b9g 11MB�úî�D

�þ§�� ?��

pqbª�D�þ§�M������A.4.3 ����,÷�B¦?�M����

-d 262 �%S0	òó��V�¼��

3 [スタート ]ボタンをクリックし、[設定 ]の [コントロールパネル ]

をクリックします。

4 [コントロールパネル ]の [システム ]をダブルクリックします。
ø-c��÷�(c��ÁÂ¼ ���

ファイルの種類 必要な空き容量

ページングファイル システムがインストールされているドライブに「搭載
メモリサイズ＋ 11MB」以上の空き容量。

ページングファイルは、OSインストール時に作成さ
れます。ファイル名は、PAGEFILE.SYSとなります。

メモリダンプファイル 任意のドライブに「搭載メモリサイズと同量」の空き
容量。

メモリダンプファイルは、STOPエラー発生時にしか
作成されません。STOPエラー発生時に空き容量がな
くなっていないように常に確保しておいてください。
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A
5 システムのプロパティで [パフォーマンス ]タブをクリックします。

6 [パフォーマンス ]で [仮想メモリ ]の [変更 ]ボタンをクリックしま
す。
�C����by�Â_"&-

�ÁÂ¼ ���

7 ページングファイルを作成するドライブを指定します。
[pqbª ]?ø-c��b,-#%d¼ ��0pqbª	,-����

,-��pqbª� [,-��pqbª��%S,Â)Obd=b9 ]� [p

qbª ]�ÁÂ¼ ���

8 [初期サイズ ]を指定します。
[,-��pqbª��%S,Â)Obd=b9 ]� [4�=b9 ]����ê

���=b9�úî	­�����

9 [最大サイズ ]を指定します。
[,-��pqbª��%S,Â)Obd=b9 ]� [�ô=b9 ]����ê

���=b9g 11MB�úî	­�����
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10 設定を保存します。
[,-��pqbª��%S,Â)Obd=b9 ]� [­� ]_À,	&�"&

����­��õ.¼ �[pqbª ]� [�%S,Â)Obd�=b9 ]�­

���2�ÁÂ¼ ���

11 [OK]ボタンをクリックし、[仮想メモリ ]ダイアログボックスを終了
します。

12 [OK]ボタンをクリックし、システムのプロパティを終了します。

13 システムを再起動します。
� Q�­���ø-c�	Ø×9�0���Xs�ñ;�M����

■ メモリダンプファイルの設定

����,÷)Obd�­�mM	úµ�Â����

1 サーバ本体の電源を投入し、administrator権限でWindows NT Server 

4.0にログオンします。

2 メモリダンプファイルを格納するドライブの空き容量を確認します。
����,÷)Obd	m©�0�����ê���=b9��§��D�þ

§�� ?��pqbª�D�þ§�M������A.4.3 ����,÷�B¦

?�M����-d 262 �%S0	òó��V�¼��

3 [スタート ]ボタンをクリックし、[設定 ]の [コントロールパネル ]

をクリックします。

4 [コントロールパネル ]の [システム ]をダブルクリックします。
ø-c��÷�(c��ÁÂ¼ ���

5 システムのプロパティで [起動／シャットダウン ]タブをクリックし
ます。
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A
6 [回復 ]で以下の設定を行います。

. [�>"ÂÅÆ	��A�'Ã ]�²x"&_"&-	ö,�����

²x"&_"&-	ö,��0��STOP�q%-TÝPMø-c��q%0

�]ß����������,÷�B¦¼ ���

� 入力フィールドには、メモリダンプファイルを保存するファイル名を
フルパスで指定します。

　　　　例）6%F����*E����

� [既存ファイルに上書きする ]のチェックボックスをオンにすると、
デバッグ情報が毎回指定したファイルに上書きされます。

. [Ë9P�Ø×9�0 ]�²x"&_"&-	ö,�����

²x"&_"&-	ö,��0���q%]ß²��>"ÂÅÆB¦"��ø

-c��Ë9P�Ø×9����

7 [OK]ボタンをクリックし、システムのプロパティを終了します。

8 システムを再起動します。
� Q�­���ø-c�	Ø×9�0���Xs�ñ;�M����
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A.4.3 メモリダンプが取得できないとき

����,÷)Obd�m©¼ M������úµ�DE?¶2����

■ 正しい設定を行う

����,÷	B¦?�M�����%S,Â)Obd�­���,÷)Obd�

­�	ÅÆ��V�¼��

­�DE�â�����A.4.1 ����,÷	B¦�0���­�DE-Windows 

2000 Server���0�-d 254 �%S0����A.4.2 ����,÷	B¦�0���

­�DE-Windows NT Server 4.0���0�-d 258 �%S0	òó��V�¼��

■ システムドライブ以外にメモリダンプを取得する

ø-c�pqbª-c:¥0�����,÷	B¦���0����ø-c�pqbª

ú������,÷	B¦�0X��­�	Ö×����

­�DE�â�����A.4.1 ����,÷	B¦�0���­�DE-Windows 

2000 Server���0�-d 254 �%S0����A.4.2 ����,÷	B¦�0���

­�DE-Windows NT Server 4.0���0�-d 258 �%S0	òó��V�¼��

ø-c�pqbª��M���F�N�pqbª�ñD�þ§�M�������

�NþQ��DE?¶2����

. v%p��-&	¬­�0�

. X�ô�Mþ§�v%p��-&�¸%�0�

■ 搭載メモリを減らしてメモリダンプを取得する

�ê���=b9�ÄLMV����,÷	B¦�0������ê���	��

��,÷B¦�4M���þ§��Q������,÷	B¦����

�ê���	Ö×����������,÷�­�	ÅÆ��V�¼��

	
���A.4.1 ����,÷	B¦�0���­�DE-Windows 2000 Server��

�0�-d 254 �%S0����A.4.2 ����,÷	B¦�0���­�DE

-Windows NT Server 4.0���0�-d 258 �%S0	òó��V�¼��

■ デバッグ情報の書き込みの種類を変更する（Windows 2000 Serverの場
合）

����,÷	B¦?�M����_��%�=b9�D�þ§�;<ý���0

�>"ÂÅÆ�A�'ï�Ëú	,-��V�¼��

îé¶2�?�M����v%p��-&	¬­�0MN�DE?¶2����

■ Windows NT Server 4.0を再インストールする（Windows NT Server 4.0
の場合）

ø-c�pqbª�ÙlMD�þ§�Åõ?�0ø-c��t	m©��Windows 

NT Server 4.0	Øb,-#%d���� 

ÙlMD�þ§�Åõ?�M��������NþQ��DE?¶2����

. v%p��-&	¬­�0�

. X�ô�Mþ§�v%p��-&�¸%�0�
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[b,-#%d�t�â�� ]

Windows NT Server 4.0R"#y"÷�Xs�m©?�0ª%#(%c�øù,�

=b9��4GB�??��

����v%p��-&pqbª	 �Windows NT Server 4.0 	.Í¼7��0

g��#ÓÔ�ø-c��KL����-&ypz�-#�%À	.Í��

NTFS (%c�øù,	m©� +��ô 7.8GB?)*%+"#¼ ��0(%

c�øù,�b,-#%d��4�M����@(%c�øù,�Windows NT 

Server 4.0	b,-#%d�0���)Obdø-c��,-tu?��/6�

)Obdø-c�	f���Wx-Ö×M�0�	,-����

A.4.4 カスタムメイドにおけるプレインストールタイプについて

Windows NT ÷�b,-#%dÀb÷?������,÷	B¦?�M�¨©��

����

����,÷�B¦�4M���þ§	úµ�Â����

■ メモリダンプをシステムドライブに取得する場合

�ê�4M���þ§� ([ø-c��t=b9 ]8 [b,-#%d=b9 ]) /2

d ��2	í<M�.������®ï�N7

M
�b,-#%d=b9����%S,Â)Obd�=b9��ï�7J�

■ メモリダンプをシステムドライブ以外に取得する場合

�ê�4M���þ§� [ø-c��t=b9 ]8 [b,-#%d=b9 ]

d ��2	í<M�.������®ï�N7     

M
�b,-#%d=b9����%S,Â)Obd�=b9��ï�7J�

	
��A.4.2 ����,÷	B¦�0���­�DE-Windows NT Server 4.0��
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B.1 コンフィグレーションシート
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B.1.1 ハードウェア構成

(1) 5インチ内蔵オプション（SCSI-IDは装置で設定すること） 

(2) 3.5インチ内蔵オプション

搭載位置 搭載 5インチ内蔵オプション

ベイ 1. ◎ CD-ROM（全モデル標準搭載）

ベイ 2. □ DATユニット (SCSI ID#4/#5/#6 )

□光磁気ディスクユニット (SCSI ID#4/#5/#6)

□ 1/4インチ CRMTユニット (SCSI ID#4/#5/#6)

ベイ 3. □ DATユニット (SCSI ID#4/#5/#6)

□光磁気ディスクユニット (SCSI ID#4/#5/#6)

□ 1/4インチ CRMTユニット (SCSI ID#4/#5/#6)

□内蔵ハードディスクユニット 9.1GB（SCSI ID#4/#5/#6）

□内蔵ハードディスクユニット 18.2GB（SCSI ID#4/#5/#6）

搭載位置 搭載 3.5インチ内蔵オプション

ベイ 4 □ 9.1GB(SCSI)

□ 18.2GB(SCSI)

ベイ 5 □ 20.4GB(IDE)

□ 9.1GB(SCSI)

□ 18.2GB(SCSI)

ベイ 6 □ 20.4GB(IDE)

□ 9.1GB(SCSI)

□ 18.2GB(SCSI)
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(3) CPU

(4) RAMモジュール 

(5) オプションカード

搭載タイプ

□ Pentium® III 600EMHz

□ Celeron 500MHz

搭載 DIMMスロット 拡張 RAMモジュール

DIMMスロット 1 □ 64MB ◎ 128MB □ 256MB

DIMMスロット 2 □ 64MB □ 128MB □ 256MB

DIMMスロット 3 □ 64MB □ 128MB □ 256MB

搭載可能な拡張カード（型名） PCIスロット

1 2 3 4

IDEアレイコントローラカード □ ー ー ー

SCSIカード (GP5-126) □ □ － －

SCSIカード (GP5-127) □ □ □ －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-143 ) □ □ □ －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-145) － □ □ －

SCSIアレイコントローラカード (GP5-146) － □ □ －

サーバモニタモジュール (GP5-SM103) － － － □

FAXモデムカード (FMV-FX532) □ □ □ □

サーバマネージメントアシストボード (GP5-SMB101) □ □ □ □

LANカード (GP5-181) □ □ □ □

LANカード (GP5-183) □ □ □ □

LANカード (GP5-185) □ □ □ □

クラスタキット 4(GP5S634) □ □ □ □

ISDN接続 G3/G4FAX通信 カード (GP5-161) □ □ □ □

RS232Cカード (GP5-162) □ □ □ □

通信カード V/X(GP5-163) □ □ □ □

ISDNカード (GP5-165) □ □ □ □

－：搭載不可を示す
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B.1.2 BIOSセットアップ項目

■ Disk Drivesメニューの設定項目

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

Floppy Drive A □ None□ 360KB 5.25-inch□ 1.2MB 5.25-inch

□ 720KB 3.5-inch■ 1.44MB  3.5-inch□ 2.88MB  3.5-

inch

Floppy Drive B ■ None□ 360KB 5.25-inch□ 1.2MB 5.25-inch

□ 720KB 3.5-inch□ 1.44MB  3.5-inch□ 2.88MB  3.5-

inch

LS-120 drives as ■ Normal□ DriveA□ DriveB□ Hard Disk

IDE Primary Channel Master [Press Enter]

Type ■ Auto□ None□ User

Cylinder （変更不可）　□ 0～ 99999 □ -----

Head （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Sector （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Size （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Hard Disk Size > 504MB ■ Auto□ Disabled

Hard Disk Block Mode ■ Auto□ Disabled

Advanced PIO Mode ■ Auto□ Mode0□ Mode1□ Mode2□ Mode3

□ Mode4

Hard Disk 32-bit Access ■ Enabled□ Disabled

DMA Transfer Mode ■ Auto□ Disabled□ Multiword Mode0

□ Multiword Mode1□ Multiword Mode2

□ Ultra Mode0□ Ultra Mode1□ Ultra Mode2

IDE Primary Channel Slave [Press Enter]

Type ■ Auto□ None□ User

Cylinder （変更不可）　□ 0～ 99999 □ -----

Head （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Sector （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Size （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Hard Disk Size > 504MB ■ Auto□ Disabled

Hard Disk Block Mode ■ Auto□ Disabled

Advanced PIO Mode ■ Auto□ Mode0□ Mode1□ Mode2□ Mode3

□ Mode4

Hard Disk 32-bit Access ■ Enabled□ Disabled
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DMA Transfer Mode ■ Auto□ Disabled□ Multiword Mode0

□ Multiword Mode1□ Multiword Mode2

□ Ultra Mode0□ Ultra Mode1□ Ultra Mode2

IDE Secondary Channel Master [Press Enter]

Type ■ Auto□ None□ User

Cylinder （変更不可）　□ 0～ 99999 □ -----

Head （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Sector （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Size （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Hard Disk Size > 504MB ■ Auto□ Disabled

Hard Disk Block Mode ■ Auto□ Disabled

Advanced PIO Mode ■ Auto□ Mode0□ Mode1□ Mode2□ Mode3

□ Mode4

Hard Disk 32-bit Access ■ Enabled□ Disabled

DMA Transfer Mode ■ Auto□ Disabled□ Multiword Mode0

□ Multiword Mode1□ Multiword Mode2

□ Ultra Mode0□ Ultra Mode1□ Ultra Mode2

IDE Secondary Channel Slave [Press Enter]

Type ■ Auto□ None□ User

Cylinder （変更不可）　□ 0～ 99999 □ -----

Head （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Sector （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Size （変更不可）　□ 0～ 999 □ ---

Hard Disk Size > 504MB ■ Auto□ Disabled

Hard Disk Block Mode ■ Auto□ Disabled

Advanced PIO Mode ■ Auto□ Mode0□ Mode1□ Mode2□ Mode3

□ Mode4

Hard Disk 32-bit Access ■ Enabled□ Disabled

DMA Transfer Mode ■ Auto□ Disabled□ Multiword Mode0

□ Multiword Mode1□ Multiword Mode2

□ Ultra Mode0□ Ultra Mode1□ Ultra Mode2

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )
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■ Onboard Periperalsメニューの設定項目

■ Power Managementメニューの設定項目

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

Serial Port 1 ◎ Enabled□ Disabled

Base Address ◎ 3F8h　□ 2F8h　□ 3E8h　□ 2E8h

IRQ ◎ 4□ 11

Serial Port 2 ◎ Enabled□ Disabled

Base Address □ 3F8h　　◎ 2F8h　□ 3E8h　□ 2E8h

IRQ ◎ 3□ 10

Parallel Port ◎ Enabled□ Disabled

Base Address □ 3BCh　◎ 378h　□ 278h

IRQ □ 5◎ 7

Operation Mode ■ Standard□ Bi-directional□ EPP□ ECP

ECP DMA Channel ■－□ 1□ 3

Onboard Device Settings [Press Enter]

Floppy Disk Controller ■ Enabled□ Disabled

IDE Controller □ Primary□ Disabled ■ Both

PS/2 Mouse Controller ■ Enabled□ Disabled

USB Host Controller □ Enabled■ Disabled

USB Legacy Mode □ Enabled■ Disabled

SMBUS Interrupt（IRQ9） ■ Enabled□ Disabled

Onboard Ethernet Chip ◎ Enabled□ Disabled

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

Power Management Mode ■ Enabled□ Disabled

IDE Hard Disk Standby Timer □ 1～ 15　■ OFF

System Sleep Timer □ 2～ 120　■ OFF

Sleep Mode □ Standby　□ Suspend　■ --

Power Switch < 4sec. ■ Power Off　□ Suspend
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■ Boot Optionsメニューの設定項目

■ Date and Timeメニューの設定項目 

■ System Securityメニューの設定項目

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

Boot Sequence

1st. □ Floppy Disk A:　□ Hard Disk C:　◎ IDE CD-ROM

2nd. ◎ Floppy Disk A:　□ Hard Disk C:　□ IDE CD-ROM

3rd. □ Floppy Disk A:　◎ Hard Disk C:　□ IDE CD-ROM

First Hard Disk Drive ◎ IDE　□ SCSI

Fast Boot □ Auto　■ Disabled

Silent Boot □ Enabled　■ Disabled

Num Lock After Boot ■ Enabled　□ Disabled

Memory Test ■ Enabled　□ Disabled

Partial Test ◎ Enabled　□ Disabled

Release All Blocked Memory □ Enabled　◎ Disabled

Configuration Table ◎ Enabled　□ Disabled

Boot from LANDesk(R) Service 

Agent
□ Enabled　■ Disabled

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

Date 現在の日付が表示されます。

Time 現在の時刻が表示されます。

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

Setup Password ◎ None　□ Present

Power-on Password ◎ None　□ Present

Operation Mode ◎ Normal　□ Keyboard Lock

Disk Drive Control

Floppy Drive ■ Normal　□Write Protect All Sectors　

□Write Protect Boot Sector

Hard Disk Drive ■ Normal　□Write Protect All Sectors　

□Write Protect Boot Sector
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■ System Event Logメニューの設定項目

■ Advanced Configurationメニューの設定項目 

'Memory/Cache Options 

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

System Event Logging

Event Log BIOS Version イベントログ BIOSの版数表示

Total Event Log Number 格納済みイベントログ数表示

Remain of Event Log Area 残りイベントログ格納領域％表示

Event Logging ■ Enabled　□ Disabled

Clear Event Log □ Enabled　◎ Disabled

＞ View Event Logs イベントログビュワーの起動

Event Control

Temperature/Voltage/Fan ■ Enabled　□ Disabled

CPU Fan ■ Enabled　□ Disabled

ECC ■ Enabled　□ Disabled

PCI ■ Enabled　□ Disabled

I/O Check ■ Enabled　□ Disabled

Critical Event Process

Stop POST After CPU or 

Memory Reduction
□ Enabled　■ Disabled

Halt System If No CPU or 

Memory Available
■ Enabled　□ Disabled

Non-stop Mode During POST □ Enabled　■ Disabled

Threshold Settings

CPU Warning Temperature ■ 67　□ 60～ 75

CPU Fatal Temperature ■ 72　□ 61～ 80

System Temperature ■ 51　□ 40～ 60

System Voltage ■ 10　□ 10～ 20

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

Internal

 Cache(CPU Cache)

■ Enabled　□ Disabled

External Cache ■ Enabled　□ Disabled

Cache Scheme キャッシュ方式を表示

Memory at 15MB-16MB 

Reserved for
■ System　□ Add-on Card

Memory Parity Mode □ Non-ECC　□ ECC　■ ECC＋ Scrubbing

□ EC-only
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'PnP/PCI System Options 

'CPU Frequency

'Chipset Settings

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

PCI IRQ Setting □ Auto　◎ Manual

PCI Slot 1 ◎ --　□ 03　□ 04　□ 05　□ 07　□ 09　□ 10

□ 11

PCI Slot 2 ◎ --　□ 03　□ 04　□ 05　□ 07　□ 09　□ 10

□ 11

PCI Slot 3 ◎ --　□ 03　□ 04　□ 05　□ 07　□ 09　□ 10

□ 11

PCI Slot 4 ◎ --　□ 03　□ 04　□ 05　□ 07　□ 09　□ 10

□ 11

Onboard Lan □ --　□ 03　□ 04　□ 05　□ 07　□ 09　■ 10

□ 11

AGP □ --　□ 03　□ 04　□ 05　□ 07　□ 09　□ 10

■ 11

PCI IRQ Sharing ■ Yes　□ No

VGA Palette Snoop □ Enebled　■ Disabled

Graphics Aperture Size □ 4　□ 8　□ 16　□ 32　■ 64　□ 128　□ 256

Plug and Play OS □ Yes　■ No

Reset Resource Assignments □ Yes　■ No

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

Bus Frequency □ 100MHz（600EMHz プロセッサ搭載時）
□ 66MHz（500MHzプロセッサ搭載時）

CPU Multiplier □ 6（600EMHzプロセッサ搭載時）
□ 7.5（500MHzプロセッサ搭載時）

Processor Speed プロセッサ動作周波数表示

Processor Serial Number □ Enabled　◎ Disabled（Pentium® III搭載時に）

設定項目 設定値 (◎：工場出荷設定値　■：変更禁止設定値 )

CAS Latency □ 2　■ 3

LAN Wake up Power Control by ■ BIOS　□ Driver

PCI Latency Timer ■ 20h　□ 10h～ F0h

AGP Bridge Latency Timer ■ 40h　□ 10h～ F0h
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B.1.3 システム資源管理表
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■  I/Oポートアドレス

品名�

PRIMERGY ES200

 ビデオ/フロッピィ�

�

 シリアルポート1�

�

 シリアルポート2�

�

 パラレルポート�

I/Oポートアドレス（h）
   設定方法

�

設定なし

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ�

�

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ�

100 140 180 1C0 200 240 280 2C0 300 340 380 3C0 400

備考：シリアルポートは、4ポートの中から最高2ポートまで選択できます。�
�
＊　　　は、それぞれの拡張カードで選択できるI/Oポートアドレス空間を示します。
　　　　はそのマークが重なる目盛のアドレスから16バイトまたは16バイト内の一部の空間�
　　　　を使用します。
　　　　（　はデフォルトで選択されている空間）
　　　　はそのマークが重なる目盛のアドレスから32バイトまたは32バイト内の一部の空間�
　　　　を使用します。
　　　　（　はデフォルトで選択されている空間）�
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■ 割り込みレベル／ DMAチャネル

Á�éê¼ ��M�67¶%p�â����D���00�'ï�[d�Wx�

4?��

品名
（型名）

PRIMERGY ES200

標準実装
ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾄﾛｰﾗｶｰﾄﾞ

SCSIｱﾚｲｺﾝﾄﾛｰﾗｶｰﾄﾞ
（GP5-143）

SCSIｱﾚｲｺﾝﾄﾛｰﾗｶｰﾄﾞ
（GP5-145）

SCSIｱﾚｲｺﾝﾄﾛｰﾗｶｰﾄﾞ
（GP5-146）�
�
IDEｱﾚｲｺﾝﾄﾛｰﾗｶｰﾄﾞ
�

SCSIｶｰﾄﾞ
（GP5-126）

SCSIｶｰﾄﾞ
（GP5-127）

LANｶｰﾄﾞ
（GP5-181）

LANｶｰﾄﾞ
（GP5-183）

LANｶｰﾄﾞ
（GP5-185）

ｸﾗｽﾀｷｯﾄ4
（GP5S634）

ｻｰﾊﾞﾓﾆﾀﾓｼﾞｭｰﾙ
（GP5-SM103）

ISDN接続G3/G4 FAX
通信ｶｰﾄﾞ（GP5-161）

RS232Cｶｰﾄﾞ
（GP5-162）

通信ｶｰﾄﾞV/X
（GP5-163）

ISDNｶｰﾄﾞ
（GP5-165）
�
FAXﾓﾃﾞﾑｶｰﾄﾞ
（FMV-FX532）�
�
ｻｰﾊﾞﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｱｼｽﾄﾎﾞｰﾄﾞ�
（GP5-SMB101）�

0 151413121110987654321 NONE 0 7654321

DMAチャネル�割り込みレベル� 設定方法

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

BIOSｾｯﾄｱｯﾌﾟ

注�注� 注�

①：IDEアレイコントローラカードで使用。
②：標準実装のネットワークコントローラで使用。�
③：AGPカードで使用。�
�注）その機能を使用しない場合、Disabledへの変更可能。�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

○：それぞれの拡張カードで使用できる割り込みレベル、DMAチャネルを示します(●はデフォルトの設定値)。�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

未使用�

1 2 3
 275



B.1.4 RAID（SCSI）設計シート

（1）ハードディスクの搭載位置と設定

（2）フィジカルパックの定義

搭載ハードディスクベイ�
この位置にハード
ディスクを搭載し
ましたか？�

チャネル
（固定）�

SCSI-ID
（固定）�

ハードディスク
　 の製品名
(GP5-HD***)

ハードディスク
　　の容量
　　(****GB)

ベイ3
ベイ4
ベイ5
ベイ6

有・無
有・無
有・無
有・無

ID=4,5,6
ID=2
ID=1
ID=0

(　　　　　　)
(　　　　　　)
(　　　　　　)
(　　　　　　)

(　　　　　)GB
(　　　　　)GB
(　　　　　)GB
(　　　　　)GB

0
0
0
0

ハードディスク-ID チャネル0

0

1

2

4, 5, 6

注意！�
一つのフィジカルパックは、同一型名のハードディスクで構成してください。�
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（3）システムドライブの定義

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

システムドライブNo. RAIDレベル� 容量� キャッシュモード�

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

0・1・5・6

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

（　　　　）GB

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー�

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー�

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー�

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー�

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー�

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー

ライトスルー�

0

システムドライブNo. RAIDレベル� 容量� キャッシュモード�

0・1・5・6 （ 9.1　　）GB ライトスルー　�

（記入例1）�

注意！�
・同一フィジカルパック内に、RAID0と他のRAIDレベルのフィジカルパックを混合して作成�
　しないでください。リビルドできなくなります。�
・本サーバではライトバックの使用を推奨しません。使用する場合は、SCSIアレイコント�
　ローラカードに添付の取扱説明書を参照してください。�
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B.2 障害連絡シート

モデル名・型名�

OS

オプション構成および設定内容は、コンフィグレーションシートを使用してください。�

現象�

発生日時�

LAN・WAN環境�

設置環境�

PRIMERGY ES200 　(GP5-　　　　　)

何をしているときに何が起きたか。
画面にどのようなメッセージが表示されたか。�

添付資料� 有・無�
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